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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
和
歌
山
県
立
串
本
古
座
高
校
で
所
蔵
す
る
中
根
文

庫
の
う
ち
、「
新
宮
武
鑑
」（
資
料
番
号
三
九
三
二
）
を
翻
刻
す
る
。

　

本
来
な
ら
ば
、
館
蔵
史
料
の
調
査
・
研
究
を
発
表
す
る
の
が
紀

要
の
役
割
で
あ
る
が
、
以
下
三
点
の
理
由
に
よ
り
他
機
関
所
蔵
の

史
料
翻
刻
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

　
①　
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
成
果
還
元

　
②　
こ
れ
ま
で
「
新
宮
武
鑑
」
の
翻
刻
が
さ
れ
て
い
な
い

　
③　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
成
果

で
あ
る
。

　

ま
ず
①
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
館
で
は
平
成
三
十
年
度
に
開

設
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に

お
い
て
、
和
歌
山
県
に
か
か
わ
る
歴
史
資
料
（
古
文
書
、
行
政
刊

行
物
等
、
写
真
・
絵
図
）
を
公
開
し
て
き
た
。
当
初
は
館
蔵
史
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
県

内
の
公
的
機
関
の
協
力
を
得
て
、
他
機
関
の
資
料
に
つ
い
て
も
収

集
を
開
始
し
た
。
初
年
度
は
、
広
川
町
稲
む
ら
の
火
の
館
で
所
蔵

す
る
「
渋
谷
家
文
書
」、
県
立
耐
久
高
校
所
蔵
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」、

及
び
県
立
串
本
古
座
高
校
所
蔵
「
中
根
文
庫
」
の
資
料
を
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
し
、
そ
こ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
変
換
を
行
っ
て
「
渋

　
史
料
翻
刻

　
県
立
串
本
古
座
高
校
所
蔵
中
根
文
庫
よ
り

　
　
　
　
「
新
宮
武
鑑
」

砂
　
川
　
佳
　
子

西
　
山
　
史
　
朗
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し
、
現
物
と
照
合
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
公
開
可
能
で
あ
る
こ
と

が
事
前
調
査
で
判
明
し
て
い
た
。
古
文
書
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る

が
、
撮
影
等
の
作
業
に
比
べ
、
目
録
の
整
備
に
は
多
大
な
労
力
と

専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
。
資
料
の
撮
影
か
ら
公
開
ま
で
の

時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
既
に
目
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の

を
優
先
し
て
公
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
館
の
収
集
方
針
と

合
致
し
た
こ
と
か
ら
中
根
文
庫
を
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ

イ
ブ
」
で
公
開
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、
目
録
及
び
著
作
権

保
護
期
間
の
終
了
し
た
著
作
物
の
画
像
を
公
開
し
て
い
る
が
、
く

ず
し
字
で
書
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
く
ず
し
字

が
読
め
な
い
限
り
、
一
般
に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
中
根
文
庫
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
資
料
に
つ

い
て
翻
刻
を
行
う
こ
と
で
、
①
調
査
の
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

次
に
②
で
あ
る
が
、
中
根
文
庫
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
考
え
ら

れ
る
資
料
と
し
て
「
新
宮
武
鑑
」
を
選
ん
だ
理
由
は
、
こ
れ
ま
で

全
文
の
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
「
新

宮
武
鑑
」
は
、
水
野
家
家
臣
関
係
の
論
文
に
お
い
て
、
資
料
と
し

谷
家
文
書
」
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
六
月
十
二
日
、「
耐
久
梧

陵
文
庫
」
は
同
年
十
一
月
五
日
に
公
開
し
た（
１
）。「
中
根
文
庫
」
に
つ

い
て
も
令
和
二
年
度
中
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
他
機
関
所
蔵
資
料
を
収
集
す
る
基
準
と
し
て
、

　
ア　
学
術
的
に
利
用
価
値
が
高
い
も
の

　
イ　
和
歌
山
県
の
歴
史
や
文
化
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る

　
　
も
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

　
ウ　
目
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の

を
基
本
的
に
対
象
と
し
て
い
る
。

　

中
根
文
庫
の
場
合
、
古
座
周
辺
や
新
宮
・
田
辺
を
は
じ
め
現
在

の
三
重
県
域
を
含
む
紀
伊
藩
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
、
宗
教
、
災

害
、動
植
物
な
ど
の
資
料
が
あ
り
、ア
学
術
的
に
利
用
価
値
を
有
し
、

イ
和
歌
山
県
の
歴
史
と
文
化
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
中
根
文
庫
に
つ
い
て
は
元
と
な
る
本
を
編
集
・
書
写
し

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
無
批
判
に
歴
史
資
料

と
し
て
は
扱
え
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

　

ま
た
、
ウ
目
録
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
古
座
高
校
寄
贈
後
に
目

録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
表
計
算
ソ
フ
ト
に
入
力
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１　
中
根
文
庫
と
「
新
宮
武
鑑
」
に
つ
い
て

　

中
根
文
庫
と
は
、
和
歌
山
市
出
身
の
中
根
七
郎
が
収
集
・
書
写

し
た
二
〇
一
点
に
の
ぼ
る
書
籍
の
総
称
で
あ
る
（
う
ち
八
点
欠
）。

七
郎
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
生
ま
れ
、
黙
庵
と
号
し
た
。

同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
結
婚
を
機
に
中
根
家
に
入
り
、
翌

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
東
牟
婁
郡
書
記
と
な
っ
た
の
だ
が
、

そ
こ
で
『
東
牟
婁
郡
誌
』
編
纂
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

て
、
郷
土
資
料
収
集
の
任
に
当
た
っ
た（
３
）。
そ
の
後
、
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）
に
は
、
京
都
市
へ
転
居
す
る
が
、
戦
中
の
物
資
不

足
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
郷
土
資
料
の
収
集
・
書
写
を
続
け
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
古
座
高
校
へ
こ
れ
ま
で
収
集
し

て
き
た
郷
土
資
料
を
寄
贈
し
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に

没
し
た（
４
）。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
息
子
の
武
夫
に
よ
っ
て

九
点
の
追
加
寄
贈
が
な
さ
れ
た
。
以
後
、
七
郎
が
寄
贈
し
た
郷
土

資
料
は
、
中
根
文
庫
と
し
て
古
座
高
校
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き

た
が
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
を
も
っ
て
古
座
高
校
は
串

本
高
校
と
統
合
さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
串
本
古
座
高
校
で
保
管
さ

れ
て
い
る
。

て
た
び
た
び
引
用
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
流
布
し
て
い
る
も
の
が

複
写
資
料
で
、
元
の
所
蔵
者
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
文
翻

刻
が
発
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（
２
）。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
串
本
古
座
高
校
か
ら
許
可
を
得
て
「
新
宮
武
鑑
」
を
翻
刻

す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
学
に
資
す
る
も
の
と
考
え
た
。

　

最
後
に
③
で
あ
る
が
、
当
館
で
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
っ
て
、令
和
二
年
四
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
五
月
七
日
（
木
）

ま
で
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
当
館
研
究
員
は
、
普
段
古
文
書

原
本
か
ら
目
録
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
勤
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
と
、
緊
急
事
態
宣
言
発
出
期
間
以
外
で
も

在
宅
勤
務
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
在
宅
で
も
可
能
な
「
新

宮
武
鑑
」
の
翻
刻
を
西
山
史
朗
研
究
員
が
担
当
し
、
解
題
は
砂
川

が
執
筆
す
る
こ
と
と
し
た
。
通
常
業
務
を
継
続
し
て
い
た
な
ら
ば
、

こ
れ
ほ
ど
大
部
な
史
料
翻
刻
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
業
務
が
あ
っ
た
一
方
で
、
制
限
の
あ
る

中
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
成
果
で
あ
っ
た
。

　

①
か
ら
③
の
要
因
が
う
ま
く
重
な
り
合
っ
て
実
現
し
た
の
が
、

本
稿
で
あ
る
。
以
下
、
中
根
文
庫
の
概
要
を
紹
介
し
た
の
ち
、「
新

宮
武
鑑
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
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る
。
つ
ま
り
原
本
（
水
野
家
へ
提
出
し
た
複
製
本
）
は
既
に
な
い
。

原
本
（
旧
新
宮
藩
士
に
よ
る
写
本
）
は
シ
ミ
の
食
害
が
甚
だ
し
く
、

保
存
に
耐
え
難
い
こ
と
か
ら
複
写
し
た
。
原
本
は
、
文
化
十
一
年

頃
に
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
解
さ
れ
る
。

　
「
新
宮
武
鑑
」
の
転
写
の
過
程
は
、

⑴　
文
化
十
一
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
原
本

⑵　
旧
新
宮
藩
士
（
水
野
家
家
臣
）
に
よ
る
写
本

⑶　
水
野
男
爵
へ
御
覧
に
入
れ
た
も
の
（
後
述
）

⑷　
中
根
七
郎
が
⑵
を
写
し
た
も
の
（
本
稿
で
翻
刻
す
る
「
新

　
　
宮
武
鑑
」）

が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に

⑸　
田
辺
市
出
身
の
宇
井
縫
蔵
が
⑷
ま
た
は
⑵
を
書
写
し
た
も
の

が
あ
る
（
図
１
）。

　
宇
井
縫
蔵
に
よ
る
複
製
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
新
宮
武
鑑
」

表
紙
の
裏
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
七
郎
宛
て
ハ
ガ
キ
に
「
新
宮
武
鑑

と
物
成
帳
殊
に
珍
ら
し
く
拝
見
」
と
記
し
て
お
り
、
ハ
ガ
キ
の
内

容
と
田
辺
市
に
伝
来
し
て
い
る
文
書
が
一
致
し
て
い
る（
５
）。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
使
わ
れ
て
き
た
複
製
が
、
⑵
か
ら
⑸
の
い

ず
れ
か
は
今
回
確
認
し
て
い
な
い
が
、
現
在
所
蔵
者
が
は
っ
き
り

　

中
根
文
庫
で
特
筆
す
べ
き
は
、
二
〇
一
点
の
う
ち
、
一
二
四
点

が
七
郎
の
手
に
な
る
筆
写
及
び
謄
写
版
（
ガ
リ
版
刷
り
）
で
あ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
七
郎
は
、
原
本
あ
る
い
は
筆
写
元
の
所

蔵
者
や
入
手
経
路
の
ほ
か
、
何
年
何
月
何
日
か
ら
何
日
ま
で
書
写

日
数
を
要
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
新
宮
武
鑑
」
の
末
尾
に
も
書
写
の
経
緯
を
記
し
て
い
る
。

此
原
本
ハ
旧
新
宮
藩
士
ノ
写
本
ナ
リ
往
年
一
本
ヲ
複
写
シ
水

野
男
爵
ノ
御
覧
ニ
入
レ
タ
ル
ニ
留
置
ル
依
テ
又
昭
和
六
年

十
二
月
三
十
日
ヨ
リ
写
シ
始
メ
翌
年
二
月
二
日
終
ル
即
本
書

ナ
ク
原
本
ハ
蠧
魚
ノ
蝕
甚
シ
ク
保
存
ニ
堪
ヘ
難
キ
ヲ
以
テ
謄

写
シ
タ
ル
ナ
リ

原
書
ハ
文
化
十
一
年
比
ニ
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ユ

昭
和
七
年
二
月
二
日　
黙
庵
中
根
七
郎(

印)

　

意
味
は
、「
こ
の
原
本
は
、
旧
新
宮
藩
士
の
手
に
よ
る
写
本
で

あ
る
。
昔
、
一
冊
の
複
製
を
作
り
、
水
野
男
爵
へ
御
覧
に
入
れ
た

も
の
を
（
水
野
家
の
手
元
に
）
留
め
置
か
れ
た
。
ゆ
え
に
ま
た
昭

和
六
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
写
し
始
め
、
翌
年
二
月
二
日
に
終
わ
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し
て
い
る
中
根
文
庫
の
「
新
宮
武
鑑
」
を
翻
刻
す
る
こ
と
は
、
後

述
す
る
文
書
の
来
歴
か
ら
見
て
も
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

２　
新
宮
水
野
家
と
中
根
家

　
ま
ず
、
新
宮
水
野
家
に
つ
い
て
概
略
を
確
認
し
て
お
く
。

　

新
宮
水
野
家
の
初
代
重
央
は
、
徳
川
家
康
の
母
方
の
従
弟
に

当
た
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
家
康
に
近
侍
し
た
。
慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）、
家
康
十
男
で
の
ち
に
紀
伊
藩
主
と
な
る
頼
宣
の
傅

と
な
り
、
以
後
、
水
戸
、
浜
松
と
頼
宣
に
従
っ
て
政
治
を
補
佐
し

て
い
る
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
頼
宣
の
紀
伊
入
封
に
伴
い
、

新
宮
城
主
と
し
て
三
万
五
千
石
を
領
し
た
。
新
宮
城
は
別
名
丹
鶴

城
と
も
呼
ば
れ
る
。
以
後
、
田
辺
安
藤
家
と
と
も
に
紀
伊
徳
川
家

の
付
家
老
と
し
て
代
々
紀
州
支
配
の
補
佐
を
行
い
（
表
１
）、
慶
応

四
年
（
一
八
六
八
）、
紀
伊
藩
か
ら
独
立
し
て
新
宮
藩
と
な
る
。
先

程
見
た
よ
う
に
、「
新
宮
武
鑑
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
付
家
老
時

代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
「
藩
」
は
用
い
ず
、「
新

宮
水
野
家
」
あ
る
い
は
「
領
政
」
な
ど
と
表
記
し
、
引
用
史
料
中

の
表
記
は
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。

？

？

⑸宇井縫蔵
による写本

田辺市立図書館で
所蔵されるもの
昭和 15年書写

本稿で対象とするもの
昭和 6年末書写

水野家に留め置かれる

虫損甚だしく保存に
耐え難い状態

矢印の向きは参照元

⑷中根七郎
による写本

⑶水野男爵
へ御覧に入
れた本

⑵旧新宮藩
士によって
作成された
写本

⑴文化 11年
頃作成され
た原本

図１　「新宮武鑑」転写の過程
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も
の
が
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
丹
鶴
叢
書
」
で
あ
る
。「
丹

鶴
叢
書
」
は
、九
代
当
主
忠
央
が
所
蔵
し
て
い
た
国
史
、記
録
、故
実
、

歌
集
、
物
語
な
ど
の
典
籍
を
刊
行
し
た
も
の
で
、
現
在
で
も
復
刻

版
や
写
真
撮
影
し
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
６
）。
こ
の
ほ
か
忠

央
は
、
江
戸
幕
府
の
諸
記
録
類
も
多
数
収
集
し
て
お
り
、
そ
の
一

部
が
現
在
学
習
院
大
学
図
書
館
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
現

在
『
丹
鶴
城
旧
蔵
幕
府
史
料
』
と
し
て
影
印
複
製
版
が
刊
行
さ
れ

て
い
る（
７
）。
ほ
と
ん
ど
が
幕
府
関
係
史
料
で
あ
る
が
、
一
部
水
野
家

関
係
の
史
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
⑶
水
野
男
爵
へ
御
覧
に

入
れ
た
「
新
宮
武
鑑
」
の
こ
と
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、「
新

宮
武
鑑
」
は
、
水
野
男
爵
へ
御
覧
に
入
れ
た
あ
と
、
手
元
に
留
め

置
か
れ
た
と
い
う
が
、
残
念
な
が
ら
同
名
の
書
物
は
「
新
宮
城
書

蔵
目
録
」
中
に
見
当
た
ら
な
か
っ
た（
８
）。
強
い
て
あ
げ
る
な
ら
、「
新

宮
城
書
蔵
目
録
」
第
七
冊
の
「
義
級　

系
図　

伝
記
」
に
記
載
さ

れ
る
、「
諸
役
人
系
図
」
や
「
諸
家
世
録
」、
第
八
冊
「
珍
籍
類
」

の
う
ち
、「
諸
家
先
祖
書
」
が
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
現
存
し
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
。

　

水
野
家
は
、
江
戸
定
府
、
つ
ま
り
基
本
的
に
江
戸
で
暮
ら
し
て

お
り
、
幕
府
と
の
交
渉
や
様
々
な
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
紀
伊
藩
の
政
治
を
補
佐
し
て
い
た
。
ま
た
、
自
身
の
領
地
で

あ
る
新
宮
は
も
ち
ろ
ん
、
藩
主
で
あ
る
紀
伊
徳
川
家
の
城
下
町
和

歌
山
に
も
屋
敷
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
、
新
宮
、

和
歌
山
の
三
カ
所
に
家
臣
た
ち
が
滞
在
し
て
い
た
。

　

水
野
家
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
役
職
ご
と
に
様
々
な
文
書

が
作
成
・
取
得
さ
れ
て
き
た
は
ず
だ
が
、
今
日
伝
来
し
て
い
る
も

の
は
、
そ
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
は
、
国
立
国
会
図
書
館
で
所

蔵
す
る
「
新
宮
城
蔵
書
目
録
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

水
野
家
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
・
書
籍
類
の
う
ち
、
代
表
的
な

諱 院号

1 重央 全龍院

2 重良 本広院

3 重上 知徳院

4 重期 和泉院

5 忠昭 本徳院

6 忠興 本立院

7 忠奇 法心院

8 忠啓 徳洽院

9 忠央 鶴峰院

10 忠幹 真徳院

表１　新宮水野家歴代当主と院号
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筆
跡
と
末
尾
の
年
号
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
の
旧
記
の
ほ
か
に
新

宮
藩
士
の
禄
高
を
写
し
た
も
の
は
シ
ミ
に
よ
る
虫
損
が
甚
だ
し
い

も
の
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
辛
う
じ
て
写
し
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
ほ
か
に
も
古
い
記
録
を
写
し
た
も

の
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
の
か
、
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

　

中
根
家
は
、
七
郎
が
伝
え
る
通
り
徳
左
衛
門
正
晃
が
新
宮
藩
士

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
和
歌
山
県
史
前
記
』

に
収
録
さ
れ
る
「
新
宮
藩　
官
員
履
歴
」
で
確
認
で
き
る（
９
）（
写
真
１
）。

し
か
し
、「
新
宮
武
鑑
」
に
は
中
根
家
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

下
級
藩
士
で
あ
っ
た
か
、
幕
末
頃
に
新
宮
水
野
家
に
雇
用
さ
れ
た

か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
境
遇
か
ら
、
正
晃
は
、「
新

宮
武
鑑
」、「
新
宮
藩
物
成
帖
写
」、「
新
宮
藩
御
勘
定
方
旧
記
」
と
い
っ

た
新
宮
領
政
史
料
を
取
得
ま
た
は
書
写
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
推

定
さ
れ
る
。

　

先
程
の
巻
頭
言
で
い
う
「
新
宮
藩
士
の
食
禄
を
写
し
た
る
も
の

に
て
蠧
魚
の
蝕
甚
し
き
も
の
あ
り
て
辛
し
て
改
写
し
置
」
い
た
新

宮
藩
庁
の
旧
記
、
と
い
う
の
が
、
内
容
か
ら
類
推
し
て
、
こ
の
「
新

宮
武
鑑
」
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、「
新
宮
武
鑑
」
は
領
政
史
料
と
は
言
え
な
い
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。

　
中
根
文
庫
に
は
、「
新
宮
武
鑑
」
の
ほ
か
に
、
新
宮
に
関
す
る
資

料
と
し
て
「
新
宮
藩
物
成
帖
写
」（
資
料
番
号
四
〇
六
八
）、「
新
宮

藩
御
勘
定
方
旧
記
」（
資
料
番
号
四
〇
七
三
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
も
「
新
宮
城
書
蔵
目
録
」
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、「
新
宮
藩
御
勘

定
方
旧
記
」
の
巻
頭
に
重
要
な
記
載
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

本
書
ハ
養
祖
父
カ
新
宮
県
ニ
奉
職
中
新
宮
藩
庁
の
旧
記
を
写

し
置
か
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
ハ
筆
跡
と
末
尾
の
年
号
に
よ

り
て
知
ら
る
外
に
新
宮
藩
士
の
食
禄
を
写
し
た
る
も
の
に
て

蠧
魚
の
蝕
甚
し
き
も
の
あ
り
て
辛
し
て
改
写
し
置
き
た
り
し

た
る
も
の
少
な
か
り
し
な
ら
ん
ニ
右
等
に
て
考
ふ
れ
は
此
他

に
旧
記
の
写
し
た
る
も
の
少
な
か
り
し
な
ら
ん
ニ
□
（
判
読
不
可
）
□
も
散

逸
し
た
る
な
ら
む
惜
む
へ
き
な
り

と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
七
郎
の
養
祖
父
で
新
宮
藩
士
で
あ
っ
た
徳
左

衛
門
正
晃
が
、
新
宮
藩
で
会
計
掛
を
勤
め
て
い
た
頃
に
新
宮
藩
庁

で
保
管
し
て
い
た
古
い
記
録
を
写
し
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
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水
野
家
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
「
新
宮
城
蔵
書
目
録
」
に
は
、
書

名
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、「
新
宮
武
鑑
」
は
、
旧
新
宮
藩
士
で

あ
っ
た
中
根
徳
左
衛
門
正
晃
が
入
手
し
た
水
野
家
の
領
政
史
料
で

あ
っ
た
と
い
う
来
歴
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
後
世
に
創
作
さ
れ

た
文
書
で
は
な
い
、
と
い
え
よ
う
。

　
３　
「
新
宮
武
鑑
」
と
『
家
譜
』
に
お
け
る

　
　
　
新
宮
与
力
の
比
較

　

こ
れ
ま
で
の
水
野
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
小
山
誉
城
『
徳
川

御
三
家
付
家
老
の
研
究
』 

に
お
い
て
、
特
に
幕
末
の
水
野
家
の
活
動

を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
家
臣
団
や
新
宮
与
力
に
つ
い

て
は
、
上
述
し
た
小
山
誉
城
の
ほ
か
、
廣
本
満
、
結
城
進
ら
に
よ
っ

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た（

（1
（

。

　

ま
ず
、
新
宮
与
力
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
新
宮
与
力
は
、

慶
長
の
初
め
頃
水
野
重
央
の
大
番
組
の
番
下
与
力
と
し
て
勤
め
て

い
た
。
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
水
戸
藩
主
と
な
っ
て
い
た
頼

宣
の
後
見
を
勤
め
、
名
代
と
し
て
水
戸
へ
行
く
よ
う
、
重
央
は
家

康
か
ら
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
重
央
の
配
下
で
あ
っ
た
大
御
番

写真１　『和歌山県史前記』国立公文書館蔵
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じ
く
平
時
は
領
主
で
あ
る
水
野
家
の
指
示
・
命
令
を
受
け
て
勤
務

し
て
い
た
が
、
身
分
と
し
て
は
、
紀
伊
藩
直
属
の
家
臣
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
当
館
で
所
蔵
す
る
『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書

上
げ
』（
以
下
、『
家
譜
』）
に
系
譜
類
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
表
２
）。

　

新
宮
与
力
は
、
断
絶
や
交
替
を
経
な
が
ら
、
正
保
二
年

（
一
六
四
五
）以
降
一
三
家
に
固
定
さ
れ
た
。
安
政
三
年（
一
八
五
六
）

紀
伊
藩
直
臣
を
解
か
れ
、
水
野
家
の
家
臣
と
な
る
。

　

新
宮
与
力
及
び
水
野
家
家
臣
団
研
究
の
な
か
で
「
新
宮
武
鑑
」

が
根
拠
と
な
る
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
先
に
も
述

べ
た
が
、
ほ
か
に
よ
る
べ
き
史
料
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
史
料
が

公
開
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
史
料
批
判
が
十
分
に
行
わ
れ
て

き
た
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
、
七
郎
が
筆
写
し
た
「
新
宮
武
鑑
」
の
記
述
の
信
頼
性

を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
館
で
所
蔵
す
る
『
家
譜
』
の
う
ち
、
新

宮
与
力
の
歴
代
当
主
名
を
比
較
対
象
と
し
た
。

　
「
新
宮
武
鑑
」
に
は
、
新
宮
与
力
一
三
家
九
五
人
の
当
主
名
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、『
家
譜
』
か
ら
確
認
で
き
た
の
は
、八
四
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
誤
字・脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
六
人
認
め
ら
れ
る
。

誤
字
率
は
約
７
％
で
あ
り
、
正
確
無
比
な
写
本
と
は
言
え
な
い
こ

組
の
う
ち
か
ら
十
二
人
を
選
ん
で
水
戸
へ
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
元
和
五
年
頼
宣
の
紀
伊
転
封
に
伴
っ
て
重
央
も
新
宮
を

領
す
る
こ
と
と
な
り
、
番
下
与
力
ら
は
重
央
に
付
き
従
っ
た
こ
と

か
ら
、
新
宮
与
力
と
呼
ば
れ
る
。
新
宮
与
力
は
、
田
辺
与
力
と
同

通番 資料番号 目録掲載頁 種類 氏名 提出年月 西暦

1 430 上 18 系親 阿部文右衛門 弘化４年２月 1847

2 689 上 29 系 伊木庄左衛門 享和元年10月 1801

3 1197 上 51 系親 井上多宮 弘化３年２月 1846

4 1390 上 58 先親 岩手九左衛門 文化７年２月 1810

5 1386 上 58 系親 岩手弥左衛門 嘉永２年２月 1849

6 3270 上 139 先親 小田部甚之丞 寛政８年２月 1796

7 9084 下 58 系 筒井新兵衛 享和元年10月 1801

8 9581 下 78 系 内藤平左衛門 享和元年10月 1801

9 10438 下 114 系 夏目弥次郎 文政６年２月 1823

10 11607 下 163 先親 平岩伊佐美 嘉永４年２月 1851

11 11599 下 164 系 平岩助右衛門 享和元年10月 1801

12 13420 下 239 系 宮川伍助 文化８年２月 1811

13 15135 下 309 系 油比甚太郎 天保４年２月 1833

表２　『紀州家中系譜並に親類書書上げ』のうち
本稿で参照した新宮与力提出の系譜
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平岩助右衛門家 岩手九左衛門家 夏目家 油比家
新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜

元祖 近吉 近吉 信政 信政 定次 定次 正吉 正吉
２代 親清 親清 信盛 信盛 定重 定重 正次 正次
３代 親常 親常 信直 信直 信全 信全 正方 正方
４代 親房 親房 信政 信安 信盈 信盈 定行 定行
５代 親全 親全 信之 信之 信昉 信昉 正武 正武
６代 親信 親信 信明 信明 信美 信美 正素 正素
７代 親邦 親邦 信瀧 信□ 正周 正景
８代 親英 親英 信任
９代 親恒 親恒 信邦

宮川家 筒井家 内藤家
新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜

元祖 政久 政久 新兵衛 新兵衛 金兵衛 金兵衛
２代 政信 （記載なし） 金太夫 金太夫 政信 政信
３代 政長 政長 直之 直之 昭政 昭政
４代 政盛 政盛 歳直 歳直 正高 正高
５代 政堯 政堯 重信 重信 正定 武貞
６代 政知 政知 信庸 信庸 正懿 正懿
７代 則武 則武 信正 信正 正路 正路
８代 政軌 政軌 信発
９代 五助

岩手善兵衛家 平岩清左衛門家 小田部家 伊木家
新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜

元祖 信元 信元 親良 親良 種次 （記載なし） 忠栄 忠栄
２代 信勝 信勝 親長 親長 種清 胤清 栄長 栄長
３代 信親 信親 延親 延親 経一 経一 栄武 栄武
４代 信房 信房 親方 親方 胤雪 胤雪 栄久 栄久
５代 信武 信武 英親 英親 常恭 栄奥 栄興
６代 信 信就 親充 親充 胤栄
７代 信徴 信徴
８代
９代

阿部家 井上家
新宮武鑑 家譜 新宮武鑑 家譜

元祖 兵部 （記載なし） 貞重 貞重
２代 七左衛門 （記載なし） 正重 正重
３代 吉忠 （記載なし） 重盛 重盛
４代 信忠 信忠 重純 重純
５代 武直 武直 盛直 盛直
６代 武純 武純 冨薫 冨薫
７代 武信 武信 昭薫 昭薫
８代 辰一 辰一
９代 吉之助 吉之助

表３　新宮与力名前比較表
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が
「
原
書
ハ
文
化
十
一
年
比
ニ
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ユ
」
と
推
定

し
た
の
も
、
も
っ
と
も
で
あ
り
、
妥
当
と
い
え
よ
う
。

　
「
新
宮
武
鑑
」
に
は
、
与
力
一
三
家
の
ほ
か
家
臣
団
と
し
て
五
二

家
合
わ
せ
て
六
五
家
と
、
既
に
断
絶
し
た
家
が
二
〇
五
家
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　

同
じ
付
家
老
を
勤
め
た
安
藤
家
で
は
、
田
辺
与
力
以
外
の
家

臣
団
に
つ
い
て
も
『
家
譜
』
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
（
（1
（

、
水

野
家
家
臣
団
の
『
家
譜
』
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
藩
士
全
体
の
人

数
が
判
明
す
る
史
料
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
安
藤
家
家
臣
団
の
場

合
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
作
成
さ
れ
た
「
職
分
録
」
に
よ

る
と（

（1
（

、
和
歌
山
・
田
辺
・
江
戸
で
勤
務
し
た
藩
士
は
、
計
四
五
一

人
に
の
ぼ
る
。「
新
宮
武
鑑
」
と
比
較
す
る
と
七
倍
も
の
開
き
が
あ

る
。
同
じ
く
御
三
家
尾
張
徳
川
家
の
付
家
老
で
あ
っ
た
成
瀬
家
の

場
合
、
家
臣
団
全
体
の
人
数
と
し
て
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

に
二
七
一
人
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
一
三
三
人
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
一
九
九
人
い
た
と
さ
れ（

（1
（

、
こ
れ
と
比
較
し
て
も
水
野

家
家
臣
団
の
人
数
が
少
な
い
。

　

こ
こ
で
与
力
以
外
の
家
臣
団
の
禄
高
を
確
認
す
る
と
、
記
載
の

な
い
一
四
家
を
除
く
と
、
47
林
氏
の
一
三
人
扶
持
と
い
う
ほ
か
は
、

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
表
３
）。

　

七
郎
は
、
筆
写
の
際
、
校
訂
や
考
証
す
る
な
ど
し
て
史
料
の
信

頼
性
を
高
め
る
こ
と
を
行
っ
て
お
り
、「
新
宮
武
鑑
」
で
も
『
南
紀

徳
川
史
』
を
参
照
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
元
の
文
書
が
「
蠧
魚

の
蝕
甚
し
」
か
っ
た
か
ら
、
誤
読
も
し
く
は
誤
記
が
増
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、誤
字
脱
字
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

内
容
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、「
新
宮
武
艦
」
を
歴
史
資
料
と
し
て

用
い
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
４　
文
化
期
頃
の
水
野
家
家
臣
団
と

　
　
　
断
絶
し
た
家
中

　
次
に
、
与
力
以
外
の
家
臣
団
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
ず
、章
題
に
お
い
て
「
文
化
期
」
と
設
定
し
た
が
、こ
れ
は
「
新

宮
武
鑑
」
に
記
載
さ
れ
る
表
４
の
53
伊
藤
氏
八
代
郡
左
衛
門
が
元

〆
本
役
代
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
正

月
が
最
新
の
記
載
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、文
政
の
年
号
は
、

こ
れ
一
つ
し
か
な
く
、
そ
れ
よ
り
前
の
年
号
は
59
小
瀬
氏
八
代
茂

十
郎
が
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
没
し
た
記
事
で
あ
る
。
七
郎
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種類 通番 氏 歴代 最下限年 西暦 最高石高

与力
以外

14 竹内氏
元：義右衛門→２：彦兵衛→３：治左衛門→４：
忠右衛門信→５：忠右衛門信貞→６：忠右衛門信
高→７：弥平次信→８：大助信舜→９：弥平次信
盈→１０：紋之丞信国〈後改忠右衛門〉

文化 4 年 1807 600 石

15 中川氏
元：権兵衛利長→２：権兵衛盛長→３：権兵衛利
友→４：幸右衛門利勝→５：権之助利之→６：権
兵衛利躬→７：幸右衛門利央〈後改権兵衛〉

文化 6 年 1809 500 石

16 水野氏 元：源太夫治方→２：源太夫元明→３：幸助治和→
４：源太夫治記 ( 隠居快休 ) →５：源太夫信富〈富閣〉文化 6 年 1809 150 石

17 矢田氏
元：八右衛門→２：市左衛門正貞→３：市左衛門
正能→４：市左衛門正盛→５：市左衛門匡敬→６：
( 市左衛門、隠居素道 ) →７：弥市左衛門正豪〈後
改市左衛門〉

文化 7 年 1810 100 石

18 飯田氏
元：善太夫恒昌 ( 隠居悦入 ) →２：文右衛門恒受
( 隠居柳陰 ) →３：平馬恒→４：久右衛門恒繁→５：
久右衛門恒当〈後改勘解由〉

文化 6 年 1809 400 石

19 桜沢氏
元：孫兵衛長→２：孫兵衛長次→３：孫七政吉→４：
孫兵衛長知→５：孫兵衛長職→６：孫太夫元義→７：
孫兵衛長栄

天明 2 年 1782 250 石

20 三宅氏
元：久兵衛安次→２：木工左衛門安義 ( 隠居無着 ) →
３：木工左衛門義了→４：木工左衛門義→５：久
兵衛義寛→６：外記義勝→７：外記義進

文化 6 年 1809 150 石

21 前田氏
元：惣兵衛則盈 ( 隠居与助 ) →２：又八郎則清→３：
惣兵衛則→４：又八則勝→５：与惣兵衛盈従 ( 隠
居燕友 ) →６：与惣兵衛則房→７：又八則政〈後
改惣兵衛〉

文化 6 年 1809 100 石

22 榎本氏
元：太郎右衛門→２：太郎右衛門忠次→３：太郎
右衛門忠常→４：太郎右衛門正明→５：定助正耀〈後
改太郎右衛門〉

文化元年 1804 200 石

23 深田氏 元：弾蔵勝並→２：弾蔵古仲→３：木工仲奮 ( 隠
居三楽 ) →４：弾蔵仲恒→５：弾蔵勝旨 文化 5 年 1808 300 石

24 由比氏 
＊４油比氏の分家

元：甚平正宣 ( 隠居円退 ) →２：甚平正晴→３：甚
平正明 ( 隠居一睡 ) →４：徳太郎正致→５：牛蔵正 文化 5 年 1808 300 石

25 河村氏 元：伊左衛門正勝→２：伊左衛門正信→３：伊左
衛門当保(隠居空外)→４：伊左衛門政𠀋(隠居伍隠) 寛政 9 年 1797 300 石

26 松下氏
元：市右衛門此信→２：市右衛門具信→３：市之
助→４：市右衛門信興 ( 隠居松休 ) →５：文左衛
門信清→６：市右衛門信孟

天明 8 年 1788 300 石

27 多田氏
元：助之丞信忠→２：助之丞忠清→３：助之丞長
歳 ( 隠居一遊 ) →４：八郎太夫勝関→５：助之丞
勝正→６：与惣助勝久→７：貫之進勝利

文化 3 年 1806 150 石

28 鳥居氏 元：源之進忠知 ( 隠居素灰 ) →２：源之進祖兄 ( 隠
居美心斎 ) →３：源之進→４：源八知安 文化 2 年 1805 450 石

29 勢田氏
元：弾右衛門吉当→２：弾右衛門義玄→３：弾右
衛門義辰 ( 隠居觜関 ) →４：弾右衛門義根→５：
貫三郎義知

文化 5 年 1808 300 石
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表４　新宮家家臣団歴代
　　　　* 便宜上、記載順に番号を付けた。最下限年の（　）は、記載のうち最新の年号をとったもの。
　　　　　最高石高は、役料を含む。

種類 通番 氏 歴代 最下限年 西暦 最高石高

与力

1 平岩氏

元：助右衛門近吉→２：助右衛門親清 ( 後改与一
右衛門 ) →３：助右衛門親常 ( 隠居□入 ) →４：助
右衛門親房 ( 隠居良懐 ) →５：助右衛門親全→６：
助右衛門親信→７：介右衛門親邦→８：助右衛門
親英 ( 隠居鯨道文化 ) →９：助右衛門親恒

寛政 10 年 1798 600 石

2 岩手氏
元：九左衛信政→２：九左衛門信盛→３：九左衛門
信直 ( 隠居有鱗 ) →４：九左衛門信政→５：九左衛
門信之→６：九左衛門信明→７：九左衛門信瀧→８：
九左衛門信任 ( 隠居道坦 ) →９：九左衛門信邦

文化 6 年 1809 550 石

3 夏目氏
元：弥右衛門定次→２：弥右衛門定重→３：弥右
衛門信全 ( 隠居元洞 ) →４：弥右衛門信盈→５：
弥右衛門信昉 ( 隠居義同 ) →６：弥右衛門信美

天明元年 1781 300 石

4 油比氏
元：甚太郎正吉→２：甚太郎正次 ( 隠居夢遊 ) →３：
甚太郎正方→４：甚太郎定行→５：甚太郎正武 ( 隠
居田□ ) →６：甚太郎正素 ( 隠居得成 ) →７：甚太
郎正景 ( 隠居全遊 ) →８：甚太郎正周

文化 8 年 1811 300 石

5 宮川氏
元：金八政久→２：五助政信→３：五助政長→４：
五助政盛 ( 隠居龍□ ) →５：五助政尭 ( 隠居悟体 ) →
６：五助政知 ( 隠居一閑 ) →７：五助則武 ( 隠居閑
入 ) →８：五助政軌→９：五助

文化 7 年 1810 300 石

6 筒井氏
元：新兵衛→２：金太夫→３：新兵衛直之 ( 隠居
保水 ) →４：新兵衛歳直→５：新兵衛重信→６：
新兵衛信庸 ( 隠居一無 ) →７：新兵衛信正→８：
新兵衛信発

文化 3 年 1806 300 石

7 内藤氏
元：金兵衛→２：平左衛門政信→３：平左衛門昭
政→４：平左衛門正髙 ( 隠居一寸斎 ) →５：平左
衛門正貞→６：平左衛門正懿→７：平左衛門正路

寛政 7 年 1795 200 石

8 岩手氏
元：善兵衛信元→２：弥太夫信勝→３：弥左衛門
信親→４：弥左衛門信房 ( 隠居松卜 ) →５：弥左
衛門信武 ( 隠居万休 ) →６：善兵衛信→７：弥左
衛門信徴

寛政 10 年 1798 150 石

9 平岩氏
元：清左衛門親良 ( 隠居幸入 ) →２：清左衛門親長
→３：清左衛門延親→４：七左衛門親方(隠居松山)→
５：七左衛門英親 ( 隠居良山 ) →６：七左衛門親充

文化 3 年 1806 150 石

10 小田部氏
元：甚之丞種次→２：義右衛門種清→３：甚之丞
経一→４：甚之丞胤雪→５：甚之丞常恭 ( 隠居洞
雲 ) →６：甚之丞胤栄

安永 5 年 1776 70 石

11 伊木氏
元：安太夫忠栄→２：安太夫栄長→３：安左衛門
栄武 ( 隠居安入 ) →４：安左衛門栄久 ( 隠居廻童 ) →
５：安太夫栄奥→６：庄左衛門栄胤

寛政 5 年 1793 記載なし

12 阿部氏
元：兵部→２：七左衛門→３：治太夫吉忠→４：
文右衛門信忠→５：文右衛門武直→６：文右衛門
武純 ( 隠居遊水 ) →７：文右衛門武信

安永 8 年 1779 200 石

13 井上氏
元：甚右衛門貞重→２：四郎左衛門正重→３：甚
右衛門重盛→４：甚右衛門重純→５：甚右衛門盛
直→６：庄蔵冨董 ( 隠居自楽 ) →７：庄蔵昭董→８：
庄蔵辰一 ( 隠居義栄 ) →９：吉之助

文化 8 年 1811 300 石
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種類 通番 氏 歴代 最下限年 西暦 最高石高

与力
以外

50 中川氏 
＊２中川氏の分家 元：権之進利賢→２：権之進利越〈後半太夫〉 文化 2 年 1805 100 石

51 島野氏
元：藤兵衛正勝→２：半左衛門勝元→３：半左衛
門光伴 ( 隠居古井 ) →４：半左衛門勝喜→５：半
左衛門

文化 2 年 1805 記載なし

52 島野氏 元：伝次辰純→２：伝次辰次→３：兵之助→４：
兵之右衛門辰昌 寛政 12 年 1800 100 石

53 伊藤氏
元：太左衛門直吉→２：与市祐直→３：与次太夫
祐胤→４：与市宝栄→５：郡左衛門泠安→６：新
次郎清胤→７：与市祐英→８：郡左衛門祐隆

文政 13 年 1830 記載なし

54 矢口氏 元：勘太夫→２：彦四郎→３：彦四郎→４：勘太
夫豊房→５：勘九郎斯積→６：次郎兵衛斯恭 文化 5 年 1808 記載なし

55 高橋氏
元：三右衛門→２：仁右衛門→３：与兵衛→４：
仁右衛門正親→５：仁右衛門正祗→６：仁右衛門
正□

文化 6 年 1809 記載なし

56 伊熊氏
元：西市郎右衛門→２：西惣内→３：伊熊九蔵→
４：定助→５：市郎左衛門高宮 ( 隠居存養 ) →６：
市郎左衛門高朗

享和 2 年 1802 記載なし

57 中村氏 元：角左衛門→２：勘兵衛→３：忠次喜治→４：
彦四郎記里→５：忠次 （寛政 5 年 ) 1793 記載なし

58 杉浦氏 元：太左衛門→２：十兵衛信直→３：金十郎→４：
太左衛門→５：金十郎→６：金十郎→７：幸三郎 寛政 6 年 1794 記載なし

59 小瀬氏
元：早瀬彦右衛門→２：源左衛門→３：源吉→４：
小瀬安兵衛→５：茂八→６：嘉兵衛→７：茂右衛
門時次→８：茂十郎尚次→９：政太郎

（文化10年)（1813） 記載なし

60 川上氏 元：六太夫→２：五郎作貫長 ( 隠居甫睡 ) →３：
五郎作貫還〈後十兵衛〉 文化 5 年 1808 記載なし

61 山田氏 元：理兵衛政広→２：甚之右衛門政→３：理兵衛
政究→４：望月弥惣常直→５：小八〈後甚之右衛門〉（寛政 6 年 ) （1794） 記載なし

62 中村氏 元：善八猶重→２：武右衛門重候→３：条八郎候
中→４：武右衛門候隆 寛政 8 年 1796 記載なし

63 福田氏 
*37 福田氏の分家 元：逸八遠脩 ( 隠居耳介 ) →２：猪兵衛遠澄 文化 3 年 1806 記載なし

64 飯田氏 
＊５飯田氏の分家 元：武蔵〈後半右衛門〉 寛政 5 年 1793 記載なし

65 色川氏
元：三九郎→２：三九郎盛倍→３：三九郎盛正→４：
源三郎→５：盛蔵→６：沢右衛門盛房→７：楚平
邦脩→８：与惣七盛脩

文化 2 年 1805 150 石
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種類 通番 氏 歴代 最下限年 西暦 最高石高

与力
以外

30 中川氏 
＊ 15 中川氏分家

元：半平利之→２：只右衛門利辰 ( 隠居隠山 ) →
３：兵右衛門利頭 ( 隠居義勇 ) →４：仲利安→５：
半平利邦

文化元年 1804 100 石

31 稲川氏 元：新兵衛正勝→２：新右衛門伊忠 （元禄 11 年）（1698） 250 石

32 石畑氏 元：弥惣兵衛正俊 ( 隠居受得 ) →２：弥惣兵衛正 宝永年間 1704 ～ 11 150 石

33 古川氏 元：吉右衛門明→２：佐喜右衛門明高→３：勇右
衛門明憲 （享保 2 年 ) （1717） 記載なし

34 内山氏
元：与五右衛門宗利→２：与五右衛門長行→３：
与五右衛門長賢 ( 隠居秋隠 ) →４：七兵衛長基→５：
与五兵衛長属

文化 7 年 1810 100 石

35 渡辺氏
元：権太夫→２：権太夫宗→３：権太夫俊→４：
木工右衛門俊清→５：権太夫→６：権太夫貴 ( 隠
居一同 ) →７：長次長〈後権太夫〉

文化 2 年 1805 300 石

36 加藤氏
元：孫左衛門吉次→２：九郎左衛門吉→３：孫左
衛門吉里 ( 隠居笑入 ) →４：孫左衛門吉行 ( 隠居笑
計 ) →５：孫左衛門義傾→６：孫左衛門盛嘉→７：
助六嘉〈後孫左衛門〉

（寛政 6 年 ) （1794） 120 石

37 福田氏
元：宇左衛門→２：市之右衛門（隠居残石）→３：
多仲遠礥 ( 隠居隠石 ) →４：市之右衛門遠豊 ( 隠居
賀栄 ) →５：庄助遠

寛政 6 年 1794 200 石

38 野村氏
元：作之右衛門正→２：作之右衛門正次 ( 隠居常
拝 ) →３：為右衛門正房→４：九之丞正勝→５：
作之右衛門盈就→６：半兵衛正鄰

文化 7 年 1810 100 石

39 衣笠氏 元：佐次右衛門幸則→２：弁右衛門定賢 宝永年中 1704 ～ 11 100 石

40 柳瀬氏 元：庄左衛門正倫→２：源五右衛門正武 安永 9 年 1780 150 石

41 矢野氏 元：定右衛門兼通→２：定右衛門 （元禄 14 年 ) （1701） 300 石

42 大西氏 元：五右衛門勝正 元禄 13 年頃 1700 頃 50 石

43 山内氏 元：宗助頼重→２：織右衛門重武 ( 隠居古夢 ) →３：
啓蔵義武→４：余助 文化 2 年 1805 150 石

44 鳥山氏 元：磯右衛門栄→２：磯右衛門栄次 （宝永 2 年頃 )（1705） 100 石

45 滝川氏 元：新五兵衛通胤 ( 隠居正栄 ) →２：新五兵衛勝
旨→３：儀平勝房〈後新五兵衛〉 文化 6 年 1809 200 石

46 橋本氏 元：権左衛門吉通→２：権左衛門利行 ( 隠居素雀 ) →
３：権蔵記行→４：権左衛門利安 文化 2 年 1805 50 石

47 林氏 元：佐吉 ( 隠居又久 ) →２：伝市英済→３：条助
武正 ( 隠居了夢 ) →４：条助 文化 7 年 1810 13 人扶持

48 竹内氏 
＊１竹内氏の分家

元：外右衛門貞隆 ( 隠居無外 ) →２：茂兵衛順昌 ( 隠
居自休 ) →３：仲右衛門信□〈後丈平〉 文化 3 年 1806 30 石

49 矢田氏 
＊４矢田氏の分家

元：八左衛門匡陳 ( 隠居来道 ) →２：八左衛門匡
喜→３：丹蔵匡伸〈後八左衛門〉 （文化 7 年 ) （1810） 150 石
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る
こ
と
と
、「
新
宮
武
鑑
」
の
記
述
の
み
で
は
復
元
は
不
可
能
と
判

断
し
、
本
稿
で
は
行
わ
な
か
っ
た
。

む
す
び
に

　
以
上
、「
新
宮
武
鑑
」
の
来
歴
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
批
判
を
行
っ
た
。

　
「
新
宮
武
鑑
」
は
、
水
野
家
の
「
新
宮
城
書
蔵
目
録
」
に
同
名

書
の
記
載
は
な
か
っ
た
が
、
原
本
は
水
野
家
領
政
史
料
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
も
、

誤
字
脱
字
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
史
料
と
し
て
「
新
宮
武
鑑
」
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
全
文
翻
刻
が
な
か
っ
た
た
め
、

広
く
利
用
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
今
回
検
討
を
行
っ
た
よ
う

に
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
注
意
が
必
要
で
は
あ
る
が
、『
家
譜
』
に

も
残
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
新
宮
与
力
や

家
臣
団
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

少
な
く
と
も
三
〇
石
以
上
の
禄
を
得
て
お
り
、
水
野
家
家
臣
団
の

な
か
で
も
中
級
以
上
の
家
臣
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
新
宮
水
野
家
御
茶
道
と
し
て
、
江
戸
で
表

千
家
の
茶
の
湯
を
広
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
川
上
不
白
家
が
記

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
不
白
は
、
60
川
上
氏
の
分
家
で
、

初
代
六
太
夫
の
次
男
で
あ
っ
た
。
不
白
が
勤
め
た
御
茶
道
と
い
う

の
は
、
紀
伊
藩
に
お
け
る
御
数
寄
屋
頭
と
同
類
の
役
で
、
領
政
史

料
と
し
て
知
ら
れ
る
「
丹
鶴
日
記
」
や
「
奥
御
目
附
勤
役
中
日
記
」、

「
御
道
中
御
行
列
控
帳
」
に
御
茶
道
を
勤
め
た
川
上
家
代
々
の
名
前

が
見
え
る（

（1
（

。
川
上
家
以
外
に
も
他
の
史
料
上
で
確
認
で
き
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、「
新
宮
武
鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
家
臣
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
新
宮
武
鑑
」
に
は
、
元
か
ら
下
級
家
臣
の
記
録
を
残
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
新
宮
武
鑑
」
作
成
当
時
、
既
に
断
絶
し
て
い

た
家
を
二
〇
五
家
も
記
し
て
い
る
。
元
家
臣
団
の
石
高
や
役
職
の

変
遷
を
記
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
一
代
限
り
の
家
で
三
代
ま

で
続
く
の
は
稀
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、
水
野
家
家
臣
団
の
職
制
に
つ
い
て
復
元

を
試
み
よ
う
と
し
た
が
、
廣
本
満
に
よ
っ
て
既
に
着
手
さ
れ
て
い
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（
13
）筧
真
理
子「
成
瀬
氏
家
臣
団
の
形
成
と
編
成
―
天
明
期
ま
で
を
中
心
に
」

犬
山
城
白
帝
文
庫
歴
史
文
化
館
編
『
研
究
紀
要
』
第
八
号　
二
〇
一
四
年

（
14
）岩
﨑
竹
彦「
川
上
不
白
を
新
宮
水
野
家
領
政
史
上
へ
位
置
づ
け
る
試
み
」

『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
25
号　
二
〇
一
六
年

　
　
資
料
調
査
、
及
び
公
開
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
串
本
古
座
高
校

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）
詳
し
く
は
、「
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
58
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
廣
本
満
「
新
宮
水
野
家
の
職
制
に
つ
い
て
の
覚
書
（
１
）」『
熊
野
誌
』

第
57
号　

二
〇
一
〇
年　

で
は
、「
故
山
本
国
男
氏
よ
り
頂
戴
し
た
コ

ピ
ー
本
」。

　
結
城
進
『
紀
州
藩
初　
新
宮
与
力
銘
々
伝
』
二
〇
〇
二
年　
で
は
、「
所

蔵
者
未
詳
古
文
書
」
と
あ
る
。

（
３
）『
紀
伊
東
牟
婁
郡
誌
』
清
文
堂
出
版 

一
九
八
九
年

（
４
）「
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
58
号
に
お
い
て
、
七
郎
の
没
後
に
寄

贈
さ
れ
た
と
述
べ
た
が
、
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
訂
正
す
る
。

（
５
）
田
辺
市
立
図
書
館
所
蔵
「
宇
井
文
書
」

　

http://w
w

w
.city.tanabe.lg.jp/tosho/files/ui.pdf

（
６
）『
丹
鶴
叢
書
』
は
、国
書
刊
行
会
（
一
九
一
二
）、臨
川
書
店
（
一
九
七
六

年
）、
大
空
社
（
一
九
九
七
年
）
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

大
空
社
の
も
の
を
参
照
し
た
。

（
７
）
松
尾
美
恵
子
監
修
『
丹
鶴
城
旧
蔵
幕
府
史
料
』
ゆ
ま
に
書
房

（
８
）『
定
本　
丹
鶴
叢
書
』
第
33
～
35
巻　
大
空
社　
一
九
九
八
年

（
９
）『
和
歌
山
県
前
記　
新
宮
藩
史　
新
官
藩
図
書
目
録
・
新
宮
藩
官
員
履

歴
』
国
立
公
文
書
館
蔵

（
10
）
注
２
の
ほ
か
、

　
小
山
誉
城
『
徳
川
御
三
家
付
家
老
の
研
究
』
清
文
堂　
二
〇
〇
六
年

　
廣
本
満
「
新
宮
水
野
家
の
職
制
に
つ
い
て
の
覚
書
（
２
）」『
熊
野
誌
』
第

58
号　
二
〇
一
一
年

　
廣
本
満
「
新
宮
与
力
の
異
動
と
与
力
知
」『
熊
野
誌
』
第
41
号
一
九
九
五

年　
が
あ
る
。

（
11
）
砂
川
佳
子
「『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』
に
お
け
る
紀
州

藩
付
家
老
安
藤
家
家
臣
団
の
「
先
祖
書
」
に
つ
い
て
」『
和
歌
山
県
立
文

書
館
紀
要
』
第
20
号　
二
〇
一
九
年

（
12
）『
田
辺
市
史
』
第
五
巻　
一
九
九
〇
年
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一　

原
本
見
開
き
左
頁
の
端
に
は
、
七
郎
に
よ
っ
て
漢
数
字
で
頁

数
が
振
ら
れ
て
お
り
、
翻
刻
で
は
そ
の
数
字
を
「（　
）」
に
示

し
た
。

一　

判
読
で
き
な
い
文
字
が
あ
る
場
合
、
字
数
を
確
定
で
き
る
も

の
は
字
数
分
を
□
で
表
し
た
。

一　
押
印
は
、（
印
）
で
表
記
し
た
。

一　
『
新
宮
武
鑑
』
の
翻
刻
は
、
西
山
史
朗
研
究
員
が
行
い
、
校
正

を
西
山
と
砂
川
佳
子
文
書
専
門
員
が
行
っ
た
。

（
表
紙
）

「
新
宮
武
鑑　
完
」

（
表
紙
裏
貼
付
は
が
き
表
）

「
京
都
市
上
京
区
紫
野
石
龍
町
二
十
九

　
中
根　
七
郎　
　
様

　
　
大
阪
府
豊
能
郡
南
豊
島
村
原
田
阪
急
住
宅
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
縫
蔵

（
消
印
）16.2.24　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

和
歌
山
県
立
串
本
古
座
高
校
所
蔵

　
　
　
中
根
文
庫
『
新
宮
武
鑑
』
翻
刻

凡
例

一　
翻
刻
に
際
し
、
欠
字
は
省
略
し
、
追
込
み
の
体
裁
を
と
っ
た
。

一　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
、
変
体
が
な
な
ど

は
小
字
と
し
た
。

一　

合
字
の
う
ち
、「
ヿ
」
は
「
こ
と
」
に
、「

」
は
「
と
も
」

に
改
め
た
。

一　
文
字
右
側
の
傍
注
に
つ
い
て
、「（
マ
マ
）」
は
、
書
か
れ
て
い

る
通
り
に
翻
刻
し
た
意
で
あ
り
、
正
し
い
文
字
が
判
明
す
る
場

合
は
「（　
）」
で
示
し
、
文
意
か
ら
推
定
し
た
場
合
は
「（
ヵ
）」

で
示
し
た
。
脱
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
「（「　
」
脱
ヵ
）」

で
示
し
、
余
分
な
字
は
「（
衍
）」
で
示
し
た
。
そ
の
他
備
考
が

あ
る
場
合
は
「（　
）」
内
に
そ
の
旨
を
記
し
て
示
し
た
。

一　

見
せ
消
し
部
分
は
翻
刻
せ
ず
、
書
き
直
し
た
部
分
を
翻
刻
し

た
。

一　
中
根
七
郎
に
よ
る
頭
注
は
、「（
頭
注
）」
で
示
し
た
。
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内
藤
氏
七	

岩
手
氏
八	

平
岩
氏
九

小
田
部
氏	

伊
木
氏
十	

阿
部
氏
十
一

井
上
氏
十
二

　
以
上
与
力

竹
内
氏
十
三	

中
川
氏
十
六	

水
野
氏
十
七

矢
田
氏
十
九	

飯
田
氏
廿
一	

桜
沢
氏
廿
二

三
宅
氏
廿
四	

前
田
氏
廿
六	

榎
本
氏
廿
八

深
田
氏
廿
九	

由
比
氏
三
十
一	

河
村
氏
卅
三

松
下
氏
卅
四	

多
田
氏
卅
五	

鳥
居
氏
卅
七

勢
田
氏
三
十
八	

中
川
氏
三
十
九	

稲
川
氏
四
十
一

石
畑
氏
四
十
二	

古
川
氏	

内
山
氏

渡
辺
氏
四
十
四	

加
藤
氏
四
十
五	

福
田
氏
四
十
七

野
村
氏
四
十
八	

衣
笠
氏
四
十
九	

柳
瀬
氏
五
十

矢
野
氏	

大
西
氏
五
十
一	

山
内
氏

鳥
山
氏
五
十
二	

滝
川
氏	

柳（
橋
）本
氏
五
十
四

林
氏
五
十
五	

竹
内
氏
五
十
五	

矢
田
氏
五
十
六

中
川
氏
五
十
七	

島
野
氏
五
十
八	

島
野
氏
五
十
九

伊
藤
氏
六
十	

矢
口
氏
六
十
三	

高
橋
氏
六
十
四

伊
熊
氏
六
十
六	
中
村
氏
六
十
七	

杉
浦
氏
六
十
八

（
は
が
き
裏
）

「
拝
啓
余
寒
去
り
が
た
く
候
処
皆
々
様
御
障
も
無
御
座
候
哉
伺
上
候

さ
て
恩
借
の
御
和
本
三
冊
別
便
返
し
申
上
候
之
処
拝
見
致
候
も
の

何
れ
も
有
益
な
る
資
料
に
て
大
に
啓
蒙
せ
ら
れ
候
事
誠
に
う
れ
し

く
厚
く
御
礼
申
上
候
尚
拝
見
い
た
し
た
き
も
の
沢
山
有
之
候
へ
と

も
余
り
に
あ
つ
か
ま
し
く
他
日
ま
た
〳
〵
御
願
申
上
候
繁
里
翁
の

紀
行
一
寸
珍
ら
し
き
も
の
同
封
御
覧
に
入
れ
候
私
よ
り
御
覧
に
入

れ
し
も
の
ハ
何
れ
も
急
か
ぬ
も
の
故
何
卒
ゆ
る
〳
〵
御
覧
願
上
候

近
頃
写
し
も
の
に
ま
す
〳
〵
趣
味
を
覚
え
非
常
に
よ
く
頭
に
は
い

る
の
と
心
が
落
つ
く
の
で
う
れ
し
き
事
に
存
居
候
新
宮
武
鑑
と
物

成
帳
殊
に
珍
ら
し
く
拝
見
田
辺
藩
に
は
こ
ん
な
も
の
残
り
を
ら
ぬ

様
に
候
不
取
敢
御
礼
ま
で　
敬
具
」

新
宮
武
鑑
索
引

（
頭
注
）「
南
紀
徳
川
史
巻
七
十
一
職
制
二
ニ
新
宮
田
辺
与
力
ハ
代
々
役
也
ト

　
　
　
　
有
リ
」

平
岩
氏
、	

岩
手
氏
一	

夏
目
氏
二

油
比
氏
三	

宮
川
氏
四	

筒
井
氏
六
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月
不
詳
助
右
衛（「
門
」脱
）近吉
儀
者
生
国
参
州
権
現
様
ヘ
御
小
姓
被
召
出

天
正
十
九
年
五
月
三
百
石
被
下
其
後
大
御
番
三
百
石
御
加
増

都
合
六
百
石
文
禄
年
中
全
龍
院
様
御
番
下
相
勤
慶
長
十
二
年

全
龍
院
様
南
龍
院
様
江
御
附
被
遊
候
節
為
御
名
代
水
戸
へ
被
遊

候
節
御
番
下
之
内
召
連
度
旨
達
上
聞
御
与
力
被
仰
付
同
十
四

年
遠
州
浜
松
ヘ
罷
越
元
和
五
未
年
紀
州
新
宮
ヘ
罷
越
後
御
年

寄
役
御
雇
被
仰

付
寛
永
五
辰
五
月
十
三
日
五
十
三
歳
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
清

生
国
駿
河
寛
永
五
辰
年
家
督
被
仰
付
御
年
寄
役
御
雇
被
仰
付

御
合
力
百
石
被
下
慶
安
四
年
依
願
御
役
御
免
御
合
力
百
石
惣

領
治
部
左
衛
門
ヘ
被
下
御
番
被
仰
付
親
清
万
治
元
戌
年
隠
居

与
一
右
衛
門
与
改
寛
文
二
寅
年
十
一
月
八
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
常

初
御
家
中
ヘ
被
召
出
百
石
被
下
御
番
相
勤
万
治
元
年
家
督
延

宝
五
年
隠
居
□
（「
晏
」ヵ
）入
元
禄
十
五
年
九
月
十
四
日
八
拾
弐
歳
病

死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
房

延
宝
五
年
家
督
元
禄
十
六
未
六
月
隠
居
良
懐
宝
永
七
寅
正
月

小
瀬
氏
七
十
一	

川
上
氏
七
十
三	

山
田
氏
七
十
四

中
村
氏
七
十
五	

福
田
氏
七
十
六	

飯
田
氏
七
十
六

色
川
氏

　
次自

元
和
九
年

至
宝
永
四
年
八
十
五
年
間
ニ
断
絶
し
た
る
与
力
家
中
の
氏
名
い
ろ
は

順
な
き
は
索
引
に
及
ざ（
マ
マ
）す

次
書
附

戸
田
氏
九
十
七	

山
本
氏	
夏
目
氏
九
十
八

井
上
氏平

岩
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岩
助
右
衛
門
近
吉

　
（
頭
注
）「
随
筆
大
成
六
ノ
四
十
九
丁
、
古
老
茶
話
ニ
親
吉
ノ
コ
ト
ヲ
記
ス　
親

　
　
　　
吉
、小
田
原
攻
ニ
従
フ
（
近
世
日
本
国
民
史
六
一
三
九
、一
六
七
、一
七
八
）

　
　
　
　
　
　
家
康
と
執
政
者
（
仝
上
十
三
、四
三
七
）
古
老
茶
話
四
九
ニ
平
岩

　
　
　
　
　
親
吉
ノ
コ
ト
ヲ
載
ス
」

祖
父
同
七
郎
右
衛
門
尾
州
平
岩
ニ
住
在
名
を
以
為
氏
其
子
助
右

衛（「
門
」脱
ヵ
）
親
次
権
現
様
江
被
召
出
千
石
給
天
文
正
カ
十
八
年
甥
主
計
頭

親
吉
ヘ
附
添
上
州
厩
橋
ヘ
越
慶
長
六
年
親
吉
甲
州
府
中
ヘ
移

同
十
二
年
尾
州
清
州
ヘ
移
始
終
親
吉
ヘ
附
添
於
同
所
病
死
年
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祖
父
岩
手
縄
美
四
郎
信
安
者
武
田
刑
部
大
輔
信
昌
三
男
也
信
安

惣
領
岩
手
能
登
守
信
盛
甲
州
山
梨
郡
岩
手
郷
所
領
仕
籏
奉
行

相
勤
信
玄
没
落
後
天
正
十
午
八
月
権
現
様
ゟ
本
領
弐
百
貫
被

下
翌
十
一
年
未
六
月
廿
六
日
病
死
仕
惣
領
右
衛
門
信
景
父
ニ
先

達
死
二
男
助
九
郎
信
政
武
田
家
浪
人
織
田
三
七
ニ
仕
候
処
信
玄

家
来
様
子
ニ
寄
可
被
召
出
旨
承
知
仕
織
田
家
暇
取
甲
州
ヘ
帰
戸

田
三
郎
右
衛
門
を
以
権
現
様
江
御
訴
候
処
天
正
十
一
年
未
九
月

本
領
半
分
ニ
被
召
出
上
意
を
以
九
左
衛
門
与
改
御
知
行
書
並
御

重
恩
書
遣
都
合
三
通
所
持
仕
知
行
五
百
五
拾
石
被
下
慶
長
初

頃
全
龍
院
様
御
番
下
罷
在
慶
長
十
二
年
全
龍
院
様
南
龍
院
様
江

御
附
被
遊

（
一
）

候
節
為
御
名
代
水
戸
江
被
遣
候
節
番
下
之
内
召
連
度
旨
達
上
聞

御
与
力
被
仰
付
慶
長
十
四
年
遠
州
浜
松
ヘ
罷
越
元
和
五
年
紀

州
新
宮
江
罷
越
寛
永
元
子
正
月
廿
八
日
六
十
才
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
盛

生
国
紀
伊
寛
永
元
子
年
家
督
之
上
御
年
寄
役
御
雇
被
仰
付
慶

安
二
丑
年
九
月
廿
六
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
直

十
日
五
拾
弐
歳
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
全

元
禄
十
六
未
年
家
督
享
保
十
八
丑
十
一
月
江
戸
表
ヘ
被
召
御

年
寄
役
御
雇
被
仰
付
御
合
力
百
石
被
下
同
十
二
月
二
日
於
同

所
五
十
三
歳
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
信

享
保
十
九
年
三
月
家
督
寛
保
二
戌
二
月
隠
居
明
和
九
辰
八
月

廿
五
日
五
十
九
歳
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
右
衛
門
親
邦

寛
保
二
戌
年
家
督
宝
暦
十
二
午
十
月
二
日
三
十
一
歳
病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
英

宝
暦
十
二
午
十
一
月
廿
二
日
家
督
寛
政
十
午
年
十
一
月
隠
居

鯨
道
文
化

一　
九
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
右
衛
門
親
恒

寛
政
十
午
年
十
一
月
十
二
日
家
督
被
仰
付

岩
手
氏

（
頭
注
）「
原
本
ハ
一
氏
（
マ
マ
）毎
ニ
紙
ヲ
改
ム
以
下
毎
氏
（
マ
マ
）ノ
末
ニ
一
行
ノ
空
行
ヲ
ス
」

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
九
左
衛
（「
門
」脱
ヵ
）
信
政
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夏
目
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
弥
右
衛
門
定
次

六
代
已
前
同
五
郎
兵
衛
忠
氏
生
国
信
州
清
康
様
江
仕
其
子
九
郎

右
衛
門
吉
久
其
子
次
郎
左
衛
門
広
次
其
子
次
郎
左
衛
門
吉
為

其
子
次
郎
左
衛
門
宗
吉
慶
長
九
辰
年
七
歳
ニ
而
病
死
断
絶
ニ
付

別
家
同
姓
弥
右
衛
門
定
次
此
家
相
続
実
弥
右
衛
門
吉
重
長
男

次
郎
左
衛
門
広
次
甥
也
知
行
三
百
石
給
文
禄
之
比
全
龍
院
様

御
番
下
ニ
罷
在
慶
長
十
二
年
全
龍
院
様
南
龍
院
様
江
御
附
被
遊

為
御
名
代
水
戸
江
被
遣
候
節
番
下
之
内
召
連
度
旨
達
上
聞
御
与

力
被
仰
付
慶
長
十
四
年
遠
州
浜
松
ヘ
罷
越
元
和
五
年
紀
州
新

宮
ヘ
罷
越
後
御
年
寄
役
御
雇
被
仰
付
後
隠
居
寛
永
十
七
正
月

廿
八
日
八
十
一
歳
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門
定
重

生
ハ
遠
州
家
督
相
続
貞
享
五
辰
五
月
廿
六
日
七
十
七
才
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門
信
全

貞
享
五
辰
六
月
家
督
享
保
九
冬
隠
居
元
洞
延
享
四
卯
十
月

十
八
日
八
十
二
才
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門
信
盈

享
保
九
年
家
督
宝
暦
十
三
未
二
月
隠
居
仕
安
永
二
巳
十
二
月

慶
安
二
丑
年
家
督
元
禄
元
七
月
隠
居
有
鱗
享
保
二
酉
九
月

十
六
日
八
十
六
才
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
政

元
禄
元
家
督
其
後
隠
居
仕
享
保
二
酉
五
月
十
七
日
六
十
二
才

病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
之

享
保
二
酉
年
家
督
享
保
八
卯
十
月
三
日
三
十
六
才
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
明

享
保
八
卯
十
二
月
家
督
明
和
五
年
正
月
隠
居
同
七
寅
十
月
廿

二
日
五
十
三
才
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
瀧

明
和
五
子
正
月
十
一
日
家
督
寛
政
八
辰
五
月
八
日
五
十
五
才

病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
任

寛
政
八
辰
六
月
廿
九
日
家
督
文
化
六
巳
七
月
五
日
隠
居
道
坦
と
改

一　
九
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
左
衛
門
信
邦

文
化
六
巳
七
月
家
督
被
仰
付

（
二
）
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生
ハ
駿
河
元
和
八
年
家
督
貞
享
元
年
三
月
隠
居
夢
遊
元
禄
三
年

午
二
月
八
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
正
方

貞
享
元
年
家
督
元
禄
十
丑
八
月
廿
九
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
定
行

元
禄
十
年
十
二
月
家
督
享
保
十
一
七
月
隠
居
同
十
三
申
十
一

月
十
二
日
四
十
九
才
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
正
武

享
保
十
一
七
月
家
督
宝
暦
十
三
十
二
月
隠
居
田
□
（「
政
」ヵ
）与
改
安
永
四

未
正
月
廿
五
日
七
十
四
歳
病
死
仕
候

（
四
）

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
正
素

宝
暦
十
三
年
（
二
月
廿
八
日
と
も
）
家
督
安
永
九
子
三
月
隠

居
得
成
与
改

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
正
景

安
永
九
子
三
月
家
督
文
化
八
未
三
月
隠
居
全
遊
与
改

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
正
周

文
化
八
年
家
督
被
仰
付
候

八
日
七
十
六
才
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門
信
昉

宝
暦
十
三
年
家
督
天
明
元
丑
六
月
廿
一
日
隠
居
仕
義
同
寛
政

七
卯
二
月
十
四
日
六
十
三
才
病
死
仕
候

（
三
）

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門
信
美

天
明
元
丑
年
家
督
被
仰
付
候

油
比
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
比
甚
太
郎
正
吉

本
国
生
共
駿
州
祖
父
太
郎
兵
衛
親
定
其
子
治
右
衛
門
定
吉
其

子
甚
太
郎
正
吉
也
三
代
共
今
川
家
ニ
仕
永
禄
年
中
彼
家
没
落
北

条
家
ニ
仕
天
正
年
中
彼
家
滅
亡
浪
人
仕
権
現
様
御
近
習
被
召
出

三
百
石
被
下
其
後
大
御
番
全
龍
院
様
御
番
下
相
勤
慶
長
十
二

年
全
龍
院
様
南
龍
院
様
ヘ
御
附
被
遊
為
御
名
代
水
戸
ヘ
被
遣

候
節
番
下
之
内
召
連
度
旨
達
上
聞
御
与
力
被
仰
付
慶
長
十
四

年
遠
州
浜
松
ヘ
罷
越
元
和
五
年
紀
州
新
宮
ヘ
罷
越
元
和
八
戌

四
月
十
五
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
太
郎
正
次
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月
十
三
日
七
十
五
才
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
政
知

享
保
十
九
寅
十
月
家
督
宝
暦
十
二
午
三
月
十
一
日
隠
居
一
閑

安
永
二
年
巳
十
二
月
十
八
日
六
十
才
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
則
武

宝
暦
十
二
午
三
月
家
督
文
化
二
丑
年
九
月
隠
居
閑
入
同
三
寅

七
月
十
八
日
病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
政
軌

文
化
二
丑
九
月
家
督
同
七
午
五
月
朔
日
病
死
仕
候

一　
九
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助

文
化
七
午
六
月
廿
九
日
家
督
被
仰
付
候

筒
井
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
新
兵
衛

本
国
江
州
生
ハ
参
州
筒
井
順
照
三
代
目
金
太
夫
惣
領
也
金
太
夫

江
州
筒
井
庄
居
住
三
州
水
野
下
野
守
殿
ニ
仕
其
後
桜
井
監
物
殿

仕
千
石
給
文
禄
元
辰
十
月
九
日
病
死
仕
其
子
新
兵
衛
家
督
続

候
処
桜
井
忠
頼
不
慮
ニ
相
果
候
ニ
付
慶
長
末
元
和
初
頃
全
龍
院

様
御
与
力
三
百
石
被
召
出
元
和
五
年
新
宮
ヘ
罷
越
隠
居
後
寛

宮
川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
金
八
政
久

本
国
勢
州
生
ハ
駿
河
祖
父
赤
松
五
郎
入
道
重
深
其
子
宮
川
越
前

正
次
小
田
原
北
条
家
ゟ
同
右
衛
門
ヘ
附
家
老
金
八
も
罷
越
天
正

年
中
彼
家
没
落
浪
人
仕
権
現
様
江
被
召
出
三
百
石
被
下
大
御
番

相
勤
慶
長
初
頃
ハ
全
龍
院
様
御
番
下
ニ
罷
在
同
十
二
年
全
龍
院

様
南
龍
院
様
江
御
附
被
遊
為
御
名
代
水
戸
ヘ
被
遣
候
節
番
下
之

内
召
連
度
旨
達
上
聞
候
ニ
付
御
与
力
被
仰
付
同
十
四
年
遠
州
浜

松
江
罷
越
於
同
所
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
政
信

於
遠
州
家
督
新
宮
ヘ
罷
越
寛
永
九
申
四
月
十
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
政
長

生
ハ
遠
州
寛
永
九
六
月
家
督
明
暦
三
酉
九
月
十
二
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
政
盛

明
暦
三
酉
十
一
月
家
督
宝
永
四
亥
八
月
隠
居
龍
□
（
判
読
不
可
）享
保
二
酉

十
二
月
廿
四
日
八
十
一
歳
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
助
政
尭

（
五
）

宝
永
四
亥
年
家
督
享
保
十
九
寅
十
月
隠
居
悟
体
寛
延
元
辰
九
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文
化
三
寅
十
月
廿
九
日
家
督
被
仰
付
候

内
藤
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
金
兵
衛

本
国
生
共
三
州
父
金
左
衛
門
養
子
と
成
実
桜
井
家
老
小
浦
喜
右

衛
門
三
男
養
父
共
桜
井
家
ヘ
仕
六
百
石
給
忠
頼
不
慮
相
果
候

ニ
付
慶
長
末
元
和
初
頃
全
龍
院
様
御
与
力
弐
百
石
被
召
抱
元
和

五
年
新
宮
ヘ
罷
越
承
応
二
巳
六
月
十
六
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
政
信

承
応
二
年
家
督
貞
享
元
子
四
月
十
四
日
病
死
仕
候

（
七
）

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
昭
政

貞
享
元
六
月
家
督
享
保
七
寅
夏
町
郡
奉
行
御
雇
弐
拾
人
扶
持

被
下
享
保
十
三
申
二
月
三
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
正
高

享
保
七
寅
年
家
督
宝
暦
五
亥
四
月
隠
居
一
寸
斎
明
和
六
丑
正

月
三
日
六
十
六
才
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
正
貞

宝
暦
五
年
家
督
安
永
四
未
十
一
月
廿
五
日
四
十
三
才
病
死
仕
候

永
五
辰
四
月
十
三
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
太
夫

生
国
参
州
家
督
被
仰
付
明
暦
元
未
九
月
廿
三
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
直
之

（
六
）

明
暦
元
十
二
月
家
督
元
禄
三
午
八
月
隠
居
保
水
宝
永
三
戌
十

月
八
日
八
十
三
才
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
歳
直

家
督
被
仰
付
享
保
五
子
十
月
隠
居
同
九
辰
十
二
月
十
七
日

七
十
五
才
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
重
信

享
保
五
十
月
家
督
延
享
元
子
六
月
隠
居
同
二
丑
七
月
廿
二
日

四
十
三
才
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
信
庸

延
享
元
子
六
月
家
督
安
永
三
十
一
月
隠
居
一
無
天
明
五
巳
正

月
廿
二
日
五
十
五
才
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
信
正

安
永
三
午
十
一
月
五
日
家
督
文
化
三
寅
九
月
八
日
病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛
信
発



－ 152 －

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
左
衛
門
信
房

享
保
十
四
春
家
督
明
和
三
戌
四
月
十
三
日
隠
居
松
卜
改
安
永

四
十
二
月
三
日
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
左
衛
門
信
武

明
和
三
戌
年
家
督
寛
政
二
戌
十
一
月
隠
居
万
休
享
和
二
年
八

月
十
二
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
兵
衛
信
（
マ
マ
）

寛
政
二
年
十
一
月
家
督
同
十
年
七
月
朔
日
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
左
衛
門
信
徴

寛
政
十
午
八
月
廿
二
日
家
督
被
仰
付

平
岩
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岩
清
左
衛
門
親
良

同
苗
助
左
衛
門
近
吉
二
男
寛
永
十
戌
年
本
広
院
様
御
側
江
被
召

出
同
十
三
年
子
御
与
力
ヘ
御
入
被
成
百
五
拾
石
同
十
七
年
五

拾
石
御
加
増
貞
享
元
三
月
隠
居
幸
入
同
四
卯
八
月
廿
二
日
病

死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門
親
長

家
督
被
仰
付
正
徳
元
卯
十
月
朔
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
正
懿

安
永
四
未
閏
十
二
月
家
督
寛
政
七
卯
四
月
廿
三
日
二
十
八
才

病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門
正
路

寛
政
七
卯
六
月
家
督
被
仰
付
候

岩
手
氏　
　
　
　
　
　
　
岩
手
善
兵
衛
信
元

一　
元
祖

同
苗
九
左
衛
門
信
政
末
子
ニ
而
本
広
院
様
御
代
御
家
中
江
被
召

出
寛
永
二
巳
年
知
行
百
五
拾
石
被
下
同
十
一
戌
年
御
与
力
明

知
之
内
ヘ
御
入
被
成
寛
文
初
頃
町
郡
奉
行
御
雇
被
成
別
知

百
五
拾
石
被
下
同
七
未
八
月
廿
七
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
太
夫
信
勝

寛
文
初
頃
家
督
被
仰
付
元
禄
十
一
寅
年
七
月
町
郡
奉
行
御
雇

別
知
百
五
拾
石
被
下
宝
永
四
亥
正
月
十
一
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
左
衛
門
信
親

（
八
）

元
禄
十
一
年
家
督
被
仰
付
享
保
十
三
申
十
二
月
廿
二
日
病
死

仕
候
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一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
之
丞
経
一

天
和
元
酉
十
月
家
督
享
保
三
戌
閏
十
月
隠
居
元
文
五
申
三
月

十
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
之
丞
胤
雪

享
保
三
戌
十
月
家
督
寛
延
三
午
二
月
九
日
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
之
丞
常
恭

寛
延
三
午
四
月
四
日
家
督
安
永
五
四
月
三
日
隠
居
洞
雲
与
改
同

八
月
四
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
之
丞
胤
栄

安
永
五
申
四
月
家
督
被
仰
付

（
十
）

伊
木
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
木
安
太
夫
忠
栄

松
平
伯
耆
守
殿
家
中
伊
木
安
右
衛
門
二
男
水
州
豆
州
肝
煎
を

以
延
宝
四
辰
六
月
於
江
戸
御
与
力
被
召
抱
同
十
一
月
新
宮
着

元
禄
十
三
辰
五
月
二
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
太
夫
栄
長

元
禄
十
三
辰
年
家
督
宝
永
六
丑
七
月
十
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門
延
親

家
督
被
仰
付
延
享
三
十
二
月
隠
居
被
仰
付
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門
親
方

延
享
三
寅
年
家
督
安
永
二
巳
年
十
一
月
十
一
日
隠
居
松
山
ト
改

（
九
）

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門
英
親

安
永
二
巳
年
家
督
文
化
三
正
月
九
日
隠
居
良
山
与
改

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門
親
充

文
化
三
年
正
月
家
督
被
仰
付

小
田
部
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
部
甚
之
丞
種
次

父
大
学
俊
康
伊
達
家
ニ
仕
甚
之
丞
儀
者
本
広
院
様
御
代
被
召
抱

寛
永
五
辰
年
新
知
七
拾
石
被
下
同
十
一
年
三
拾
石
御
加
増
慶

安
二
九
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
右
衛
門
種
清

慶
安
三
年
家
督
百
石
寛
文
三
卯
八
月
五
拾
石
御
加
増
同

十
一
七
月
御
与
力
明
知
之
内
へ
弐
百
石
被
下
御
入
被
成
天
和

元
酉
十
月
若
山
御
用
聞
御
雇
被
成
同
二
戌
五
月
病
死
仕
候
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寛
永
十
一
年
家
督
五
拾
石
被
下
慶
安
二
年
百
五
拾
石
御
加
増

都
合
弐
百
石
天
和
元
酉
二
月
十
七
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
信
忠

延
宝
四
年
八
月
養
子
ニ
相
成
天
和
元
酉
七
月
跡
目
百
五
拾
石
被

下
同
十
一
月
御
与
力
明
知
ヘ
御
入
被
成
享
保
三
戌
年
隠
居

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
武
直

享
保
三
戌
年
家
督
元
文
四
未
五
月
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
武
純

元
文
四
年
未
五
月
家
督
安
永
八
亥
十
月
隠
居
遊
水
与
改
天
明
三

卯
十
二
月
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
武
信

安
永
八
亥
年
家
督
被
仰
付

井
上
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
甚
右
衛
門
貞
重

本
国
信
州
生
者
三
州
祖
父
井
上
作
之
右
衛
門
一
東
信
州
ゟ
出

三
州
長
親
公
ニ
仕
其
後
桜
井
家
ニ
仕
其
子
作
之
右
衛
門
重
信
其

子
甚
右
衛
門
貞
重
共
桜
井
家
ニ
仕
候
処
左
馬
允
殿
不
慮
ニ
相
果

候
ニ
付
慶
長
末
元
和
初
比
全
龍
院
様
御
与
力
三
百
石
被
召
抱

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
左
衛
門
栄
武

宝
永
年
中
家
督
元
文
四
未
三
月
隠
居
安
入
与
改
安
永
五
申
十
一

月
廿
三
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
左
衛
門
栄
久

元
文
四
三
月
家
督
安
永
八
亥
八
月
十
九
日
隠
居
廻
童
与
改
天
明

八
申
六
月
九
日
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
太
夫
栄
奥

安
永
八
亥
年
家
督
寛
政
五
丑
十
月
廿
九
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
左
衛
門
栄
胤

寛
政
五
丑
二
月
家
督
被
仰
付

阿
部
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
（
マ
マ
）部
兵
部

今
川
家
ニ
仕
全
龍
院
様
御
代
被
召
抱
元
和
比
弐
百
石
寛
永
二
年

五
拾
石
御
加
増
同
五
年
比
迄
相
勤
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門

（
十
一
）

家
督
百
石
被
下
同
十
年
比
迄
相
勤
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
太
夫
吉
忠
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宝
暦
十
三
年
家
督
天
明
五
年
巳
九
月
十
三
日
四
十
三
才
病
死

仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
蔵
辰
一

天
明
五
巳
十
一
月
二
日
家
督
文
化
八
未
八
月
隠
居
義
栄
与
改

一　
九
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
之
助

文
化
八
年
未
八
月
十
八
日
家
督
被
仰
付

右
拾
三
軒
御
与
力
也

（
十
三
）

竹
内
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
義
右
衛
門

本
国
尾
張
水
野
御
先
祖
様
ゟ
御
家
老
相
勤
候
由
ニ
御
座
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
兵
衛

右
衛
門
大
夫
様
ゟ
藤
次
郎
様
江
御
附
家
老
被
仰
付
全
龍
院
様
一

向
御
幼
年
比
ゟ
奉
守
立
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
左
衛
門

全
龍
院
様
御
代
御
家
老
相
勤
六
百
石
被
下
惣
領
金
平
御
家
老

相
勤
六
百
石
被
下
候
処
弐
拾
五
才
ニ
而
病
死
仕
無
妻
故
忰
無
之

惣
領
筋
断
絶
仕
候
右
金
平
儀
大
坂
御
陣
両
度
共
相
勤
候
由

元
和
五
年
紀
州
新
宮
ヘ
罷
越
隠
居
後
寛
永
八
未
十
一
月
十
日

七
十
九
歳
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
左
衛
門
正
重

（
十
二
）

生
者
三
州
家
督
被
仰
付
寛
永
十
七
年
辰
二
月
二
日
六
十
三
歳
病

死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門
重
盛

寛
永
十
七
年
家
督
延
宝
六
年
午
八
月
五
日
七
十
歳
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門
重
純

延
宝
六
年
冬
家
督
正
徳
二
年
隠
居
同
二
辰
九
月
廿
六
日
六
十

才
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門
盛
直

正
徳
二
年
辰
九
月
家
督
享
保
十
五
年
戌
五
月
隠
居
同
十
六
三

月
廿
五
日
病
死
仕
候
養
子
甚
右
衛
門
同
十
五
年
家
督
被
仰
付

候
処
子
細
有
之
断
絶
被
仰
付
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
蔵
冨
董

享
保
十
六
四
月
御
与
力
新
規
三
百
石
被
仰
付
宝
暦
十
三
年
未

二
月
隠
居
自
楽
与
改
明
和
六
丑
十
月
十
四
日
七
十
四
才
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
蔵
昭
董
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初
紋
之
丞
養
父
家
督
弐
百
石
被
下
御
徒
士
頭
被
仰
付
弥
平
次
与

改
延
享
二
年
御
者
頭
被
仰
付
宝
暦
二
年
被
為
召
御
用
聞
役
江

戸
引
越
被
仰
付
候
得
共
病
身
ニ
付
御
役
願
候
処
御
者
頭
ヘ
帰
役

若
山
相
勤
候
処
同
九
年
新
宮
ヘ
引
越
被
仰
付
宝
暦
十
年
正
月

病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
助
信
舜　
□
（
舞
）ヵ

宝
暦
十
辰
年
幼
少
ニ
付
弐
拾
人
扶
持
被
下
明
和
元
年
御
番
被
仰

付
同
二
年
百
五
拾
石
御
直
安
永
二
年
依
願
隠
居
被
仰
付
三
拾

石
被
下
寛
政
七
年
病
死
仕
候

一　
九
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
平
次
信
盈

初
求
馬
安
永
二
年
兄
家
督
百
石
被
下
御
番
被
仰
付
天
明
三
卯

年
町
郡
奉
行
御
役
料
等
被
下
候
寛
政
元
年
大
御
目
附
三
拾
石

御
増
同
六
年
御
用
聞
御
年
寄
同
様
月
番
判
形
相
勤
候
様
五
拾

石
御
増
御
役
料
弐
拾
石
同
九
五
月
於
江
戸
表
御
年
寄
並
五
拾

石
御
増
同
十
二
正
月
御
役
見
習
弐
百
五
拾
石
ニ
被
成
下
享
和
四

正
月
三
拾
石
御
増
文
化
四
卯
二
月
病
死
仕
候

一　
十
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
紋
之
丞
信
国
後
改　
　

忠
右
衛
門

文
化
四
卯
三
月
家
督
弐
百
石
被
下
頭
役
格
御
番
被
仰
付
同

十
二
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門
信
（
マ
マ
）

初
八
助
元
和
元
年
十
四
才
ニ
而
被
召
出
次
（
マ
マ
）左
衛
門
二
男
也
寛
永

元
年
弐
百
五
拾
石
被
下
御
礼
式
御
家
老
末
席
罷
出
御
用
者
相
違

不
申
明
暦
元
年
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門
信
貞

初
亀
之
助
明
暦
元
年
家
督
弐
百
五
拾
石
被
下
其
後
若
山
ゟ
新

宮
ヘ
引
越
被
仰
付
延
宝
二
年
者
頭
被
仰
付
天
和
三
亥
年
若
山

ヘ
引
越
御
用
聞
被
仰
付
元
禄
元
辰
年
御
家
老
役
五
拾
石
御
加

増
同
十
四
年
百
石
御
加
増
都
合
四
百
石
被
下
正
徳
三
巳
十
一

月
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門
信
高

初
弥
平
次
元
禄
元
年
被
召
出
同
三
年
五
拾
石
被
下
江
戸
御
徒

士
頭
被
仰
付
同
五
申
年
五
拾
石
御
増
同
十
二
年
若
山
勤
被
仰

付
宝
永
七
年
御
者
頭
被
仰
付
五
拾
石
御
増
正
徳
三
巳
年
家
督

四
百
石
被
下
同
五
年
御
家
老
役
被
仰
付
元
文
二
巳
年
依
願
御

免
隠
居

（
十
四
）

　
　
料
弐
百
石
被
下
延
享
三
年
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
平
次
信
（
マ
マ
）
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初
権
之
介
延
宝
二
正
月
五
歳
ニ
而
家
督
五
百
石
貞
享
元
子
十
二

月
元
服
御
番
入
御
礼
式
頭
役
之
通
元
禄
二
巳
年
御
家
老
被
仰

付
同
七
年
若
山
被
為
召
同
八
年
江
戸
表
ヘ
御
供
仕
同
八
年
新

宮
ヘ
罷
越
元
禄
十
三
年
江
戸
表
ヘ
被
為
召
弐
百
石
御
増
都
合

七
百
石
被
下
同
十
四
江
戸
ヘ
引
越
享
保
七
五
月
十
日
病
死
仕

候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
右
衛
門
利
勝

実
水
野
長
兵
衛
男
正
徳
五
未
年
拾
五
人
扶
持
ニ
被
召
出
御
礼
式

者
頭
上
座
被
仰
付
享
保
五
年
御
内
用
向
見
習
候
様
御
用
部
屋

ヘ
相
詰
同
七
八
月
家
督
五
百
石
被
下
格
式
是
迄
之
通
同
九
辰

四
月
御
籏
奉
行
新
宮
江
被
仰
付
寛
保
元
三
月
廿
日
病
死
仕
候

（
十
六
）

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
之
助
利
之

元
文
五
辰
四
月
被
召
出
同
五
月
江
戸
表
ヘ
罷
下
リ
御
給
人
拾
両

三
人
扶
持
被
下
後
御
使
者
番
被
仰
付
後
病
気
ニ
付
新
宮
江
御
登

セ
養
生
仕
候
処
親
病
死
仕
候
ニ
付
家
督
四
百
石
被
下
御
番
相
勤

宝
暦
十
辰
頃
病
身
依
願
隠
居
五
拾
石
被
下
天
明
四五
共
十
一
月
廿

四
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
兵
衛
利
躬

中
川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
権
兵
衛
利
長

（
十
五
）

本
国
尾
州
諸
和（
輪
）村
伯
父
中
川
刑
部
左
衛
門
利
茂
其
頃
織
田
信

長
公
籏
下
ニ
罷
在
三
州
長
篠
御
一
戦
之
砌
手
疵
を
負
其
後
落
髪

仕
天
正
十
三
酉
正
月
廿
三
日
於
諸
和（
輪
）村
病
死
仕
其
子
権
兵
衛

初
九
十
郎
与
申
十
七
歳
之
節
姉
聟
西
山
主
膳
方
ニ
同
居
仕
処
主

膳
非
義
を
以
九
十
郎
姉
を
殺
害
ニ
依
而
主
膳
並
弟
某
即
座
ニ
討

留
家
ニ
火
を
懸
伝
来
之
甲
携
へ
諸
和（
輪
）村
を
立
退
酒
井
兵
部
殿
ヘ

参
リ
養
介
ニ
罷
成
候
内
兵
部
殿
口
入
を
以
慶
長
年
中
御
家
ヘ
被

召
抱
永
ニ
五
百
石
可
被
下
置
旨
則
遠
州
浜
松
ニ
而
御
家
老
被
仰

付
権
兵
衛
与
改
名
大
坂
御
陣
御
供
仕
正
保
元
申
正
月
廿
五
日
病

死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
兵
衛
盛
長

初
権
之
助
権
太
夫
寛
永
十
七
年
御
家
老
見
習
弐
百
石
正
保
二

年
弐
百
石
御
増
本
役
寛
文
十
二
年
百
石
御
増
延
宝
元
丑
九
月

廿
三
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
兵
衛
利
友
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寅
六
月
御
用
聞
格
大
御
目
附
者
頭
兼
帯
被
仰
付
同
八
辰
五
月

於
江
戸
表
御
年
寄
見
習
五
拾
石
御
増
月
番
加
判
相
勤
候
様
同

十
一
四
月
本
役
被
仰
付
五
拾
石
御
増
文
化
二
正
月
五
拾
石
御

増
同
六
巳
正
月
五
拾
石
御
増

水
野
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
源
太
夫
治
方

同
姓
佐
渡
守
様
御
四
男
幼
少
之
内
清
光
院
様
被
成
御
養
育
候

処
本
広
院
様
御
代
寛
永
十
七
年
百
五
拾
石
ニ
被
召
出
其
節
猪
之

助
と
申
候
正
保
四
亥
年
水
野
岩
見
守
様
伏
見
御
奉
行
被
仰
付
候

節
被
召
連
寛
文
三
年
被
成
御
戻
同
五
巳
七
月
新
宮
着
ハ
拾
人
扶

持
被
下
御
家
老
役
被
仰
付
同
十
二
子
八
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
太
夫
元
明

初
八
十
郎
寛
文
十
三
丑
正
月
南
部
ゟ
若
山
ニ
着
於
同
所
御
目
見

同
十
三
日
於
御
居
間
家
督
三
百
石
被
下
忰
源
五
郎
ヘ
も
五
人
扶

持
被
下
源
太
夫
儀
元
禄
二
年
御
家
老
上
席
宝
永
四
九
月
御
城

代
被
仰
付
享
保
八
卯
五
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助
治
和

宝
永
四
亥
九
月
者
頭
被
仰
付
百
石
被
下
正
徳
三
巳
年
於
江
戸

実
三
代
目
同
苗
兵
右
衛
門
三
男
ニ
而
養
子
ニ
相
成
宝
暦
七
丑
年

江
戸
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
同
十
辰
二
月
御
近
習
被
仰
付
新
宮
ヘ

越
同
五
月
家
督
三
百
石
被
下
御
給
人
被
仰
付
同
十
二
十
一
月

若
山
者
頭
被
仰
付
翌
三
月
同
所
ヘ
引
越
同
八
月
御
用
聞
明
和

六
丑
六
月
御
年
寄
被
仰
付
五
拾
石
御
増
安
永
七
三
月
於
江
戸

表
百
石
御
増
被
下
候
処
辞
退
申
上
御
許
容
被
遊
同
八
亥
年
百

石
御
増
天
明
五
年
五
拾
石
御
増
都
合
五
百
石
被
下
新
宮
ヘ
御

登
セ
寛
政
元
酉
三
月
不
調
法
之
儀
ニ
付
弐
百
石
被
召
上
御
役
御

免
御
城
代
被
仰
付
席
合
御
年
寄
次
同
八
年
病
気
御
役
奉
願
候

処
後
ニ
養
生
仕
候
様
被
仰
出
同
十
二
月
廿
四
日
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
右
衛
門
利
央
後
改　
権
兵
衛

実
同
苗
権
之
進
惣
領
ニ
而
養
子
ニ
罷
成
安
永
八
亥
三
月
江
戸
表

ヘ
下
リ
同
四
月
頭
役
格
御
近
習
ニ
被
召
出
拾
人
扶
持
被
下
天
明

五
巳
年
新
宮
勤
被
仰
付
御
番
相
勤
候
処
同
七
十
一
月
御
普
請

奉
行
新
知
八
拾
石
被
下
同
八
申
八
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
御
役

料
三
拾
石
被
下
寛
政
元
三
月
親
被
仰
出
之
儀
ニ
付
三
拾
石
被
召

上
御
番
被
仰
付
同
二
戌
三
月
家
督
弐
百
石
被
下
者
頭
被
仰
付

同
六

（
十
七
）
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御
役
料
三
拾
石
被
下
寛
政
七
十
二
月
大
御
目
附
役
被
仰
付
是

迄
之
御
役
料
御
加
増
ニ
被
成
下
同
十
二
申
十
二
月
於
江
戸
表
御

用
人
見
習
弐
拾
石
御
増
文
化
六
巳
二
月
御
年
寄
見
習
月
番
加

判
相
勤
候
様
五
拾
石
御
増

矢
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田
八
右
衛
門

（
頭
注
）「
初
代
ノ
没
年
戒
名
ニ
慶
安
三
寅
ト
ア
ル
モ
四
年
卯
四
月
廿
五
日
ナ
リ

ト
云
」

遠
州
浜
松
城
主
松
平
左
馬
允
殿
不
慮
相
果
候
ニ
付
浪
人
仕
全
龍

院
様
ヘ
浜
松
ニ
而
被
召
抱
高
百
石
被
下
本
広
院
様
御
代
町（「
郡
」脱
ヵ
）

奉
行

相
勤
慶
安
三
寅
四
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
左
衛
門
正
貞

初
半
四
郎
と
申
御
小
姓
ニ
被
召
出
寛
永
元
百
弐
拾
石
同
三
年
八

（
十
九
）

拾
石
御
増
御
側
御
用
達
同
五
辰
年
成
瀬
与
改
同
六
市
左
衛
門
与

改
同
十
四
年
七
拾
石
御
増
御
年
寄
役
慶
安
四
親
八
右
衛
門
病

死
ニ
付

（
頭
注
）「
解
ノ
字
原
文
不
明
次
モ
同
シ
或
ハ
新
カ
右
ハ
拝
ナ
ル
ヘ
シ
」

表
御
用
聞
見
習
被
仰
付
同
四
六
月
着
組
支
配
兼
相
勤
候
処
病

身
依
願
御
役
御
免
被
成
候
て
享
保
三
八
月
同
七
寅
六
月
当
分
鑓

奉
行
被
仰
付
同
八
二
月
本
役
同
年
家
督
弐
百
石
被
下
同
十
一

年
午
四
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
太
夫
治
記

（
十
八
）

初
久
米
之
助
享
保
十
一
年
午
八
月
弐
拾
人
扶
持
被
下
幸
助
弟

重
之
丞
ヘ
三
人
扶
持
被
下
身
上
打
込
候
而
中
川
兵
右
衛
門
勢

田
左
忠
太
ヘ
世
話
遣
候
様
被
仰
付
此
節
重
之
丞
九
才
久
米
之

助
八
才
重
之
丞
儀
後
御
近
習
ニ
被
召
出
其
後
矢
野
八
之
丞
跡

百
五
十
石
被
下
元
文
四
年
出
奔
仕
候
久
米
之
助
儀
源
太
夫
と

改
元
文
元
辰
年
百
五
拾
石
ニ
御
直
シ
宝
暦
十
年
辰
三
月
者
頭
同

十
三
年
未
十
月
御
籏
奉
行
被
仰
付
明
和
五
年
五
拾
石
御
増
同

九
年
者
頭
兼
役
之
処
安
永
五
年
依
願
兼
役
御
免
天
明
二
依
願

御
籏
奉
行
御
免
同
三
年
依
願
隠
居
五
拾
石
被
下
快
休
与
改
寛
政

九
巳
十
一
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
太
夫
信
富
富
閣
ト
改

初
新
三
郎
天
明
三
卯
年
家
督
百
五
拾
石
御
番
入
被
仰
付
寛
政

元
年
御
普
請
奉
行
見
習
被
仰
付
同
二
年
町
郡
奉
行
寺
社
を
も
勤
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下
安
永
七
年
依
願
隠
居
弐
百
石
被
下
一
入
与
改
同
八
亥
正
月
病

死
仕
候

一　
六
代

実
印
藤
七
左
衛
門
弟
初
弥
市
左
衛
門
又
市
左
衛
門
宝
暦
十
一

巳
年

（
二
十
）

頭
役
十
人
扶
持
南
曲
輪
御
番
ニ
被
召
出
同
十
二
年
御
普
請
奉
行

見
習
御
役
料
三
人
扶
持
被
下
明
和
三
戌
年
本
役
百
石
ニ
御
直
同

六
丑
年
御
用
聞
格
大
御
目
附
元
〆
兼
御
役
料
五
人
扶
持
被
下

安
永
六
酉
年
於
江
戸
表
御
年
寄
見
習
五
拾
石
御
増
同
七
年
家

督
四
百
石
本
役
同
八
亥
年
不
調
法
之
儀
ニ
付
御
役
御
免
半
知
被

召
上
者
頭
役
天
明
五
巳
年
江
戸
表
ヘ
被
為
召
候
処
病
気
ニ
付
同

六
年
依
願
御
免
者
頭
末
席
被
仰
付
寛
政
二
年
御
年
寄
格
五
拾

石
御
増
御
年
寄
同
様
同
三
年
見
習
被
仰
付
同
五
年
不
調
法
之

儀
ニ
付
御
免
隠
居
素
道
と
改
被
仰
付
文
化
八
年
未
八
月
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
弥
市
左
衛
門
正
豪
後
改　
　

市
左
衛
門

寛
政
五
年
家
督
幼
少
ニ
付
弐
拾
五
人
扶
持
百
七
拾
石
ニ
御
直
文

化
四
十
二
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付
同
六
四
月
依
願
御
免
御
番

被
仰
付
同
七
午
十
一
月
者
頭
被
仰
付

解拝

知
百
石
市
左
衛
門
ヘ
被
下
矢
田
与
改
万
治
三
年
三
拾
石
御
増

都
合
四
百
石
寛
文
十
戌
年
若
山
ゟ
新
宮
ヘ
引
越
延
宝
三
卯
年

四
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
左
衛
門
正
能

初
弥
市
左
衛
門
寛
文
二
寅
年
田
安
御
屋
敷
ニ
被
成
御
座
候
内
御

小
姓
ニ
被
召
出
同
五
年
元
服
御
側
勤
同
十
二
年
御
徒
士
頭
拾
五

人
扶
持
ニ
御
直
延
宝
三
年
家
督
四
百
石
御
用
見
習
同
五
巳
年
御

用
相
達
市
左
衛
門
と
改
元
禄
十
三
年
百
石
御
増
都
合
五
百
石
ニ

被
成
下
享
保
元
申
年
二
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
左
衛
門
正
盛

初
弥
市
左
衛
門
元
禄
十
五
年
拾
人
扶
持
ニ
被
召
出
御
側
御
用
相

達
御
徒
士
頭
次
御
勘
定
頭
奥
年
寄
上
ヘ
罷
出
宝
永
六
年
百
石

ニ
御
直
新
宮
者
頭
享
保
元
年
家
督
五
百
石
被
下
御
年
寄
役
被
仰

付
寛
保
二
戌
十
一
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
左
衛
門
匡
敬

初
弥
市
左
衛
門
元
文
二
巳
年
御
近
習
ニ
被
召
出
寛
保
元
酉
年
兄

図
書
病
死
ニ
付
解
知
百
石
被
下
親
市
左
衛
門
惣
領
ニ
被
仰
付
奥

頭
役
一
所
ニ
相
勤
同
二
年
家
督
五
百
石
被
下
同
三
寅
年
御
用
聞

役
延
享
元
年
御
年
寄
役
明
和
二
年
百
石
御
増
都
合
六
百
石
被
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御
徒
士
頭
被
仰
付
三
人
扶
持
御
増
同
七
年
新
知
百
石
被
下
御

供
小
姓
頭
被
仰
付
正
徳
三
年
御
物
（
マ
マ
）頭
被
仰
付
御
役
料
被
下
享

保
十
年
家
督
百
五
拾
石
被
下
新
宮
ヘ
引
越
被
仰
付
病
身
ニ
付
御

役
御
免
御
番
被
仰
付
元
文
二
巳
年
五
拾
石
御
増
若
山
御
用
聞

引
越
被
仰
付
延
享
二
丑
五
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門
恒
繁

初
善
太
夫
実
矢
田
市
左
衛
門
弟
ニ
而
延
享
二
年
家
督
百
五
拾
石

御
給
人
上
座
御
番
被
仰
付
同
年
頭
役
格
御
取
次
役
被
仰
付
同

四
年
御
徒
士
頭
被
仰
付
寛
延
二
年
江
戸
表
引
越
被
仰
付
宝
暦

元
未
年
御
供
小
姓
頭
被
仰
付
同
三
年
御
者
頭
被
仰
付
同
年
御

用
聞
見
習
御
役
料
被
下
同
六
年
五
拾
石
御
加
増
御
用
聞
本
役

同
八
年
百
石
御
増
若
山
御
年
寄
役
被
仰
付
明
和
五
子
年
病
死

仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門
恒
当
後
改　
勘
解
由

初
平
八
平
馬
喜
摩
多
明
和
五
年
幼
年
ニ
付
家
督
三
拾
人
扶
持
被

下
新
宮
ヘ
引
越
安
永
三
年
元
服
弐
百
石
御
番
被
仰
付
安
永
八

亥
七
月
於
江
戸
表
奥
頭
役
同
十
月
大
御
目
附
役
天
明
二
四
月

不
調
法
之
儀
ニ
付
弐
拾
石
被
召
上
同
三
卯
十
一
月
江
戸
表
ゟ

着
同
五
巳
六
月
御
用
人
格
弐
拾
石
御
増
同
七
未
六
月
見
習
同

飯
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
善
太
夫
恒
昌

初
平
八
久
右
衛
門
全
龍
院
様
御
代
御
小
姓
ニ
被
召
出
段
々
御
取

立
元
和
比
弐
百
石
寛
永
二
年
百
石
御
加
増
御
年
寄
役
被
仰
付

同
十
四
年
五
拾
石
御
増
明
暦
元
年
知
徳
院
様
江
御
着
若
山
ゟ
江

戸
ヘ
引
越
万
治
元
年
五
拾
石
御
増
都
合
四
百
石
寛
文
二
寅
年

依
願
隠
居
五
拾
人
扶
持
被
下
悦
入
与
改
同
年
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
恒
受

初
牛
右
衛
門
平
八
寛
文
二
年
比
幼
年
ニ
付
拾
人
扶
持
被
下
延
宝

六
午
年
三
百
石
被
下
元
禄
元
辰
年
新
宮
御
者
頭
被
仰
付
江
戸

ゟ
引

（
二
十
一
）

越
同
八
亥
九
月
若
山
御
用
聞
被
仰
付
翌
三
月
立
同
十
四
年
御

年
寄
役
被
仰
付
同
年
江
戸
表
ヘ
罷
下
リ
三
年
勤
同
十
六
年
住
居

被
仰
付
享
保
十
巳
十
月
隠
居
被
仰
付
百
五
拾
石
被
下
名
柳
陰

同
十
八
丑
十
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
馬
恒
（
マ
マ
）

宝
永
二
酉
年
頭
役
格
拾
人
扶
持
ニ
被
召
出
奥
表
相
勤
同
五
子
年
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死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
長
次

初
三
四
郎
寛
永
元
年
家
督
百
三
拾
石
被
下
明
暦
二
年
五
拾
石

御
増
大
御
目
附
被
仰
付
万
治
二
年
御
者
頭
被
仰
付
延
宝
三
卯

二
月
御
鑓
奉
行
被
仰
付
同
四
辰
七
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
七
政
吉

延
宝
四
年
家
督
百
五
拾
石
同
十
月
御
納
戸
奉
行
被
仰
付
候
処

不
調
法
之
儀
有
之
元
禄
七
年
六
月
被
成
御
免
同
八
年
隠
居
正

徳
五
未

（
二
十
三
）

六
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
長
知

初
孫
太
夫
元
禄
八
亥
年
家
督
五
拾
石
被
下
同
十
五
八
月
御
普

請
奉
行
助
宝
永
二
八
月
町
郡
奉
行
介
被
仰
付
同
四
九
月
本
役

五
拾
石
御
増
享
保
三
年
十
月
大
御
目
附
元
〆
兼
役
是
迄
之
御

役
料
三
拾
石
御
加
増
ニ
御
直
同
六
年
江
戸
表
ニ
被
為
召
同
十
一

午
二
月
七
拾
石
御
増
大
元
〆
御
用
聞
並
後
本
役
新
宮
ヘ
被
登
セ

同
十
二
未
五
月
御
年
寄
役
百
石
御
増
同
十
八
年
江
戸
表
ヘ
被

為
召
罷
下
候
処
病
気
ニ
付
新
宮
江
御
登
セ
勢
州
妙
見
町
ニ
而
同
九

十
二
月
御
年
寄
見

（
二
十
二
）

習
五
拾
石
御
増
寛
政
元
八
月
於
江
戸
表
本
役
五
拾
石
御
増
同

四
九
月
於
同
所
五
拾
石
御
増
同
七
卯
七
月
於
同
所
五
拾
石
御

増
同
八
辰
十
月
五
拾
石
御
増
文
化
三
六
月
五
百
石
高
ニ
被
成
下

同
四
卯
九
月
不
調
法
之
儀
ニ
付
五
拾
石
被
召
上
御
城
代
被
仰
付

文
化
六
四
月
不
調
法
之
儀
ニ
付
御
者
頭
被
仰
付

桜
沢
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
沢
孫
兵
衛
長（
マ
マ
）

父
岡
部
越
中
と
申
関
東
松
山
之
内
領
知
仕
働
も
有
之
ニ
付
太
田

三
楽
斎
ゟ
被
招
相
勤
候
内
三
楽
斎
備
及
敗
軍
帰
節
纏
之
者
敵

へ
被
取
簒
候
を
取
帰
候
様
被
致
下
知
候
併
共
及
遅
々
孫
兵
衛

乗
込
無
難
纏
取
返
し
差
上
候
処
喜
悦
被
致
為
褒
美
着
被
致
候

甲
脱
給
只
今
ニ
所
持
仕
候
三
楽
没
落
ニ
付
浪
人
仕
上
杉
景
勝
卿

江
被
抱
相
勤
候
内
敵
を
鑓
付
鑓
折
候
へ
共
首
尾
能
当
敵
を
討
取

候
ニ
付
景
勝
卿
為
褒
美
中
身
之
鑓
被
下
是
亦
所
持
其
後
浪
人
仕

御
家
江
被
召
抱
大
坂
御
陣
首
尾
能
御
帰
陣
御
供
仕
御
家
ヘ
被
召

抱
候
前
桜
沢
と
改
候
知
行
弐
百
五
拾
石
迄
被
下
寛
永
元
十
月
病
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初
三
四
郎
実
竹
内
弥
平
次
二
男
明
和
六
年
家
督
百
石
被
下
御

番
被
仰
付
安
永
九
子
八
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
御
役
料
三
拾
石

被
下
天
明
二
年
比
江
戸
表
ヘ
引
越
被
仰
付
御
者
頭
役
三
拾
石

御
加
増

三
宅
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
久
兵
衛
安
次

寛
永
三
年
百
五
拾
石
ニ
被
召
抱
御
在
所
住
居
被
仰
付
神
倉
御
戸

開
御
代
参
等
相
勤
同
八
年
権
現
御
寄
附
奉
行
相
勤
寛
永
十
九

年
午
三
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
工
左
衛
門
安
義

寛
永
十
九
年
家
督
百
五
拾
石
無
相
違
被
下
承
応
三
年
若
山
ヘ

引
越
被
仰
付
寛
文
五
年
大
御
目
附
役
被
仰
付
延
宝
元
年
五
拾

石
御
増
御
者
頭
被
仰
付
元
禄
八
三
月
依
願
隠
居
五
拾
石
被
下

名
無
着
与
改
宝
永
三
戌
年
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
工
左
衛
門
義
了

元
禄
八
年
家
督
百
五
拾
石
御
給
人
被
仰
付
同
十
四
年
頭
役
御

足
軽
支
配
仕
候
様
宝
永
七
年
御
者
頭
被
仰
付
正
徳
元
年
五
拾

石
御
増
新
宮
御
鑓
奉
行
被
仰
付
正
徳
二
年
十
月
病
死
仕
候

月
病
死
仕
候

先
養
子
要
人
長
良
初
角
弥
実
油
比
甚
太
郎
三
男
享
保
八
年

御
近
習
ニ
被
召
出
同
十
二
年
頭
役
格
拾
人
扶
持
御
広
間
御
取

次
同
年
新
宮
御
普
請
奉
行
同
十
五
年
新
知
百
石
町
郡
奉
行

被
仰
付
候
処
同
十
六
年
亥
二
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
長
職

初
孫
太
夫
実
宮
川
五
助
二
男
太
次
郎
と
申
養
子
ニ
罷
成
享
保

十
八
九
月
家
督
弐
百
石
被
下
御
番
被
仰
付
寛
保
三
亥
七
月
町

郡
奉
行
被
仰
付
寛
延
三
午
七
月
大
御
目
附
元
〆
兼
御
役
料
被

下
宝
暦
五
亥
三
月
若
山
ヘ
引
越
御
用
聞
被
仰
付
五
拾
石
御
増

同
七
十
一
月
御
年
寄
五
拾
石
御
加
増
都
合
三
百
石
同
八
六
月

病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
太
夫
元
義

初
孫
三
郎
宝
暦
八
年
幼
少
ニ
付
三
拾
人
扶
持
被
下
依
願
新
宮
ヘ

引
越
被
仰
付
同
九
年
御
礼
席
頭
役
格
次
ヘ
罷
出
候
様
同
十
四

年
御
番
入
被
仰
付
明
和
二
酉
年
二
百
石
ニ
御
直
同
五
年
十
月
町

郡
奉
行
被
仰
付
同
六
丑
五
月
病
死
仕
候

（
二
十
四
）

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
兵
衛
長
栄
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寅
三
月
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
記
義
進

初
孫
五
郎
寛
政
十
一
九
月
家
督
百
五
拾
石
御
給
人
御
番
被
仰

付
文
化
六
巳
九
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付

前
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
惣
兵
衛
則
盈

正
保
四
亥
年
高
百
石
被
下
若
山
相
勤
慶
安
四
卯
年
大
御
目
附

役
百
石
御
加
増
万
治
元
年
御
年
寄
役
被
仰
付
百
石
御
加
増
寛

文
四
辰
年
十
一
月
新
宮
引
越
同
十
一
亥
年
御
役
御
免
天
和
元

年
隠
居
百
五
拾
石
被
下
与
助
与
改
貞
享
四
卯
年
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
八
郎
則
清

御
中
小
姓
被
召
出
天
和
元
年
家
督
百
五
拾
石
御
番
被
仰
付
候

（
二
十
六
）

処
同
二
戌
八
月
武
具
奉
行
被
仰
付
元
禄
年
中
被
成
御
免
宝
永

二
酉
年
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
兵
衛
則
（
マ
マ
）

実
竹
内
忠
右
衛
門
三
男
元
禄
十
一
年
養
子
願
済
親
跡
目
五
拾

石
被
下
新
宮
御
番
被
仰
付
宝
永
四
亥
年
若
山
勤
於
同
所
正
徳

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
工
左
衛
門
義
（
マ
マ
）

初
久
平
家
督
百
五
拾
石
被
下
若
山
御
給
人
被
仰
付
享
保
八
年

依
願
隠
居
五
人
扶
持
被
下
明
和
元
年
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛
義
寛

初
久
平
享
保
八
年
家
督
百
石
被
下
同
十
八
年
御
徒
士
頭
元
文

元
年

（
二
十
五
）

大
御
目
附
役
同
四
年
三
拾
石
御
増
寛
保
二
年
若
山
ゟ
新
宮
ヘ

引
越
同
三
年
江
戸
勤
番
翌
年
帰
宅
延
享
四
年
五
拾
石
御
増
寛

延
三
年
弐
拾
石
御
増
御
用
聞
御
年
寄
席
ヘ
相
詰
御
用
可
談
旨

同
六
月
御
年
寄
役
被
仰
付
百
石
御
加
増
都
合
三
百
石
被
下
江

戸
引
越
被
仰
付
宝
暦
七
年
三
月
新
宮
引
越
同
年
十
月
病
死
仕

候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
記
義
勝

初
木
工
平
宝
暦
八
年
家
督
弐
百
石
御
給
人
上
座
被
仰
付
同

九
二
月
頭
役
被
仰
付
安
永
五
九
月
御
者
頭
被
仰
付
寛
政
元
年

江
戸
表
ヘ
被
為
召
御
用
聞
見
習
被
仰
付
同
三
年
御
籏
奉
行
鑓

奉
行
兼
役
新
宮
ヘ
為
御
登
寛
政
五
正
月
御
者
頭
を
も
介
被
仰
付

同
十
一
年
依
願
三
役
御
免
同
九
月
隠
居
五
拾
石
被
下
文
化
三
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八
寅
十
二
月
若
山
御
用
聞
役
被
仰
付
諸
事
御
用
向
御
年
寄
共

続
候
様
被
仰

（
廿
七
）

付
同
九
二
月
五
拾
石
御
増
同
十
二
江
戸
表
被
為
召
御
年
寄
役

被
仰
付
五
拾
石
御
増
都
合
三
百
石
被
下
其
後
新
宮
ヘ
引
越
被

仰
付
安
永
九
年
依
願
御
役
御
免
隠
居
料
百
石
被
下
燕
友
与
改
天

明
五
年
十
月
七
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
惣
兵
衛
則
房

初
惣
兵
衛
安
永
三
午
四
月
新
宮
ヘ
被
召
出
頭
役
格
拾
人
扶
持

御
番
入
被
仰
付
同
七
戌
閏
七
月
御
普
請
奉
行
見
習
被
仰
付
同

九
八
月
親
隠
居
奉
願
家
督
弐
百
石
被
下
天
明
元
丑
十
二
月
本

役
被
仰
付
同
三
卯
三
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
同
七
年
十
二
月
大

御
目
附
被
仰
付
寛
政
元
酉
四
月
御
用
聞
上
席
御
役
料
弐
拾
石

被
下
同
閏
六
月
御
年
寄
並
被
仰
付
三
拾
石
御
増
同
三
亥
七
月

永
ニ
月
番
持
切
候
ニ
付
御
年
寄
見
習
被
仰
付
弐
百
五
拾
石
高
ニ

被
成
下
同
五
正
月
被
為
召
同
九
月
新
宮
ヘ
御
登
せ
同
六
三
月
罷

下
同
七
正
月
於
同
所
御
年
寄
本
役
五
拾
石
御
増
同
六
月
江
戸

表
出
立
道
中
ニ
而
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
八
則
政
後
惣
兵
衛
与
改

四
午
年
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
八
則
勝

元
宮
本
初
右
衛
門
与
申
於
若
山
被
召
出
罷
在
候
処
先
ニ
惣
兵
衛

妻
者
御
表
御
家
中
宮
本
与
右
衛
門
伯
母
ニ
而
右
縁
を
以
惣
兵
衛

至
末
期
竹
内
忠
右
衛
門
奉
願
養
子
ニ
被
仰
付
前
田
又
八
と
相
改

享
保
三
戌
閏
十
月
拾
人
扶
持
新
宮
上
ケ
地
御
代
官
被
仰
付
同
九

年
江
戸
表
ヘ
被
為
召
同
十
巳
正
月
七
拾
石
三
人
扶
持
ニ
御
直
吟

味
役
当
分
江
戸
元
〆
被
仰
付
同
年
元
〆
本
役
御
役
料
等
被
下

同
十
二
正
月
五
拾
石
御
増
大
御
目
附
役
元
〆
兼
役
同
四
月
新

宮
勤
被
仰
付
同
十
五
於
江
戸
表
三
拾
石
御
増
元
文
四
未
年
御

用
聞
格
勤
右
是
迄
之
通
同
五
年
御
用
聞
本
役
五
拾
石
御
増
大

御
目
附
役
御
免
元
〆
兼
役
御
役
料
其
侭
被
下
寛
保
二
年
御
年

寄
役
百
石
御
増
都
合
三
百
石
被
下
宝
暦
四
年
戌
十
二
月
病
死

仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
惣
兵
衛
盈
従

延
享
二
丑
年
被
召
出
頭
役
格
拾
人
扶
持
被
下
御
勝
手
ヘ
相
詰

御
用
向
諸
事
見
習
被
仰
付
同
四
卯
年
御
普
請
奉
行
見
習
寛
延

三
午
年
本
役
被
仰
付
御
役
料
被
下
宝
暦
四
戌
年
町
郡
奉
行
新

知
百
石
被
下
御
役
料
其
侭
同
五
亥
二
月
家
督
弐
百
石
被
下
同
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九
辰
正
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
右
衛
門
正
明

初
岡
之
助
享
保
九
辰
四
月
幼
少
ニ
付
拾
人
扶
持
被
下
同
十
七
年

太
郎
右
衛
門
与
改
御
番
入
元
文
元
十
二
月
八
拾
石
ニ
御
直
シ
寛

保
二
七
月
御
船
奉
行
被
仰
付
寛
延
三
午
七
月
御
普
請
奉
行
御

役
料
等
被
下
宝
暦
七
五
月
町
郡
奉
行
弐
拾
石
御
加
増
御
役
料

三
拾
石
被
下
同
十
辰
十
一
月
大
御
目
附
御
役
料
三
拾
石
御
加

増
ニ
被
成
下
同
十
三
未
十
月
元
〆
兼
役
御
役
料
等
被
下
明
和
三

年
於
江
戸
表
廿
石
御
加
増
同
六
丑
年
御
用
聞
格
惣
元
〆
弐
拾

石
御
増
安
永
二
巳
年
弐
拾
石
御
増
同
四
八
月
御
用
聞
本
役
拾

石
御
増
都
合
弐
百
石
ニ
被
成
下
安
永
八
亥
十
一
月
依
願
御
役
御

免
格
合
是
迄
之
通
御
番
被
仰
付
天
明
元
丑
四
月
依
願
隠
居
三

拾
石
被
下
同
八
申
年
六
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
助
正
耀
後
改　
　
　

太
郎
右
衛
門

初
新
左
衛
門
安
永
七
年
戌
七
月
江
戸
表
御
近
習
被
召
出
天
明

元
丑
四
月
於
同
所
家
督
百
弐
拾
石
被
仰
付
同
四
辰
四
月
拾
石

御
増

（
廿
九
）

同
六
午
七
月
奥
頭
役
見
習
廿
石
御
加
増
江
戸
引
越
被
仰
付
候

初
友
之
助
寛
政
七
卯
八
月
幼
少
ニ
付
三
拾
人
扶
持
被
下
同
十
年

午
三
月
弐
百
石
ニ
御
直
頭
役
格
御
番
入
被
仰
付
文
化
六
巳
二
月

御
普
請
奉
行
被
仰
付

榎
本
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
太
郎
右
衛
門

新
宮
地
侍
ニ
而
大
坂
御
陣
並
和
州
吉
野
郡
北
山
之
者
共
一
揆
之

節
働
も
有
之
ニ
付
浅
野
右
近
太
夫
殿
迄
之
御
感
状
写
等
所
持
仕

候
其

（
二
十
八
）

段
被
為
聞
召
寛
永
元
年
百
五
拾
石
ニ
被
召
出
同
十
一
年
九
月
五

拾
石
御
加
増
慶
安
元
年
依
願
隠
居
同
二
丑
年
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
右
衛
門
忠
次

初
新
左
衛
門
慶
安
元
子
年
家
督
百
石
被
下
寛
文
十
二
子
三
月

武
具
奉
行
被
仰
付
延
宝
二
寅
年
御
納
戸
奉
行
被
仰
付
天
和
二

戌
八
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付
元
禄
二
巳
九
月
御
免
同
七
戌
八

月
依
願
隠
居
宝
永
六
丑
年
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
右
衛
門
忠
常

初
岡
之
助
元
禄
七
戌
八
月
家
督
百
石
被
下
御
番
被
仰
付
享
保
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一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
工
仲
奮

初
森
之
助
善
右
衛
門
百
石
被
下
大
御
目
附
相
勤
候
処
家
督
弐

百
石
被
下
元
文
三
午
正
月
御
鑓
奉
行
被
仰
付
明
和
元
申
年
三

月
隠
居
五
拾
石
被
下
三
楽
与
改
安
永
二
巳
六
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
蔵
仲
恒

初
幸
兵
衛
左
内
実
永
野
源
太
夫
弟
ニ
而
寛
保
元
江
戸
御
中
小
姓

被

（
三
十
）

召
出
其
後
御
近
習
相
勤
候
内
木
工
聟
養
子
ニ
罷
成
宝
暦
三
年
奥

頭
役
八
人
扶
持
ニ
御
直
御
役
料
等
被
下
同
四
年
新
宮
ニ
御
登
セ

御
番
入
被
仰
付
同
九
年
御
船
奉（「
行
」脱
）弐人
扶
持
御
増
同
十
一
年
御

普
請
奉
行
三
人
扶
持
御
役
料
被
下
明
和
元
年
家
督
百
五
拾
石

被
下
同
四
年
町
郡
奉
行
御
役
料
三
拾
石
被
下
寺
社
を
も
取
次
同

五
年
大
御
目
附
元
〆
兼
職
御
役
料
五
人
扶
持
安
永
七
閏
七
月

病
気
依
願
御
役
御
免
御
番
被
仰
付
同
八
十
月
若
山
御
用
聞
見

習
諸
事
御
用
向
取
扱
被
仰
付
天
明
元
年
於
同
所
弐
拾
石
御
増

都
合
百
七
拾
石
同
八
月
於
同
所
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
蔵
勝
旨

初
段
之
進
安
永
三
午
四
月
於
江
戸
表
御
中
小
姓
被
召
出
翌
五

処
其
後
御
免
同
九
酉
三
月
町
郡
奉
行
御
役
料
三
拾
石
被
下
同

年
六
月
新
宮
ヘ
御
登
セ
寛
政
九
巳
十
二
月
御
用
人
見
習
御
役
料

御
加
増
ニ
被
成
下
同
十
二
五
月
於
江
戸
表
格
禄
其
侭
大
御
目
附

被
仰
付
元
〆
兼
役
御
役
料
被
下
文
化
元
子
年
八
月
御
用
人
本

役
御
年
寄
同
様
月
番
加
判
弐
百
石
高
ニ
被
成
下

深
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
田
弾
蔵
勝
並

（
頭
注
）「
宝
永
四
年
ノ
燈
楼
（
マ
マ
）ニ
深
田
段
蔵
仲
通
ト
ア
リ
」

智
（
マ
マ
）

徳
院
様
御
代
御
小
姓
被
召
出
拾
五
人
扶
持
被
下
万
治
三
年

百
石
ニ
御
直
シ
寛
文
三
年
百
石
御
増
段
々
御
取
立
延
宝
元
年
百

石
御
増
御
年
寄
役
被
仰
付
候
前
御
内
ニ
懐
胎
之
女
中
被
下
男
子

出
生
九
歳
ニ
罷
成
候
節
延
宝
八
申
十
月
三
十
八
歳
ニ
而
病
死
仕

候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
蔵
古
仲

初
森
之
助
延
宝
八
申
年
九
歳
ニ
而
家
督
無
相
違
三
百
石
被
下
正

徳
五
年
十
月
新
宮
引
越
御
用
聞
被
仰
付
享
保
三
戌
七
月
御
籏

奉
行
被
仰
付
同
九
辰
四
月
御
年
寄
役
被
仰
付
同
十
八
丑
六
月

御
役
被
成
御
免
隠
居
之
節
百
石
被
下
寛
保
二
四
月
病
死
仕
候
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役
願
候
処
会
所
出
勤
御
免
在
宅
御
用
達
候
様
同
十
二
年
依
願

隠
居
被
仰
付
百
石
被
下
円
退
与
改
同
十
七
辰
年
五
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
平
正
晴

初
甚
五
郎
享
保
七
年
頭
役
格
拾
人
扶
持
被
召
出
御
番
被
仰
付

同
十
一
年
被
為
召
御
側
勤
被
仰
付
百
石
ニ
御
直
同
十
二
年
大

御
目
附
詰
所
ヘ
相
詰
見
習
御
側
ヘ
も
出
候
様
被
仰
付
同
年
家
督

三
百
石
被
下
同
十
三
年
新
宮
御
者
頭
役
罷
登
元
文
三
年
若
山

引
越
延
享
二
年
同
所
御
用
聞
被
仰
付
宝
暦
七
年
新
宮
御
年
寄

役
被
仰
付
翌
年
引
越
明
和
元
年
御
城
代
被
仰
付
同
九
年
依
願

隠
居
七
拾
石
被
下

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
平
正
明

実
竹
内
外
右
衛
門
二
男
ニ
而
宝
暦
十
辰
十
二
月
江
戸
御
供
小
供
（
姓
）

被
召
出
後
御
中
小
姓
被
仰
付
同
十
三
年
養
子
罷
成
頭
役
御
広

間
三
番
拾
人
扶
持
後
御
使
者
番
明
和
元
年
親
依
願
新
宮
御
番

被
仰
付
同
二
酉
二
月
江
戸
ゟ
罷
登
明
和
六
丑
五
月
御
普
請
奉

行
同
八
三
月
町
郡
奉
行
新
知
百
石
ニ
御
直
御
役
料
等
被
下
同
九

辰
五
月
家
督
弐
百
石
被
下
安
永
五
年
被
為
召
翌
二
月
同
所
御

用
聞
見
習
同
七
正
月
御
年
寄
役
百
石
御
増
新
宮
ヘ
御
登
セ
天
明

四
辰
三
月
御
役
被
召
放
逼
塞
被
仰
付
同
十
月
高
百
石
被
下
頭

月
御
近
習
御
役
料
等
被
下
天
明
元
九
月
家
督
百
弐
拾
石
御
給

人
新
宮
勤
被
仰
付
候
処
御
人
少
ニ
付
翌
六
月
新
宮
ヘ
罷
登
リ
御

番
入
被
仰
付
同
六
午
閏
十
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付
同
七
未
年

十
一
月
町
郡
奉
行
寺
社
を
も
取
次
候
様
御
役
料
三
拾
石
被
下
寛

政
二
年
御
役
御
免
弐
拾
石
被
召
上
文
化
四
卯
五
月
元
〆
役
被

仰
付
同
五
辰
五
月
大
御
目
附
元
〆
兼
役
被
仰
付
同
十
一
月
御

用
人
御
年
寄
同
様
月
番
判
形
相
勤
候
様
五
拾
石
御
増
御
役
料

弐
拾
石
被
下

由
比
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
比
甚
平
正
宣

御
与
力
二
代
目
由
比
甚
太
郎
正
次
末
子
ニ
而
寛
文
五
巳
年
御
小

姓
被
召
出
元
服
後
御
中
小
姓
被
仰
付
延
宝
二
寅
年
百
石
ニ
御
直

御
徒
士
頭
被
仰
付
同
八
年
新
宮
大
御
目
附
役
五
拾
石
御
増
元

禄

（
三
十
一
）

三
年
若
山
引
越
被
仰
付
同
十
四
年
同
所
者
頭
被
仰
付
五
拾
石

御
増
同
十
六
年
同
所
御
用
聞
被
仰
付
宝
永
五
年
被
為
召
若
山

御
年
寄
役
百
石
御
増
享
保
元
年
新
宮
引
越
同
十
一
年
再
応
御
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被
仰
付
候

河
村
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
伊
左
衛
門
正
勝

父
同
伊
左
衛
門
正
頼
大
坂
篭
城
七
手
組
番
頭
野
々
村
伊
予
守

雅
春
組
子
相
勤
弐
百
七
拾
石
給
落
城
之
節
戦
死
仕
其
子
伊
左

衛
門
初
兵
助
と
申
十
九
歳
ニ
而
御
家
ヘ
被
召
抱
寛
永
二
丑
年
新

知
百
石
被
下
同
十
一
年
五
拾
石
同
十
四
年
五
拾
石
御
増
承
応

元
年
五
拾
石
万
治
元
年
五
拾
石
御
増
都
合
三
百
石
若
山
御
家

老
被
仰
付
延
宝
七

（
三
十
三
）

未
五
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
左
衛
門
正
信

初
伝
右
衛
門
延
宝
七
未
年
家
督
弐
百
石
元
禄
七
御
徒
士
頭
其

後
御
者
頭
被
仰
付
元
禄
十
二
卯
年
十
一
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
左
衛
門
当
保

初
勝
之
助
元
禄
十
三
年
辰
三
月
家
督
百
五
拾
石
被
下
同

十
四
八
月
新
宮
ヘ
引
越
宝
永
六
丑
十
一
月
武
具
奉
行
被
仰
付

享
保
七
年
当
分
御
者
頭
役
被
仰
付
同
八
二
月
本
役
元
文
五
申

役
格
御
番
被
仰
付
寛
政
元
四
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
御
役
料
被

下
同
三
亥
二
月
被
為
召
御
用
聞
五
拾
石
御
増
三
拾
石
御
役
料

其
侭
被
下
同
年
四
月

（
三
十
二
）

御
年
寄
同
様
月
番
判
形
相
勤
候
様
弐
百
石
ニ
被
成
下
同
四
十
一

月
御
年
寄
見
習
五
拾
石
御
増
同
六
五
月
三
拾
石
御
増
被
下
新

宮
ヘ
御
登
セ
同
八
辰
十
一
月
三
百
石
ニ
被
成
下
文
化
二
丑
十
一

月
依
願
隠
居
百
石
被
下
一
睡
与
改

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
太
郎
正
致

天
明
三
卯
四
月
頭
役
格
御
近
習
拾
人
扶
持
被
召
出
江
戸
表
ヘ

罷
下
候
処
同
四
辰
年
親
甚
平
ヘ
被
仰
出
之
儀
ニ
付
新
宮
ヘ
御
登

セ
格
式
等
其
侭
御
番
被
仰
付
寛
政
六
正
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付

同
七
卯
十
二
月
町
郡
奉
行
百
石
ニ
御
直
御
役
料
三
拾
石
被
下
文

化
二
丑
十
一
月
家
督
弐
百
石
被
下
同
月
御
用
人
格
大
御
目
附

元
〆
兼
役
被
仰
付
同
四
二
月
於
若
山
表
御
用
人
本
役
御
年
寄

同
様
月
番
判
形
可
相
勤
旨
御
役
料
弐
拾
石
被
下
同
五
辰
八
月

於
同
所
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
蔵
正
（
マ
マ
）

文
化
五
辰
年
家
督
百
五
拾
石
被
下
御
給
人
上
席
南
曲
輪
御
番
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（
三
十
四
）

　
　
百
石
御
加
増
翌
未
年
三
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
右
衛
門
具
信

初
市
三
郎
寛
文
七
年
家
督
弐
百
石
被
下
幼
少
ニ
付
成
長
仕
若
山

御
広
間
御
番
被
仰
付
貞
享
四
年
病
気
依
願
隠
居
元
禄
六
酉
三

月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
之
助

初
市
三
郎
幼
少
ニ
付
七
人
扶
持
被
下
候
処
元
禄
十
二
十
一
月
病

死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
右
衛
門
信
興

初
小
市
郎
兄
病
死
ニ
付
十
一
歳
ニ
而
跡
目
五
人
扶
持
被
下
元
禄

十
四
九
月
若
山
ゟ
新
宮
ヘ
着
同
十
六
七
月
御
番
入
被
仰
付
宝

永
四
亥
八
月
知
行
五
拾
石
弐
人
扶
持
ニ
御
直
御
番
相
勤
候
処
寛

保
三
亥
六
月
隠
居
三
人
扶
持
被
下
松
休
と
改
宝
暦
八
寅
五
月
病

死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
左
衛
門
信
清

初
重
蔵
寛
保
三
亥
年
拾
弐
石
弐
人
扶
持
ニ
而
御
番
被
仰
付
宝
暦

十
一
六
月
御
中
小
姓
之
番
被
仰
付
明
和
三
年
御
給
人
御
番
被

仰
付
同
七
寅
十
月
病
死
仕
候

十
一
月
依
願
御
免
寛
保
二
戌
年
隠
居
六
拾
石
被
下
空
外
と
改
延

享
四
卯
年
五
月
五
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
左
衛
門
政
𠀋

初
松
之
助
伊
太
夫
実
宮
川
太
郎
太
夫
四
男
空
外
聟
養
子
ニ
相
成

寛
保
二
四
月
家
督
九
拾
石
御
給
人
御
番
被
仰
付
延
享
四
卯
年

武
具
奉
行
被
仰
付
寛
延
三
午
七
月
御
船
奉
行
其
後
御
役
料
被

下
宝
暦
七
五
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付
御
役
料
被
下
同
九
二
月

百
石
高
若
山
大
御
目
附
元
〆
兼
役
御
役
料
等
被
下
同
五
月
新

宮
出
立
同
十
二
午
十
一
月
三
拾
石
御
増
明
和
元
申
二
月
御
者

頭
弐
拾
石
御
増
同
七
年
依
願
御
免
同
七
月
隠
居
三
拾
石
被
下

名
伍
隠
与
改
後
天
明
三
卯
年
弐
人
扶
持
寛
政
九
巳
十
二
月
廿
四

日
病
死
仕
候

松
下
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
市
右
衛
門
此
信

本
広
院
様
御
代
無
足
ゟ
御
取
立
寛
永
十
四
年
新
知
百
石
被
下

慶
安
三
年
五
拾
石
御
増
承
応
二
年
五
拾
石
御
増
大
御
目
附
役

被
仰
付
其
後
御
者
頭
役
被
仰
付
寛
文
六
午
正
月
江
戸
御
家
老

被
仰
付
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初
𠀋
右
衛
門
実
筒
井
保
水
四
男
聟
養
子
ニ
奉
願
元
禄
九
歳
呼
取

同
十
四
年
江
戸
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
候
処
同
十
六
年
親
病
死
仕

家
督
百
石
被
下
宝
永
二
九
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付
享
保
十
巳

十
二
月
隠
居
四
拾
石
被
下
一
遊
与
改

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
太
夫
勝
関

初
源
十
郎
享
保
元
年
江
戸
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
其
後
御
近
習
被

仰
付
同
十
年
親
依
病
新
宮
ヘ
御
登
セ
家
督
六
拾
石
御
番
被
仰
付

享
保
二
十
卯
五
月
御
船
奉
行
被
仰
付
寛
保
二
戌
六
月
病
死
仕

候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
之
丞
勝
正

寛
保
二
戌
年
二
歳
ニ
而
跡
目
五
人
扶
持
被
下
宝
暦
七
年
三
人
扶

持
御
増
御
番
入
被
仰
付
同
十
三
年
弐
人
扶
持
御
増
明
和
四
年

御
横
目
役
被
仰
付
同
六
年
三
人
扶
持
御
増
安
永
二
年
元
〆
役

八
拾
石

（
三
十
六
）

ニ
御
直
御
役
料
三
人
扶
持
被
下
同
四
年
江
戸
勤
番
同
五
年
詰
越

御
役
料
弐
人
扶
持
御
増
安
永
六
酉
三
月
勤
番
御
免
弐
拾
石
御

増
御
役
料
五
人
扶
持
被
下
同
年
十
月
大
御
目
附
元
〆
兼
役
被

仰
付
安
永
八
亥
十
月
御
用
聞
格
弐
拾
石
御
増
同
九
十
月
本
役

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
右
衛
門
信
孟

初
小
市
郎
明
和
七
寅
十
二
月
幼
少
ニ
付
三
人
扶
持
被
下
安
永
八

亥
二
月
拾
石
弐
人
扶
持
御
給
人
御
番
被
仰
付
天
明
八
申
三
月

武
具
奉
行
被
仰
付

多
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
助
之
丞
信
忠

（
卅
五
）

初
六
右
衛
門
摂
州
之
内
浪
人
仕
御
家
ヘ
被
召
抱
其
後
寛
永
之

初
比
百
石
被
下
同
十
一
年
九
月
五
拾
石
御
加
増
大
御
目
附
迄

相
勤
寛
永
弐
十
年
未
正
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
之
丞
忠
清

初
左
吉
寛
永
二
十
年
五
歳
ニ
て
家
督
百
五
拾
石
無
相
違
被
下
御

小
姓
ニ
被
召
出
其
後
元
服
被
仰
付
知
徳
院
様
ヘ
御
附
其
後
若
山

勤
被
仰
付
寛
文
六
年
新
宮
ヘ
引
越
被
仰
付
延
宝
二
五
月
武
具

奉
行
被
仰
付
同
五
年
御
普
請
奉
行
被
仰
付
同
八
申
十
月
被
成

御
免
元
禄
二
巳
九
月
再
御
普
請
奉
行
被
仰
付
同
十
六
年
未
五

月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
之
丞
長
歳
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付
寛
文
元
年
五
拾
石
御
増
頭
役
被
仰
付
同
三
年
五
拾
石
御
増

（
三
十
七
）

同
十
一
年
御
年
寄
役
被
仰
付
延
宝
元
年
百
石
御
増
天
和
元
年

百
石
御
増
都
合
四
百
五
拾
石
被
下
元
禄
十
二
年
病
気
依
願
隠

居
弐
百
石
被
下
名
素
灰
与
改
宝
永
二
酉
年
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
之
進
祖
兄

初
元
次
郎
元
禄
十
二
年
卯
三
月
家
督
弐
百
五
拾
石
被
下
同

十
三
年
御
徒
士
頭
翌
年
御
者
頭
被
仰
付
正
徳
三
年
御
用
聞
被

仰
付
候
処
不
調
法
之
儀
ニ
付
享
保
十
年
巳
新
宮
ヘ
為
御
登
知
行

不
残
忰
御
扶
持
共
被
召
上
高
田
村
ヘ
蟄
居
被
仰
付
五
人
扶
持

被
下
同
十
八
丑
年
御
法
事
ニ
付
蟄
居
御
免
新
宮
仕
居
五
人
扶
持

被
下
其
節
美
心
斎
与
改
宝
暦
四
戌
年
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
之
進

初
造
酒
享
保
十
八
年
拾
人
扶
持
被
下
御
番
被
召
出
寛
保
二
戌

年
病
死
仕
候
ニ
付
弟
勇
蔵
養
子
ニ
同
年
家
督
八
人
扶
持
被
下
御

番
被
仰
付
候
処
宝
暦
元
年
御
用
ニ
付
江
戸
表
ヘ
罷
下
候
処
於
同

所
出
奔
仕
其
後
美
心
斎
病
死
之
節
妻
娘
ヘ
三
人
扶
持
被
下
候

処
間
茂
無
御
座
両
人
共
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
八
知
安

弐
百
石
高
御
年
寄
同
様
相
勤
候
様
天
明
弐
六
月
御
役
並
三
拾

石
御
増
同
六
午
八
月
別
五
拾
石
御
増
同
九
年
正
月
不
調
法
之

品
ニ
付
者
頭
被
仰
付
百
三
拾
石
高
ニ
被
成
下
寛
政
五
正
月
御
用

聞
四
拾
石
相
増
御
年
寄
同
様
月
番
判
形
再
勤
廿
石
御
役
料
被

下
同
五
丑
九
月
御
役
御
免
頭
役
順
席
八
拾
五
石
高
ニ
被
成
下
同

十
一
月
御
給
人
拾
弐
人
扶
持
被
下
同
八
辰
年
三
月
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
惣
助
勝
久

寛
政
八
辰
六
月
跡
目
拾
人
扶
持
被
下
御
広
間
三
番
御
中
小
姓

順
席
ニ
被
仰
付
同
十
一
九
月
御
給
人
御
番
被
仰
付
同
十
二
申
五

月
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
之
進
勝
利

実
中
川
仲
三
男
寛
政
十
二
申
七
月
養
父
家
督
八
人
扶
持
被
下

御
中
小
姓
順
席
御
広
間
三
番
被
仰
付
文
化
三
七
月
御
給
人
御

番
被
仰
付

鳥
居
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
源
之
進
忠
知

初
小
源
太
本
広
院
様
御
代
知
徳
院
様
御
小
姓
ニ
被
召
出
万
治
元

年
新
知
百
石
被
下
同
二
年
五
拾
石
御
増
元
服
仕
御
近
習
被
仰
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一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
右
衛
門
義
辰

宝
永
三
年
戌
幼
少
ニ
付
家
督
拾
五
人
扶
持
養
介
ヘ
五
人
扶
持
被

下
享
保
十
四
酉
正
月
江
戸
表
ヘ
被
為
召
同
五
月
御
徒
士
頭
百

石
ニ
御
直
御
役
料
三
人
扶
持
被
下
同
十
七
正
月
御
供
小
姓
頭
同

十
九
母
依
願
新
宮
勤
御
番
入
被
仰
付
元
文
元
年
町
郡
奉
行
被

仰
付
御
役
料
三
拾
石
被
下
寛
延
三
午
七
月
大
御
目
附
役
三
拾

石
御
増
宝
暦
六
子
六
月
者
頭
役
弐
拾
石
御
増
都
合
百
五
拾
石

被
下
明
和
四
亥
四
月
依
願
御
免
御
番
入
同
七
年
隠
居
觜
関
与
改

五
拾
石
被
下
安
永
三
九
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
右
衛
門
義
根

宝
暦
九
卯
年
江
戸
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
同
十
一
巳
二
月
御
近
習

同
十
三
未
十
二
月
御
側
頭
役
見
習
八
人
扶
持
ニ
御
直
明
和
二
年

新
宮
勤
御
番
入
同
七
年
六
月
家
督
百
石
被
下
安
永
六
酉
七
月

町
郡
奉
行
御
役
料
三
拾
石
被
下
天
明
七
未
十
月
病
死
仕
候

（
三
十
九
）

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
三
郎
義
知

実
矢
田
八
左
衛
門
三
男
弾
右
衛
門
養
子
ニ
相
成
天
明
六
午
九

月
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
同
七
年
新
宮
勤
被
仰
付
同
八
申
二

月
罷
登
家
督
七
拾
石
御
番
入
寛
政
六
八
月
武
具
奉
行
同
七
卯

初
捨
三
郎
実
弥
田
市
之
右
衛
門
二
男
ニ
而
寛
政
四
年
源
之
進
名

跡
飯
田
久
右
衛
門
依
願
御
徒
士
ニ
被
召
出
御
天
守
番
被
仰
付
同

七
年
平
御
勘
定
方
被
仰
付
文
化
二
丑
四
月
御
徒
士
目
附
被
仰

付
御
加
増
被
下

勢
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
田
弾
右
衛
門
吉
当（

三
十
八
）

御
籏
本
永
田
弥
左
衛
門
殿
御
家
出
知
徳
院
様
御
部
屋
住
之
内

被
召
出
明
暦
元
御
部
屋
付
御
知
行
被
為
進
候
節
右
之
内
ニ
而
百

石
被
下
万
治
元
年
五
拾
石
御
増
大
御
目
附
役
寛
文
二
年
五
拾

石
御
増
同
四
年
新
宮
引
越
被
仰
付
同
十
二
年
志
摩
守
様
ヘ
御

附
家
老
被
仰
付
御
同
所
様
ゟ
も
五
拾
石
御
増
延
宝
三
年
新
宮
御

家
老
百
石
御
増
都
合
三
百
石
被
下
元
禄
元
年
辰
八
月
病
死
仕

候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
右
衛
門
義
玄

初
的
助
と
申
弾
右
衛
門
甥
ニ
而
永
田
弥
左
衛
門
殿
ニ
相
勤
候
処
養

子
ニ
相
成
家
督
無
相
違
三
百
石
被
下
御
番
入
元
禄
二
年
弾
右
衛

門
与
改
同
五
申
七
月
者
頭
被
仰
付
宝
永
三
戌
八
月
病
死
仕
候
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仰
付
同
十
一
午
正
月
御
留
守
居
兼
御
用
部
屋
ヘ
相
詰
候
様
同

年
四
月
新
宮

（
四
十
）

御
用
聞
役
御
年
寄
席
ヘ
詰
申
談
候
様
罷
登
同
十
八
九
月
御
年

寄
役
被
仰
付
百
石
御
加
増
都
合
三
百
石
被
下
延
享
二
年
二
月

依
願
御
役
御
免
隠
居
料
百
石
被
下
隠
山
与
改
寛
延
元
十
二
月
病

死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
右
衛
門
利
頭

元
文
元
辰
十
月
於
江
戸
表
被
召
出
頭
役
格
拾
人
扶
持
御
広
間

御
番
被
仰
付
同
四
九
月
新
宮
ヘ
為
御
登
御
番
被
仰
付
同
五
申

二
月
御
普
請
奉
行
見
習
被
仰
付
寛
保
二
戌
年
本
役
延
享
二
丑

二
月
家
督
弐
百
石
被
下
寛
延
三
午
七
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
宝

暦
四
二
月
大
御
目
附
元
〆
兼
役
被
仰
付
同
八
寅
八
月
御
用
聞

御
年
寄
席
江
詰
申
談
候
様
五
拾
石
御
増
同
年
十
二
月
御
年
寄
役

被
仰
付
五
拾
石
御
増
同
九
年
江
戸
勤
番
之
節
御
刀
御
小
袖
拝

領
仕
明
和
八
年
二
月
五
拾
石
御
増
都
合
三
百
五
拾
石
天
明
元

丑
四
月
依
願
隠
居
百
石
被
下
義
勇
与
改

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
利
安

初
半
平
只
右
衛
門
明
和
四
亥
二
月
於
新
宮
頭
役
格
拾
人
扶
持

十
二
月
御
普
請
奉
行
享
和
元
酉
正
月
町
郡
奉
行
三
拾
石
御
増

御
役
料
三
拾
石
被
下
文
化
四
卯
四
月
江
戸
表
ニ
被
召
於
同
所
同

五
月
御
用
聞
見
習
三
拾
石
御
増
同
七
月
本
役
御
年
寄
同
様
月

番
判
形
相
勤
五
拾
石
御
増
是
迄
之
御
役
料
弐
拾
石
其
侭
被
下

同
五
十
一
月
御
年
寄
並
三
拾
石
御
増
御
役
料
其
侭
被
下

中
川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
半
平
利
之

初
代
権
兵
衛
末
子
御
小
姓
被
召
出
万
治
元
年
百
石
其
後
御
徒

士
頭
延
宝
二
年
新
宮
大
目
附
五
拾
石
同
七
年
十
二
月
志
摩
守

様
御
家
老
被
仰
付
御
同
所
様
ゟ
五
拾
石
被
下
元
禄
十
三
辰
年

迄
相
勤
御
手
切
之
節
新
宮
ヘ
罷
越
五
拾
石
御
増
都
合
弐
百
石

被
下
御
者
頭
被
仰
付
同
十
四
年
五
月
依
願
隠
居
五
拾
石
被
下

同
十
六
十
一
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
只
右
衛
門
利
辰

元
禄
十
三
辰
六
月
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
同
十
四
五
月
家
督

百
五
拾
石
被
下
新
宮
大
御
目
附
被
仰
付
罷
越
正
徳
元
卯
年
御

入
部
之
節
五
拾
石
御
増
享
保
元
八
月
元
〆
兼
役
被
仰
付
同
三

戌
年
両
役
御
免
御
番
被
仰
付
同
十
年
巳
十
一
月
江
戸
者
頭
被
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百
石
被
召
抱
延
宝
元
年
五
拾
石
御
増
大
御
目
附
総
奉
行
者
頭

格
迄
相
勤
元
禄
十
一
年
隠
居
五
拾
石
被
下
候

（
頭
注
）「
寛
延
三
年
ニ
稲
川
新
兵
衛
官
右
衛
門
ア
リ
」

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
右
衛
門
伊
忠

滝
川
越
前
守
殿
御
家
中
ゟ
養
父
様
聟
養
子
仕
家
督
弐
百
石
被

下
候石

畑
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
畑
弥
惣
兵
衛
正
俊

初
楠
彦
兵
衛
与
申
知
徳
院
様
御
部
屋
住
之
御
中
小
姓
ニ
被
召
出

段
々
御
取
立
寛
文
六
年
百
石
ニ
御
直
シ
貞
享
元
年
五
拾
石
御
増

御
者
頭
迄
相
勤
宝
永

（
空
白
）

年
隠
居
受
得
与
改

一　
二
代　
　
弥
惣
兵
衛
正
（
マ
マ
）

御
中
小
姓
ニ
被
召
出
親
隠
居
之
節
家
督
百
五
拾
石
無
相
違
被
下

候
古
川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
吉
右
衛
門
明
（
マ
マ
）

（
四
十
二
）

御
番
被
仰
付
同
六
丑
五
月
御
普
請
奉
行
被
仰
付
安
永
二
巳
二

月
町
郡
奉
行
高
百
石
ニ
御
直
御
役
料
三
拾
石
被
下
同
八
亥
年

江
戸
表
ヘ
被
為
召
御
用
聞
見
習
御
役
料
御
加
増
ニ
御
直
同
九
子

十
一
月
御
用
聞
本
役
弐
拾
石
御
増
都
合
百
五
拾
石
天
明
元
丑

四
月
家
督
弐
百
五
拾
石
被
下
同
六
月
御
年
寄
見
習
同
三
年
正

月
本
役
五
拾
石
御
増
都
合
三
百
石
被
下
同
四
年
辰
十
月
不
調

法
之
儀
ニ
付
御
役
御
免
百
石
被
召
上
御
者
頭
被
仰
付
寛
政
二
年

依
願
御
免
三
拾
石
被
召
上
頭
役
順
席
御
番
被
仰
付
同
八
十
二

月
再
御
者
頭
被
仰
付
同
十
一
年
正
月
御
鑓
奉
行
御
旗
奉
行
兼

役
被
仰
付
文
化
元
子
年

（
四
十
一
）

七
月
依
願
三
役
御
免

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
平
利
邦

初
右
門
寛
政
三
亥
三
月
江
戸
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
同
七
月
御
近

習
被
仰
付
御
役
若
殿
様
御
近
習
御
右
供
被
仰
付
候

稲
川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
川
新
兵
衛
正
勝

江
戸
町
奉
行
組
同
心
之
内
手
首
尾
御
座
候
ニ
付
万
治
弐
（
マ
マ
）年
頃
弐
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初
源
之
助
与
平
次
享
保
八
卯
年
家
督
拾
弐
石
弐
人
扶
持
御
給

人
被
仰
付
其
後
拾
人
扶
持
ニ
御
直
シ
其
後
八
拾
石
御
徒
士
頭
被

仰
付
御
役
料
被
下
其
後
老
年
眼
病
依
願
御
役
御
免
隠
居
仕
名

秋
隠
与
相
改
明
和
九
年
辰
七
月
廿
八
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
兵
衛
長
基

初
辰
之
進
与
五
兵
衛
明
和
七
寅
年
家
督
六
拾
石
御
給
人
被
仰

付
隠
居
被
秋
隠
江
弐
拾
石
被
下
安
永
九
五
月
大
御
目
附
元
〆
兼

帯
被

（
四
十
三
）

仰
付
弐
拾
石
御
加
増
御
役
料
等
被
下
天
明
五
三
月
廿
石
御
加

増
同
八
年
二
月
元
〆
一
役
御
用
人
格
ニ
被
成
下
御
役
料
御
増
同

年
四
月
宮
川
造
酒
新
宮
ヘ
被
遣
候
ニ
付
跡
御
用
聞
取
扱
候
様
裏

判
も
仕
候
様
寛
政
二
三
拾
石
御
増
御
用
人
見
習
元
〆
役
御
免
同

五
丑
七
月
御
用
人
本
役
百
五
拾
石
高
ニ
被
仰
付
御
役
料
弐
拾
石

被
下
同
七
正
月
三
拾
石
御
増
御
同
年
六
月
元
〆
帯（
マ
マ
）兼
被
仰
付

御
役
料
被
下
同
九
年
元
〆
兼
帯
御
免
同
十
一
年
御
役
料
御
加

増
ニ
被
成
下
弐
百
石
高
ニ
被
仰
付
文
化
元
年
御
年
寄
役
同
様
月

番
印
形
仕
候
様
御
役
料
弐
拾
石
被
下
同
二
丑
正
月
七
日
病
死

仕
候

本
広
院
様
御
代
御
足
軽
ゟ
御
徒
士
目
附
迄
相
勤
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
喜
右
衛
門
明
高

御
勘
定
人
ゟ
御
取
立
元
禄
四
年
五
拾
石
ニ
御
直
シ
組
頭
被
仰
付

同
七
年
三
拾
石
御
増
御
勘
定
頭
被
仰
付
享
保
二
正
月
迄
相
勤

候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
右
衛
門
明
憲

内
山
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
与
五
右
衛
門
宗
利

知
徳
院
様
御
代
御
徒
士
ゟ
段
々
御
取
立
元
禄
五
年
冬
御
横
目

役
被
仰
付
同
十
二
年
正
月
新
知
百
石
ニ
被
成
下
同
十
四
年
御
徒

士
頭
被
仰
付
其
後
元
〆
役
被
仰
付
御
役
料
等
被
下
宝
永
二
八

月
御
供
小
姓
頭
被
仰
付
同
三
年
戌
二
月
七
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
右
衛
門
長
行

初
与
平
次
実
渡
辺
権
太
夫
二
男
養
父
存
生
之
内
御
小
姓
被
召

出
親
病
死
後
家
督
五
拾
石
御
給
人
被
仰
付
其
後
若
山
勤
被
仰

付
正
徳
五
未
年
若
山
ヘ
引
越
享
保
七
寅
年
十
二
月
十
六
日
病

死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
右
衛
門
長
賢
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一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
工
右
衛
門
俊
清

初
勘
左
衛
門
権
太
夫
共
元
禄
元
辰
年
幼
少
ニ
付
跡
目
拾
人
扶

持
養
介
片
付
候
迄
別
ニ
三
人
扶
持
被
下
成
人
後
御
近
習
宝
永

四
亥
年
百
石
ニ
御
直
シ
同
六
丑
十
一
月
武
具
奉
行
正
徳
二
辰
十

月
御
船
奉
行
享
保
三
五
月
町
郡
奉
行
見
習
同
五
二
月
本
役
同

十
二
五
拾
石
御
加
増
同
十
六
七
月
隠
居
五
人
扶
持
被
下

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
太
夫

初
左
平
太
享
保
十
五
戌
年
江
戸
御
供
小
姓
被
召
出
後
御
中
小

姓
同
十
六
年
家
督
百
石
御
番
入
元
文
元
辰
九
月
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
太
夫
貴
（
マ
マ
）

初
源
蔵
元
文
元
辰
年
兄
養
子
ニ
相
成
家
督
六
拾
石
二
人
扶
持
御

番
入
寛
保
二
戌
九
月
武
具
奉
行
宝
暦
七
五
月
御
船
奉
行
同
九

卯
二
月
御
普
請
奉
行
同
十
辰
十
一
月
弐
拾
石
御
加
増
町
郡
奉

行
同
十
三
年
四
月
依
願
御
免
天
明
六
午
三
月
隠
居
三
人
扶
持

被
下
一
同
与
改
寛
政
九
年
正
月
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
次
長
（
マ
マ
）後

権
太
夫

天
明
元
丑
年
祖
父
権
太
夫
養
子
ニ
成
同
十
六
午
三
月
家
督
六
拾

石
御
番
入
寛
政
六
十
二
月
武
具
奉
行
文
化
二
四
月
御
船
奉
行

御
役
料
被
下

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
兵
衛
長
属

初
与
平
次
寛
政
四
年
十
一
月
御
近
習
ニ
被
召
出
拾
両
三
人
扶
持

被
下
文
化
二
丑
三
月
家
督
百
五
拾
石
御
給
人
被
仰
付
同
七
午

十
二
月
頭
役
御
取
次
被
仰
付

渡
辺
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
権
太
夫

本
国
駿
州
祖
父
渡
辺
常
陸
今
川
家
仕
駿
州
岩
渕
領
ス
四
男
佐
左

衛
門
京
極
若
狭
守
殿
仕
千
石
給
大
坂
御
陣
ニ
罷
出
候
由
其
子
権

太
夫
武
功
有
之
旨
被
為
聞
召
全
龍
院
様
江
被
召
抱
元
和
比
ハ
弐

百
石
寛
永
二
丑
年
百
石
御
加
増
同
十
年
酉
十
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
太
夫
宗
（
マ
マ
）

初
茂
右
衛
門
被
召
出
寛
永
十
一
年
家
督
百
五
拾
石
承
応
元
年

五
拾
石
御
加
増
明
暦
比
大
御
目
附
役
万
治
比
者
頭
役
同
三
丑

五
月
病
死
仕
候

（
四
十
四
）

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
太
夫
俊
（
マ
マ
）

初
大
助
万
治
三
年
家
督
弐
百
石
延
宝
五
年
巳
八
月
御
普
請
奉

行
天
和
二
戌
八
月
者
頭
貞
享
五
辰
二
月
病
死
仕
候
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十
一
月
御
船
奉
行
弐
拾
石
御
加
増
同
十
五
三
月
御
普
請
奉
行

同
二
十
卯
五
月
御
番
被
仰
付
元
文
三
午
十
二
月
依
願
隠
居
笑

計
与
改
同
四
未
九
月
四
日
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
義
傾

初
司
馬
享
保
十
三
申
三
月
御
中
小
姓
被
召
出
後
御
近
習
元
文

三
年
新
宮
勤
家
督
八
拾
石
被
下
同
四
年
二
月
新
宮
御
番
入
同

五
年
江
戸
引
越
奥
頭
役
被
仰
付
候
処
延
享
二
丑
十
一
月
廿
一

日
於
同
処
病
死
仕
候

（
四
十
六
）

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
盛
嘉

実
長
崎
地
士
沢
田
半
右
衛
門
忰
半
之
助
与
申
二
代
九
郎
左
衛
門

血
脈
ニ
付
跡
目
願
済
延
享
三
四
月
幼
年
ニ
付
三
人
扶
持
被
下
其

後
七
人
扶
持
ニ
御
直
シ
御
番
被
仰
付
宝
暦
八
寅
七
月
拾
人
扶
持

江
戸
表
ヘ
罷
下
御
番
被
仰
付
追
而
御
横
目
被
仰
付
候
処
明
和

元
申
年
依
願
新
宮
勤
御
番
相
勤
候
処
安
永
九
子
九
月
武
具
奉

行
被
仰
付
寛
政
元
酉
正
月
御
船
奉
行
御
役
料
三
人
扶
持
被
下

同
三
亥
十
二
月
御
普
請
奉
行
兼
役
弐
人
扶
持
御
加
増
同
六
年

十
一
月
廿
八
日
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
六
嘉
（
マ
マ
）後

孫
左
衛
門

加
藤
氏

（
四
十
五
）

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
孫
左
衛
門
吉
次

加
藤
左
馬
介
殿
家
出
同
武
手
之
助
甥
ニ
而
御
座
候
遠
州
浜
松
城

主
松
平
左
馬
介
殿
逝
去
之
節
浪
人
仕
中
泉
と
申
処
罷
在
公
儀

御
代
官
手
代
ニ
罷
出
候
処
全
龍
院
様
江
被
召
出
百
石
被
下
寛
永

十
一
年
弐
拾
石
御
加
増
新
宮
ニ
而
御
勘
定
頭
迄
相
勤
明
暦
三
酉

九
月
六
日
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
郎
左
衛
門
吉
（
マ
マ
）

明
暦
三
年
家
督
百
石
御
勘
定
頭
役
被
仰
付
翌
万
治
元
戌
十
月

二
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
吉
里

幼
年
ニ
付
拾
人
扶
持
被
下
寛
永
十
年
百
石
被
下
貞
享
四
卯
七
月

御
納
戸
奉
行
被
仰
付
元
禄
七
戌
十
月
御
免
被
成
宝
永
四
亥
九

月
御
船
奉
行
被
仰
付
正
徳
二
辰
十
二
月
依
願
隠
居
弐
拾
石
被

下
笑
入
与
改
享
保
三
戌
十
二
月
廿
八
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
左
衛
門
吉
行

初
孫
平
次
正
徳
二
辰
十
二
月
家
督
八
拾
石
被
下
享
保
五
子
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持
者
上
ル
宝
暦
五
亥
年
御
役
御
免
隠
居
五
拾
石
被
下
隠
石
与
改

明
和
三
戌
正
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
之
右
衛
門
遠
豊

宝
暦
五
亥
年
家
督
百
石
被
下
御
番
入
安
永
九
子
十
月
御
船
奉

行
被
仰
付
御
役
料
三
人
扶
持
被
下
天
明
三
年
卯
三
月
御
普
請

奉
行
被
仰
付
御
役
料
其
侭
被
下
寛
政
元
酉
三
月
御
船
奉
行
兼

役
同
二
年
十
一
月
弐
拾
石
御
加
増
同
五
丑
十
一
月
依
願
御
免

同
六
十
二
月
隠
居
四
拾
石
被
下
賀
栄
与
改
享
和
二
亥
十
二
月
病

死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
助
遠
（
マ
マ
）

寛
政
元
酉
十
二
月
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
同
四
子
八
月
御
近

習
御
加
増
被
下
同
六
八
月
病
気
依
願
御
中
小
姓
被
仰
付
新
宮

南
曲
輪
三
番
被
仰
付
同
年
十
二
月
家
督
八
拾
石
被
下
御
給
人

御
番
入
被
仰
付

野
村
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
作
之
右
衛
門
正
（
マ
マ
）

本
国
志
州
鳥
羽
城
主
九
鬼
長
門
守
殿
家
中
野
村
藤
六
子
ニ
而
本

広
院
様
御
代
被
召
抱
知
行
百
石
被
下
御
船
奉
行
被
仰
付
寛
文

跡
目
拾
人
扶
持
御
給
人
御
番
被
仰
付

福
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
宇
左
衛
門

延
宝
五
巳
年
被
召
出
高
百
五
拾
石
御
徒
士
頭
相
勤
貞
享
二
丑

年
五
拾
石
御
増
元
禄
三
午
年

（
空
白
）

月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
之
右
衛
門

初
進
八
与
申
御
小
姓
被
召
出
貞
享
二
年
新
知
五
拾
石
御
直
シ
御

側
相
勤
元
禄
三
年
家
督
無
相
違
被
下
正
徳
二
年
隠
居
百
石
被

下
残
石
与
改
享
保
十
八
年
分
知
差
上
実
子
逸
八
ヘ
拾
人
扶
持
被

下
残
石
ヘ
弐
人
扶
持
被
下
同
年
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
仲
遠
礥

実
飯
田
久
右
衛
門
三
男
被
召
出
相
勤
候
内
市
之
右
衛
門
養
子
ニ

罷
成
正
徳
二
年
家
督
百
石
被
下
享
保
八
卯
年
御
徒
士
頭
被
仰

付

（
四
十
七
）

御
役
料
三
人
扶
持
被
下
同
十
一
午
年
若
山
ヘ
引
越
御
徒
士
頭

相
勤
同
十
八
年
二
人
扶
持
被
下
御
者
頭
役
被
仰
付
元
文
二
年

新
宮
者
頭
被
仰
付
翌
年
引
越
寛
延
三
年
五
拾
石
御
増
五
人
扶
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成
同
十
六
年
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
同
十
九
年
病
気
依
願
御

暇
被
下
候
処
元
文
三
年
家
督
拾
弐
石
弐
人
扶
持
御
番
被
仰
付

同
四
三
月
武
具
奉
行
被
仰
付
宝
暦
十
二
年
依
願
隠
居
弐
人
扶

持
被
下
明
和
八
卯
五
月
病
死
仕
候
処
実
子
作
之
右
衛
門
宝
暦

十
二
年
家
督
被
仰
付
御
中
小
姓
御
広
間
三
番
被
召
出
候
処
明

和
七
年
親
依
願
永
之
御
暇
被
下
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
之
右
衛
門
盈
就

明
和
五
子
年
五
味
只
助
与
申
江
戸
御
足
軽
被
召
抱
相
勤
候
処
同

八
卯
年
養
父
依
願
聟
養
子
ニ
罷
成
御
徒
士
格
御
天
守
番
新
宮
ヘ

為
御
登
安
永
三
年
御
納
戸
役
被
仰
付
天
明
四
辰
二
月
御
徒
士

目
附

（
四
十
九
）

御
加
増
被
下
同
六
年
午
潤（
閏
）十
月
御
代
官
御
役
料
被
下
其
後
支

配
替
被
仰
付
寛
政
三
年
御
中
小
姓
格
御
加
増
被
下
其
後
両
度

支
配
替
被
仰
付
享
和
二
戌
六
月
ニ
帰
御
番
所
定
詰
被
仰
付
御
中

小
姓
順
席
御
加
増
御
役
料
被
下
文
化
二
十
二
月
依
願
御
免
御

広
間
三
番
被
仰
付
同
七
午
四
月
依
願
隠
居
弐
人
扶
持
被
下

惣
領
栄
蔵
寛
政
四
十
月
江
戸
御
徒
士
ニ
被
召
出
御
勘
定
人

相
勤
候
処

四
年
辰
八
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
之
右
衛
門
正
次

初
平
兵
衛
寛
文
五
年
家
督
五
拾
石
被
下
同
八
申
七
月
五
拾
石

御
増

（
四
十
八
）

御
船
奉
行
役
被
仰
付
元
禄
十
四
巳
年
不
調
法
之
儀
ニ
付
御
役
御

免
御
番
被
仰
付
寛
永
四
亥
年
依
願
養
子
治
左
衛
門
ニ
家
督
五
拾

石
被
下
名
常
拝
与
改
正
徳
二
辰
年
病
死
仕
候

治
左
衛
門
小
田
部
甚
之
丞
二
男
正
徳
元
卯
年
不
調
法
之

儀
ニ
付
永
之
御
暇
被
下
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
右
衛
門
正
房

実
遊
木
勘
之
右
衛
門
二
男
ニ
而
被
召
出
江
戸
表
相
勤
御
中
小
姓

迄
相
勤
宝
永
三
年
新
宮
ヘ
為
御
登
御
天
守
番
相
勤
罷
在
候
処

享
保
三
年
養
父
常
拝
後
家
名
跡
依
願
御
広
間
三
番
被
仰
付
同

十
一
年
御
給
人
格
十
壱
人
扶
持
ニ
御
直
シ
御
番
武
具
預
被
仰
付

元
文
元
年
七
拾
石
ニ
御
直
シ
同
三
年
依
願
隠
居
弐
人
扶
持
被
下

寛
保
二
戌
十
二
月
三
日
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
之
丞
正
勝

実
遊
木
文
次
右
衛
門
三
男
ニ
而
享
保
四
年
為
右
衛
門
養
子
ニ
罷
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三
正
月
新
宮
ヘ
為
御
登
同
十
六
亥
四
月
町
郡
奉
行
同
十
九
年

六
月
六
拾
石
御
増
元
文
五
申
二
月
大
御
目
附
三
拾
石
御
増
寛

保
元
五
月
御
者
頭
被
仰
付
宝
暦
八
寅
五
月
弐
拾
石
御
増
都
合

百
五
拾
石
同
九
卯
年
依
願
御
役
御
免
御
番
被
仰
付
同
十
辰
二

月
依
願
隠
居

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
五
右
衛
門
正
武

宝
暦
四
戌
二
月
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
同
五
亥
年
四
月
御
近

習
被
仰
付
同
十
辰
年
家
督
百
五
拾
石
被
下
御
番
被
仰
付
明
和

二
酉
年
正
月
御
船
奉
行
被
仰
付
同
四
亥
八
月
御
普
請
奉
行
同

六
丑
五
月
町
郡
奉
行
御
役
料
三
拾
石
被
下
安
永
七
八
月
大
御

目
附
元
〆
兼
役
同
九
子
年
十
月
江
戸
表
江
引
越
被
仰
付

矢
野
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
定
右
衛
門
兼
通

知
徳
院
様
御
代
御
小
姓
被
召
抱
段
々
御
取
立
延
宝
二
春
百
石
ニ

御
直
シ
同
四
年
百
石
御
増
同
五
年
五
拾
石
御
増
元
禄
五
年
五
拾

石
御
増
御
用
聞
元
〆
兼
役
御
役
料
拾
人
扶
持
被
下
元
禄
十
四

頃
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
右
衛
門

一　
五（
マ
マ
）代　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
兵
衛
正
鄰

初
悦
之
助
文
化
七
年
午
四
月
御
天
守
番
御
徒
士
順
席
被
召
出

衣
笠
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
笠
佐
次
右
衛
門
幸
則

鉄
炮
指
南
申
立
寛
文
六
十
二
月
拾
人
扶
持
被
召
抱
同
年
九
月

百
石
ニ
御
直
シ
町
郡
奉
行
被
仰
付
元
禄
四
七
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
右
衛
門
定
賢

初
小
源
太
兵
蔵
御
小
姓
被
召
出
元
禄
四
年
家
督
五
拾
石
同
九　
　

年
五
拾
石
御
増
宝
永
年
中
若
山
御
徒
士
頭
被
仰
付

柳
瀬
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
瀬
庄
左
衛
門
正
倫

初
惣
六
与
申
石
畑
弥
惣
兵
衛
末
子
ニ
而
元
禄
十
二
卯
年
御
小
僧

ニ
被
召
出
其
節
柳
瀬
与
名
乗
其
後
御
中
小
姓
御
膳
奉
行
被
仰

付
享
保
元
申
年
御
近
習
同
十
一
年
御
横
目
役
新
知
五
拾
石
同

十
二
十
一
月
新
宮
御
普
請
奉
行
弐
拾
石
御
増
御
役
料
三
人
扶

持
被
下
同
十

（
五
十
）
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習
追
而
御
横
目
役
元
文
元
年
辰
家
督
百
石
被
下
同
五
申
二
月
町

郡
奉
行
御
役
料
三
拾
石
被
下
寛
保
二
戌
年
元
〆
役
格
式
是
迄

之
通
寛（
宝
）永
三
年
再
町
郡
奉
行
帰
役
被
仰
付
宝
暦
六
丑
五
月
大

御
目
附
元
〆
兼
役
御
役
料
三
拾
石
御
加
増
被
成
下
元
〆
役
料

五
人
扶
持
被
下
同
十
三
未
年
十
月
者
頭
役
弐
拾
石
御
加
増
都

合
百
五
拾
石
明
和
八
年
依
願
御
免
御
番
入
同
年
隠
居
五
拾
石

被
下
古
夢
与
改
安
永
四
年
十
二
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
蔵
義
武

宝
暦
十
三
未
年
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
明
和
元
申
年
御
近
習

壱
人
扶
持
御
増
御
役
料
同
四
年
親
老
年
ニ
付
新
宮
勤
御
給
人
御

番
入
同
八
卯
年
家
督
百
石
被
下
天
明
三
年
御
船
奉
行
被
仰
付

御
役
料
三
人
扶
持
同
七
未
八
月
病
死
仕
候

（
五
十
二
）

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
助

天
明
七
未
十
月
拾
人
扶
持
習
十
月
御
番
入
被
仰
付
寛
政
元
酉

十
二
月
家
督
七
拾
石
被
下
文
化
二
巳
四
月
武
具
奉
行
被
仰
付

鳥
山
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
山
磯
右
衛
門
栄
（
マ
マ
）

初
代
市
太
郎
幼
年
ニ
候
得
共
家
督
三
百
石
被
下

大
西
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
五
右
衛
門
勝
正

知
徳
院
様
御
代
御
小
姓
被
召
出
段
々
御
取
立
元
禄
十
三
年
頃

五
拾
石
弐
人
扶
持
被
下

（
五
十
一
）

山
内
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
宗
助
頼
重

元
禄
十
七
年
御
徒
士
被
召
抱
宝
永
二
酉
年
御
徒
士
目
附
被
仰

付
其
後
御
横
目
役
相
勤
享
保
十
巳
年
新
知
五
拾
石
弐
人
扶
持

御
役
料
三
人
扶
持
新
宮
元
〆
役
被
仰
付
同
十
二
年
五
拾
石
御

増
大
御
目
附
元
〆
兼
役
同
十
四
五
拾
石
御
増
御
役
料
其
侭
被

下
妻
江
茂
壱
人
扶
持
同
年
妻
子
共
引
越
元
文
元
辰
八
月
若
山
勤

於
同
所
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
右
衛
門
重
武

実
松
平
豊
後
守
殿
御
家
中
山
内
源
右
衛
門
二
男
ニ
而
文
蔵
与
申

聟
養
子
ニ
罷
成
享
保
十
五
戌
年
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
後
御
近
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（
五
十
三
）

石
被
下
宝
暦
九
年
十
一
月
病
気
依
願
御
免
御
番
入
格
式
其
侭

同
十
年
七
月
隠
居
三
拾
石
被
下
正
栄
与
改
明
和
二
酉
六
月
病
死

仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
五
兵
衛
勝
旨

宝
暦
七
巳
六
月
江
戸
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
同
十
年
辰
七
月
家
督

高
七
拾
石
御
番
被
仰
付
明
和
八
年
三
月
御
普
請
奉
行
見
習
安

永
二
巳
二
月
本
役
御
役
料
三
人
扶
持
同
七
戌
閏
七
月
町
郡
奉

行
御
役
料
三
拾
石
被
下
其
上
三
拾
石
御
加
増
天
明
三
年
卯
七

月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
平
勝
房
後
新
五
兵
衛

天
明
三
卯
年
九
月
幼
年
ニ
付
家
督
拾
人
扶
持
被
下
同
七
八
月
御

番
被
仰
付
同
九
子
正
月
七
拾
石
ニ
御
直
シ
寛
政
七
卯
十
二
月
武

具
奉
行
同
十
一
正
月
御
船
奉
行
享
和
元
三
月
御
普
請
奉
行
被

仰
付
文
化
二
四
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
御
役
料
三
拾
石
被
下
文

化
六
巳
二
月
大
御
目
附
者
頭
兼
帯
是
迄
之
御
役
料
三
拾
石
御

加
増
ニ
被
成
下
都
合
百
石

知
徳
院
様
ヘ
御
扶
持
方
ニ
被
召
抱
宝
永
元
年
百
石
ニ
御
直
シ
元

〆
役
迄
相
勤
同
二
年
比
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
右
衛
門
栄
次

初
宇
平
次
御
小
姓
被
召
出
家
督
五
拾
石
弐
人
扶
持
被
下

瀧
（
マ
マ
）川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
川
新
五
兵
衛
通
胤

本
国
肥
前
祖
父
太
郎
右
衛
門
儀
者
松
浦
肥
前
守
殿
家
老
瀧
川

弥
市
右
衛
門
二
男
ニ
而
若
州
小
浜
城
主
酒
井
修
理
大
夫
殿
ヘ
仕

百
五
拾
石
給
其
子
次
郎
兵
衛
家
督
百
石
ニ
拾
人
扶
持
給
国
元
立

退
江
戸
表
ニ
居
住
仕
其
子
新
五
兵
衛
ニ
而
幼
年
之
内
父
母
病
死

ニ
付
母
方
祖
父
折
井
一
図
養
育
受
候
処
御
家
中
吉
岡
七
郎
兵

衛
養
子
ニ
相
成
御
近
習
ニ
被
召
出
其
後
家
督
弐
百
石
被
下
若
山

ヘ
引
越
其
後
新
宮
ヘ
引
越
御
番
被
仰
付
其
後
御
普
請
奉
行
被

仰
付
相
勤
候
処
養
父
故
柳（
郷
）故
有
而
立
退
恐
入
差
控
罷
在
候
処

享
保
十
二
未
十
月
新
規
ニ
拾
五
人
扶
持
被
下
本
苗
瀧
川
与
改
同

十
五
二
月
御
船
奉
行
同
二
十
年
五
月
再
御
普
請
奉
行
新
知
百

石
被
下
延
享
八
八
月
元
〆
役
御
役
料
五
人
扶
持
格
式
其
侭
寛

延
三
午
七
月
町
郡
奉
行
御
役
料
三
拾
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一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
左
衛
門
利
安

実
深
田
段
蔵
弟
親
養
子
ニ
罷
成
天
明
七
十
一
月
御
中
小
姓
御
広

間
三
番
被
仰
付
寛
政
元
年
御
給
人
現
米
八
石
三
人
扶
持
御
番

入
被
仰
付
文
化
二
巳
年
十
二
月
御
横
目
役
被
仰
付

林
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
佐
吉

備
中
松
山
領
主
水
谷
出
羽
守
殿
浪
人
ニ
而
元
禄
七
年
御
徒
士
ニ

被
召
抱
段
々
御
取
立
御
横
目
役
其
後
若
山
勤
拾
人
扶
持
ニ
御
直

シ
御
番
相
勤
三
人
扶
持
御
増
又
久
与
改
元
文
五
申
年
迄
相
勤
病

死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
市
英
済

実
父
御
国
有
田
郡
地
士
広
瀬
六
郎
太
夫
二
男
ニ
而
親
聟
養
子
ニ

罷
成
元
文
五
年
跡
目
拾
石
三
人
扶
持
御
番
被
仰
付
後
新
宮
勤

延
享
三
年
御
番
入
明
和
七
寅
年
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
助
武
正

（
五
十
五
）

明
和
六
年
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
江
戸
表
相
勤
候
処
同
七
年
跡

目
八
石
三
人
扶
持
被
下
御
給
人
格
御
番
被
仰
付
天
明
三
年
弐

橋
本
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
権
左
衛
門
吉
通

本
国
於
越
前
朋
友
討
果
江
戸
表
ヘ
罷
出
其
節
久
村
角
兵
衛
与
申

元
禄
初
比
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
相
勤
候
処
敵
纂
（「
簒
」ヵ
）参
候
由
ニ
而
御

暇
奉
願
候
処
新
知
五
拾
石
被
下
御
流
儀
御
伝
被
下
姓
名
橋
本

権
左
衛
門
与
改
候
様
被
仰
付
新
宮
御
下
屋
敷
住
居
御
番
入
被
仰

付
宝
永
六
巳
六
月
御
普
請
奉
行
御
役
扶
持
被
下
正
徳
五
未
五

月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
左
衛
門
利
行

（
五
十
四
）

正
徳
五
未
年
幼
少
ニ
付
家
督
五
人
扶
持
成
人
後
御
番
入
享
保
年

中
三
人
扶
持
御
加
増
明
和
四
亥
五
月
隠
居
弐
人
扶
持
被
下
素

雀
与
改
天
明
三
卯
十
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
蔵
記
行

実
高
橋
又
右
衛
門
二
男
親
養
子
ニ
奉
願
宝
暦
十
一
巳
年
江
戸
御

供
小
姓
ニ
被
召
出
御
近
習
御
右
供
を
も
相
勤
御
役
料
被
下
相
勤

候
処
親
隠
居
奉
願
候
節
新
宮
勤
家
督
拾
石
弐
人
扶
持
御
番
入

天
明
三
卯
六
月
御
横
目
役
壱
人
扶
持
御
増
同
七
年
九
月
病
死

仕
候
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和
三
亥
八
月
廿
一
日
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
右
衛
門
信
□
（「
庇
」カ
）後

丈
平

実
六
代
目
前
田
与
惣
兵
衛
弟
ニ
而
寛
政
九
二
月
跡
目
八
人
扶
持

御

（
五
十
六
）

間
（「
広
」脱
）三
番
御
中
小
姓
順
席
文
化
三
年
七
月
御
給
人
被
仰
付

矢
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田
八
左
衛
門
匡
陳

四
代
目
矢
田
市
左
衛
門
三
男
ニ
而
延
享
元
年
御
近
習
被
召
出
並

之
御
扶
持
被
下
宝
暦
三
酉
年
若
山
御
給
人
八
人
扶
持
ニ
御
直
シ

同
所
ヘ
引
越
同
九
年
新
宮
ヘ
引
越
町
郡
奉
行
寺
社
兼
被
仰
付

新
知
八
拾
石
ニ
御
直
シ
御
役
料
三
拾
石
被
下
同
十
二
午
年
高
弐

拾
石
御
増
同
十
三
年
大
御
目
附
元
〆
兼
役
三
拾
石
御
増
御
役

料
五
人
扶
持
被
下
明
和
四
亥
年
御
物（
者
）頭
被
仰
付
弐
拾
石
御
増

都
合
百
五
拾
石
被
下
安
永
九
年
依
願
御
役
御
免
天
明
元
七
月

隠
居
三
拾
石
被
下
来
道
与
改
同
五
巳
八
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
匡
喜

安
永
六
年
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
並
之
御
給
扶
持
被
下
同
九

石
御
増
御
給
人
順
席
同
七
年
御
横
目
役
被
仰
付
寛
政
四
年
拾

人
扶
持
ニ
御
直
シ
同
六
年
御
船
奉
行
被
仰
付
御
役
料
等
被
下
同

十
一
年
正
月
御
普
請
奉
行
新
知
八
拾
石
ニ
御
直
シ
是
迄
之
御
役

料
被
下
文
化
六
年
九
月
依
願
御
役
御
免
御
番
被
仰
付
同
七
年

午
二
月
隠
居
弐
拾
石
被
下
了
夢
与
改

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
助

文
化
七
年
午
二
月
家
督
六
拾
石
被
下
御
番
被
仰
付

竹
内
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
外
右
衛
門
貞
隆

六
代
目
同
苗
忠
右
衛
門
弟
ニ
御
座
候
本
徳
院
様
御
代
若
山
ニ
而

被
召
出
知
行
百
石
被
下
其
後
新
宮
勤
御
番
入
宝
暦
六
子
年
隠

居
三
拾
石
被
下
無
外
与
改

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
兵
衛
順
昌

宝
暦
六
子
二
月
家
督
七
拾
石
御
番
入
被
仰
付
同
九
丑
九
月
武

具
奉
行
被
仰
付
安
永
八
亥
六
月
江
戸
表
ヘ
被
為
召
元
〆
見
習

三
拾
石
御
増
同
十
月
大
御
目
附
兼
役
御
役
料
三
人
扶
持
被
下

同
九
子
三
月
不
調
法
之
儀
ニ
付
御
役
御
免
蟄
居
被
仰
付
天
明
六

午
五
月
御
給
人
御
番
入
被
仰
付
寛
政
九
二
月
隠
居
自
休
与
改
享
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一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
之
進
利
越
後
半
太
夫

天
明
二
寅
年
幼
少
ニ
付
七
人
扶
持
被
下
同
六
年
依
願
元
服
御
番

入
同
八
申
年
知
行
弐
拾
石
ニ
御
直
シ
寛
政
十
一
未
正
月
武
具
奉

行
被
仰
付
文
化
二
丑
年
十
一
月
町
郡
奉
行
役
弐
拾
石
御
増
御

役
料
三
拾
石
被
下

嶋
（
マ
マ
）野
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
野
藤
兵
衛
正
勝

御
国
中
ノ
島
社
士
児
島
九
郎
兵
衛
同
所
立
退
浜
中
ニ
居
住
其
子

嶋（
マ
マ
）野
藤
左
衛
門
新
宮
ヘ
罷
越
其
子
藤
兵
衛
ニ
而
本
広
院
様
知
徳

院
様
両
御
代
之
内
不
分
明
ニ
御
座
候
於
新
宮
御
足
軽
ニ
被
召
抱

其
後
小
川
彦
左
衛
門
附
書
役
相
勤
延
宝
六
午
六
月
御
勘
定
方

被
仰
付
元
禄
六
十
二
月
池
田
元
役
寛
永
四
九
月
御
天
守
番
被

仰
付
正
徳
三
十
一
月
御
番
御
免
弐
人
扶
持
被
下
享
保
元
九
月

病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
左
衛
門
勝
元

元
禄
十
四
年
六
月
於
新
宮
御
勘
定
方
被
仰
付
宝
永
四
三
月
元

〆
役
被
仰
付
同
七
三
月
御
代
官
役
被
仰
付
正
徳
元
年
御
徒
士

格

年
御
左
供
被
仰
付
御
役
料
被
下
天
明
元
御
近
習
並
之
御
役
料

被
下
同
年
親
隠
居
奉
願
候
ニ
付
家
督
百
石
御
給
人
勤
方
是
迄
之

通
壱
両
年
供
被
仰
付
同
四
辰
年
新
宮
勤
御
番
被
仰
付
寛
政
二

年
寺
社
町
郡
奉
行
御
役
料
三
拾
石
被
下
同
十
三
年
酉
正
月
者

頭
役
被
仰
付
是
迄
之
御
役
料
御
加
増
ニ
被
成
下
享
和
三
亥
三
月

弐
拾
石
御
増
文
化
七
午
十
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
蔵
匡
伸
後
八
左
衛
門

中
川
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
権
之
進
利
賢

（
五
十
七
）

同
苗
兵
右
衛
門
利
辰
二
男
元
文
三
年
御
近
習
ニ
被
召
出
寛
保
二

戌
年
不
調
法
之
儀
ニ
付
御
暇
被
下
宝
暦
四
年
亡
父
兄
之
依
願
江

戸
御
中
小
姓
被
召
帰
同
五
年
御
近
習
同
七
年
御
横
目
役
同
八

年
新
宮
勤
番
同
十
辰
年
新
宮
元
〆
役
新
知
五
拾
石
弐
人
扶
持

被
下
同
十
二
年
三
拾
石
御
加
増
同
十
三
年
町
郡
奉
行
役
弐
拾

石
御
加
増
御
役
料
三
拾
石
被
下
明
和
六
丑
年
廿
石
御
増
安
永

二
年
病
身
ニ
付
依
願
御
役
御
免
百
石
ニ
被
仰
付
御
番
入
天
明
二

寅
年
正
月
病
死
仕
候
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ヘ
罷
出
見
習
候
様
被
仰
付
同
八
三
月
依
願
御
役
御
免
御
番
被

仰
付
安
永
二
十
一
月
病
気
依
願
隠
居
高
四
拾
石
被
下
名
古
井
与

改
同
四
九
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
左
衛
門
勝
喜

明
和
六
年
五
月
御
中
小
姓
順
席
御
勘
定
所
諸
事
見
習
候
様
被

召
出
安
永
二
年
閏
三
月
御
横
目
役
被
仰
付
同
十
一
月
家
督
八

拾
石
天
明
三
年
三
月
御
横
目
役
御
免
御
番
入
被
仰
付
同
九
月

病
死
仕
候

（
五
十
九
）

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
左
衛
門

天
明
三
年
幼
少
ニ
付
跡
目
六
人
扶
持
被
下
同
八
正
月
七
人
扶
持

ニ
被
成
下
御
番
被
仰
付
寛
政
元
年
十
二
月
高
五
拾
石
ニ
御
直
シ

文
化
二
年
丑
十
二
月
武
具
奉
行
被
仰
付

島
野
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
（
マ
マ
）野
伝
次
辰
純

（
頭
注
）「
南
牟
婁
郡
誌
上
巻
七
一
九
ニ
宝
永
三
年
戌
三
月
下
市
木
村
役
人
等
ヨ

　
　
　
　
リ
島
野
勘
平
宛
ノ
古
文
書
ヲ
載
ス
」

御
国
名
草
郡
中
ノ
嶋
住
島
野
孫
市
与
申
者
藤
代
ヘ
罷
越
浪
人
立

（
五
十
八
）

被
仰
付
享
保
二
正
月
御
勘
定
肝
煎
役
被
仰
付
同
三
年
四
月
於

於（
衍
）江
戸
表
御
供
小
姓
格
同
五
十
月
於
同
所
御
中
小
姓
格
同

十
二
勤
番
心
附
能
相
勤
候
間
忰
段
次
御
供
小
姓
可
被
仰
付
旨

於
同
所
被
仰
付
同
十
三
三
月
於
御
前
新
宮
御
勘
定
頭
取
御
役

料
等
被
下
御
中
小
姓
上
座
同
十
四
年
九
月
拾
人
扶
持
ニ
被
成

下
御
役
料
御
増
同
十
九
六
月
御
勘
定
頭
五
人
扶
持
御
増
元
文

五
十
二
月
新
知
百
石
元
〆
役
被
仰
付
御
役
料
五
人
扶
持
被
下

寛
保
二
九
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
左
衛
門
光
伴

享
保
十
二
十
月
段
次
与
申
御
供
小
姓
被
召
出
同
十
四
五
月
御
中

小
姓
同
十
五
十
二
月
御
近
習
同
二
十
年
二
月
要
人
与
改
候
様
寛

保
元
三
月
御
横
目
役
御
加
増
被
下
御
前
江
茂
相
詰
候
様
同
九
月

家
督
七
拾
石
弐
人
扶
持
被
下
同
三
二
月
御
勘
定
所
ニ
出
御
勘
定

頭
勤
方
見
習
候
様
延
享
二
九
月
御
勘
定
頭
被
仰
付
寛
延
四
年

四
月
御
役
料
三
人
扶
持
宝
暦
七
年
五
月
高
三
拾
石
御
増
同
八

年
十
月
元
〆
役
御
役
料
五
人
扶
持
同
十
年
二
月
町
郡
奉
行
御

役
料
三
拾
石
被
下
明
和
四
年
八
月
高
弐
拾
石
御
増
同
六
年
五

月
年
来
心
得
相
能（
勤
）候

ニ
付
忰
要
人
御
中
小
姓
被
召
出
御
勘
定
所
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一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
之
右
衛
門
辰
昌

初
伝
四
郎
実
渡
辺
長
次
弟
ニ
而
養
母
依
願
養
子
名
跡
寛
政
元
酉

年
閏
六
月
御
徒
士
格
御
天
守
番
被
召
出
同
七
年
卯
三
月
帆
別

元
役
被
仰
付
同
九
巳
十
二
月
御
代
官
御
役
料
等
被
下
同
十
二

年
閏
四
月
御
供
小
姓
格
ニ
被
成
下

伊
藤
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
太
左
衛
門
直
吉

全
龍
院
様
元
和
五
年
遠
州
浜
松
ゟ
新
宮
江
御
入
国
之
節
御
供
仕

引
越
参
リ
承
応
元
辰
歳
為
御
休
被
成
下
万
治
三
子
年
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
与
市
祐
直

杉
浦
太
左
衛
門
二
男
ニ
而
親
一
所
ニ
遠
州
ゟ
御
供
仕
罷
越
候
母

方
者
参（
マ
マ
）州
岡
崎
村
郷
士
伊
藤
久
義
与
申
者
ニ
付
右
之
由
緒
を
以

祖
父
之
家
名
相
名
乗
本
広
院
様
御
代
正
保
元
申
年
御
弓
組
ニ
被

召
出
相
勤
元
禄
六
酉
歳
迄
五
十
三
ヶ
年
相
勤
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
次
太
夫
祐
胤

知
徳
院
様
御
代
延
宝
元
丑
年
若
山
ヘ
御
足
軽
ニ
被
召
出
同
四
辰

年
新
宮
勤
被
仰
付
享
保
六
丑
年
迄
四
十
九
ヶ
年
相
勤
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
市
宝
栄

農
業
渡
世
仕
其
子
母
方
苗
字
ニ
改
伊
藤
忠
左
衛
門
子
伝
次
ニ
而

初
与
左
衛
門
本
広
院
様
御
代
明
暦
三
年
若
山
ヘ
罷
越
御
切
米

拾
弐
石
弐
人
扶
持
被
召
抱
新
宮
ヘ
引
越
候
様
被
仰
付
御
勘
定

所
相
勤
追
々
御
加
増
被
下
拾
八
石
ニ
被
成
下
寛
文
九
酉
年
新
知

五
拾
石
組
頭
役
被
仰
付
貞
享
二
丑
年
五
拾
石
御
増
都
合
百
石
ニ

而
御
勘
定
頭
被
仰
付
惣
領
勘
平
十
一
歳
ゟ
被
召
出
結
構
被
仰
付

候
処
蒙
御
勘
気
候
ニ
付
藤
代
之
親
類
之
者
兵
之
右
衛
門
養
子
仕

元
禄
十
一
年
七
月
依
願
隠
居
五
拾
石
被
下
其
後
隠
居
免
之
内

弐
拾
石
惣
領
勘
平
へ
分
ケ
呼
返
シ
候
儀
者
伝
次
心
次
第
可
仕
様

被
仰
出
則
被
召
帰
候
者
只
今
之
勘
平
家
ニ
而
御
座
候
伝
次
儀
元

禄
十
一
戌
十
一
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
次
辰
次

初
兵
之
右
衛
門
元
禄
十
一
年
七
月
家
督
五
拾
石
被
下
宝
永
三

年
戌
二
月
御
船
奉
行
介
被
仰
付
同
四
九
月
御
勘
定
頭
被
仰
付

享
保
三
戌
九
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
之
助

（
六
十
）

親
病
死
後
出
生（
空
白
）人
扶
持
被
下
候
処
享
保
五
子
九
月
病
死
仕

候
ニ
付
母
江
御
助
扶
持
被
下
候
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下
明
和
二
年
酉
十
月
御
給
人
格
拾
人
扶
持
ニ
被
成
下
御
役
料
其

侭
被
下
上
ケ
地
御
代
官
上
席
ヘ
罷
出
候
様
御
役
料
銀
拾
枚
ニ
御

増
同
六
年
丑
五
月
御
勘
定
頭
五
人
扶
持
御
加
増
安
永
二
年
巳

二
月
願
之
通
御
役
御
免
南
曲
輪
御
番
入
被
仰
付
席
合
之
儀
者
御

勘
定
頭
末
ヘ
罷
出
候
様
被
仰
付
同
四
年
未
年
迄
五
十
九
ケ
年
相

勤
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
左
衛
門
泠
安

初
段
次
与
申
本
立
院
様
御
代
宝
暦
五
年
亥
九
月
江
戸
表
御
使
徒

士
ニ
被
召
出
同
十
二
月
御
勘
定
方
被
仰
付
同
七
年
丑
三
月
御
供

小
姓
同
年
六
月
御
徒
士
目
附
同
八
寅
年
定
使
御
徒
士
目
附
御

役
料
被
下
同
九
卯
年
御
中
小
姓
格
奥
御
目
附
役
相
勤
メ
内
御
懇

之
御
意
之
上
御
上
下
并
御
役
服
等
被
下
置
同
十
年
辰
九
月
新

宮
勤
御

（
六
十
二
）

（
頭
注
）「
三
輪
崎
鯨
方
」

徒
士
格
ニ
而
御
天
守
番
明
和
元
申
年
鯨
方
頭
取
同
三
戌
年
御
供

小
姓
金
壱
両
御
加
増
同
四
亥
年
御
勘
定
組
頭
役
勤
方
之
儀
者
是

迄
之
通
御
天
守
番
可
相
勤
旨
鯨
方
御
用
ニ
而
御
勘
定
所
ヘ
相
詰

候
節
者
組
頭
役
順
席
ニ
相
詰
候
様
分
ケ
而
被
仰
出
同
五
年
子
四
月

（
頭
注
）「
三
輪
崎
鯨
方
」

本
徳
院
様
御
代
享
保
二
年
酉
六
月
江
戸
表
ヘ
被
召
出
同
五
年

子
四
月
新
宮
勤
被
仰
付
同
十
七
子
年
三
輪
崎
浦
鯨
方
詰
被
仰

付
同
十
八
丑
四
月
去
冬
三
輪
崎
鯨
方
宜
相
勤
候
ニ
付
御
勘
定
方

被

（
六
十
一
）

仰
付
是
迄
之
御
役
料
金
弐
歩
御
加
増
ニ
御
直
シ
被
成
下
鯨
方
相

勤
候
内
者
江
戸
表
勤
番
御
免
被
成
候
旨
被
仰
出
元
文
元
年
辰
三

月
御
勘
定
所
肝
煎
役
被
仰
付
金
壱
両
御
加
増
被
下
置
同
三
年

午
正
月
御
徒
士
格
寛
保
三
年
亥
正
月
御
供
小
姓
格
金
壱
両
御

加
増
被
下
置
延
享
三
年
寅
四
月
江
戸
勤
番
被
仰
付
罷
下
リ
候
処

新
宮
表
ニ
而
不
幸
之
儀
有
之
段
達
御
聴
忰
共
不
便
ニ
被
為
思
召

候
ニ
付
御
在
所
ヘ
御
差
登
セ
被
成
下
候
旨
被
仰
出
罷
登
寛
延
元

年
辰
七
月
江
戸
勤
番
被
仰
付
同
十
二
月
於
同
所
御
中
小
姓
格

金
壱
両
御
加
増
宝
暦
四
年
戌
正
月
金
壱
両
御
増
被
下
置
同
九

年
卯
五
月
鯨
方
御
用
出
精
相
勤
候
ニ
付
為
御
褒
美
御
召
古
上
下

被
下
置
同
十
一
年
巳
六
月
鯨
方
数
年
出
精
相
勤
年
々
御
聴
用
も

有
之
御
満
足
ニ
思
召
候
ニ
付
御
中
小
姓
被
仰
付
同
十
三
年
未
十

月
御
勘
定
頭
取
役
被
仰
付
御
中
小
姓
上
席
御
役
料
銀
五
枚
被
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享
和
二
戌
年
親
与
市
病
死
儀
幼
年
ニ
付
五
人
扶
持
被
下
置
文
化

八
年
未
十
月
家
督
八
人
扶
持
被
下
置
御
給
人
南
曲
輪
御
番
入

被
仰
付
文
政
七
年
未
三
月
上
ケ
知
御
代
官
役
拾
人
扶
持
御
役
料

金
五
両
被
下
置
文
政
八
年
酉
七
月
元
〆
役
見
習
御
役
料
三
人

扶
持
同
十
三

（
六
十
三
）

年
寅
正
月
元
〆
本
役
御
役
料
五
人
扶
持
被
下
置

矢
口
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
口
勘
太
夫

全
龍
院
様
御
代
御
足
軽
ニ
被
召
出
寛
文
七
年
未
二
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
四
郎
初
勘
太
夫

正
保
元
年
御
足
軽
ニ
被
召
出
元
禄
十
丑
年
迄
相
勤
宝
永
七
年
寅

十
一
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
四
郎
初
勘
太
夫

元
禄
四
未
年
江
戸
表
ヘ
被
召
出
其
後
新
宮
勤
享
保
十
一
午
年

迄
相
勤
同
年
十
一
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
太
夫
豊
房

享
保
四
年
江
戸
表
ヘ
被
召
出
同
十
一
年
新
宮
勤
被
仰
付
其
後

本
御
中
小
姓
金
壱
両
御
加
増
同
六
年
丑
九
月
御
給
人
格
上
ケ
知

御
代
官
役
拾
人
扶
持
ニ
被
成
下
御
役
料
金
五
両
被
下
安
永
四
年

未
八
月
親
病
死
後
家
督
拾
弐
人
扶
持
被
下
御
給
人
順
席
同
八

亥
十
一
月
三
人
扶
持
御
加
増
被
下
天
明
元
丑
年
迄
ニ
十
八
年
相

勤
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
次
郎
清
胤

天
明
元
年
丑
十
二
月
家
督
拾
人
扶
持
被
下
置
御
給
人
南
曲
輪

御
番
入
被
仰
付
同
二
寅
年
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
市
祐
英

初
又
三
郎
与
申
兄
新
次
郎
病
気
ニ
付
養
子
ニ
奉
願
天
明
二
年
寅

十
月
金
五
両
三
人
扶
持
被
下
同
三
年
卯
八
月
家
督
金
拾
両
三

人
扶
持
被
下
置
御
給
人
並
南
曲
輪
御
番
入
被
仰
付
寛
政
四
年

子
七
月
御
給
人
順
席
現
米
拾
弐
石
三
人
扶
持
同
六
年
寅
閏

十
一
月
上
ケ
知
御
代
官
役
拾
人
扶
持
御
役
料
金
五
両
被
下
同

十
一
年
未
正
月
元
〆
役

（
頭
注
）「
蟲
蝕
ノ
処
見
習
ノ
二
字
ヵ
」

□
（
虫
損
跡
）御
役
料
三
人
扶
持
被
下
置
享
保（
和
）二
戌
年
迄
弐
拾
ヶ
年
相
勤

病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
左
衛
門
祐
隆
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被
召
出
同
十
年
御
近
習
同
様
享
和
二
年
御
近
習
本
役
文
化
四

卯
十
月
御
横
目
役
御
給
人
順
席
同
五
辰
五
月
家
督
百
石
被
下

高
橋
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
三
右
衛
門

遠
州
城
東
郡
高
橋
村
郷
士
高
橋
弥
三
左
衛
門
与
申
者
忰
ニ
而
於

浜
松
被
召
抱
新
宮
ヘ
御
供
仕
慶
安
三
寅
年
三
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門

親
一
所
ニ
御
供
仕
寛
永
五
辰
年
御
弓
組
ヘ
被
召
出
病
身
ニ
罷
在

寛
文
十
一
年
奉
願
為
御
休
御
扶
持
方
被
下
元
禄
三
午
十
月
病

死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
兵
衛

仁
右
衛
門
二
男
ニ
而
兄
長
兵
衛
被
召
出
候
砌
親
一
所
別
家
仕
万

治
三
年
於
新
宮
被
召
出
延
宝
五
巳
年
小
奉
行
天
和
三
年
山
奉

行
被
仰
付
正
徳
元
年
依
願
御
天
守
番
被
仰
付
享
保
四
年
十
月

病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
正
親

正
徳
元
年
於
新
宮
被
召
出
享
保
七
年
御
年
寄
方
物
書
被
仰
付

（
六
十
五
）

段
々
結
構
被
仰
付
宝
暦
十
三
未
年
御
勘
定
頭
被
仰
付
拾
人
扶

持
被
下
置
同
年
元
〆
役
介
被
仰
付
御
役
料
弐
人
扶
持
被
下
明

和
二
酉
年
元
〆
本
役
五
人
扶
持
御
加
増
同
六
丑
年
新
知
百
石
ニ

御
直
シ
同
九
辰
年
隠
居
四
拾
石
被
下
同
年
六
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
九
郎
斯
積

初
彦
兵
衛
勘
太
夫
明
和
九
辰
正
月
家
督
六
拾
石
御
給
人
御
番

被
仰
付
安
永
四
未
四
月
武
具
奉
行
被
仰
付
天
明
元
丑
三
月
江

戸
表
ヘ
被
為
召
御
家
中
ヘ
兵
法
指
南
方
被
仰
付
弐
拾
石
御
増

同
二
月
御
横
目
役
被
仰
付
兵
法
指
南
方
兼
被
仰
付
同
五
巳

十
一
月
元
〆
役
弐
拾
石
御
増
御
役
料
三
人
扶
持
被
下
新
宮
ヘ

為
御
登
寛
政
元
酉
二
月
大
御
目
附
元
〆
兼
御
役
料
五
人
扶
持
ニ

御
直
同
七
月
江

（
六
十
四
）

戸
表
ヘ
被
為
召
候
処
紀
伊
国
様
御
家
督
之
御
頌
御
使
相
勤
御

銀
拝
領
仕
江
戸
表
ヘ
罷
帰
同
十
一
月
弐
相（
拾
）石
御
増
新
宮
ヘ
為

其（
御
）登
同
六
寅
十
月
江
戸
表
ヘ
被
為
召
弐
拾
石
御
加
増
文
化
五

辰
四
月
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
兵
衛
斯
恭

初
司
馬
実
加
藤
孫
左
衛
門
二
男
寛
政
九
巳
年
江
戸
御
中
小
姓
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奉
行
介
被
仰
付
同
五
年
三
月
御
横
目
役
見
習
被
仰
付
同
十
午

年
新
宮
勤
被
仰
付
十
一
月
着
同
十
一
年
正
月
上
ケ
地
御
代
官

役
御
役
料
被
下
文
化
六
巳
二
月
新
知
八
拾
石
御
直
町
郡
奉
行

被
仰
付
御
役
料
高
三
拾
石
被
下

（
六
十
六
）

伊
熊
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
市
郎
左
衛
門

本
広
院
様
御
代
被
召
抱
相
勤
寛
文
四
年
辰
十
一
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
惣
内

寛
文
年
中
被
召
出
元
禄
七
八
月
御
普
請
方
小
奉
行
被
仰
付
同

十
四
巳
六
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
熊
九
蔵

元
禄
十
二
卯
年
被
召
出
御
役
所
物
書
相
勤
罷
在
候
処
母
方
叔

父
伊
熊
定
助
親
惣
内
養
介
引
受
養
育
仕
候
ニ
付
定
助
依
願
宝
永

元
四
月
新
宮
勤
被
仰
付
其
節
女
方
苗
字
ニ
相
改
享
保
十
二
未
正

月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
熊
定
助

西
惣
内
二
男
宝
永
七
年
御
入
部
之
節
於
新
宮
御
小
僧
ニ
被
召
出

同
九
年
御
勘
定
方
被
仰
付
同
二
十
年
御
臨
時
銀
方
被
仰
付
元

文
元
年
御
納
戸
役
御
徒
士
格
御
加
増
被
下
寛
保
二
御
勘
定
組

頭
同
四
年
江
戸
勤
番
於
同
所
御
供
小
姓
格
御
加
増
被
下
寛
延

二
巳
年
江
戸
勤
番
於
同
所
御
中
小
姓
格
御
加
増
宝
暦
八
年
依

願
御
天
守
番
被
仰
付
明
和
三
七
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
正
祗

宝
暦
六
子
年
御
年
寄
衆
茶
取
ニ
召
出
同
八
年
元
服
御
用
部
屋　
　

物
書
御
徒
士
格
明
和
四
年
帆
別
元
役
同
五
年
御
蔵
方
同
六
年

池
田
元
役
同
八
年
御
口
前
所
詰
安
永
三
年
御
勘
定
組
頭
同
五

申
年
江
戸
勤
番
於
同
所
御
供
小
姓
被
仰
付
同
七
年
若
殿
様
御

附
御
中
小
姓
格
同
年
十
一
月
組
頭
ヘ
帰
役
新
宮
ヘ
為
御
登
天

明
四
年
勤
番
之
節
御
加
増
同
九
年
御
勘
定
頭
取
御
中
小
姓
上

席
御
役
料
被
下
寛
政
五
年
上
ケ
知
御
代
官
御
給
人
格
拾
人
扶
持

御
役
料
被
下
同
六
年
江
戸
表
ヘ
被
為
召
元
〆
役
見
習
御
役
料

三
人
扶
持
同
七
六
月
新
宮
ヘ
為
御
登
（
写
先
曰
此
頁
原
本
空
白
ヲ
存
ス

書
添
下
積
ナ
リ
シ
ト
見
ユ　

）

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
右
衛
門
正
□
（「
適
」ヵ
）

天
明
六
年
江
戸
御
勘
定
方
御
徒
士
順
席
被
召
出
寛
政
元
年
御

徒
士
目
附
被
仰
付
同
三
年
御
買
役
被
仰
付
候
処
病
気
ニ
付
御
免

奉
願
候
処
御
勘
定
方
ヘ
帰
役
部
屋
頭
被
仰
付
同
四
年
御
作
事
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弐
人
扶
持
御
増
御
役
料
被
下
同
十
一
年
九
月
依
願
隠
居
弐
人

扶
持
被
下
名
存
養
与
改
享
和
二
八
月
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
郎
左
衛
門
高
朗

中
村
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
角
左
衛
門

明
暦
二
申
年
被
召
出
後
御
船
方
被
仰
付
元
禄
八
亥
四
月
病
死　

仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
兵
衛

元
禄
二
巳
九
月
御
足
軽
ニ
被
召
出
其
後
御
炭
方
浜
役
被
仰
付
宝

永
四
亥
年
御
船
方
肝
煎
被
仰
付
正
徳
三
巳
年
紙
木
綿
類
支
配

御
用
部
屋
書
役
被
仰
付
同（
マ
マ
）

十
年
一
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
左
平
次　
忠
次
喜
治

安（
宝
）永
六
丑
六
月
御
足
軽
ニ
被
召
出
同
年
紙
木
綿
類
支
配
物
書
役

被
仰
付
正
徳
二
辰
年
江
戸
御
勘
定
所
被
仰
付
享
保
三
酉
暮
新

宮
御
勘
定
所
被
仰
付
同
七
年
元
〆
附
被
仰
付
同
九
年
御
勘
定

肝
煎
役
被
仰
付
元
文
五
十
二
月
御
勘
定
頭
取
役
御
中
小
姓
上

座
御
役
料
銀
五
枚
被
下
寛
保
二
十
一
月
拾
人
扶
持
御
直
シ
御
勘

定
頭

若
山
ゟ
江
戸
ヘ
御
供
仕
候
処
兄
九
蔵
病
死
仕
候
ニ
付
跡
目
被
仰

付
罷
登
延
享
年
中
御
船
方
肝
煎
被
仰
付
宝
暦
十
辰
年
病
気
依

願
御
役
御
免
御
天
守
番
被
仰
付
明
和
二
三
月
依
願
御
休
御
扶

持
方
被
下
同
四
八
月
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
郎
左
衛
門
高
宮

宝
暦
三
酉
三
月
江
戸
表
ヘ
被
召
出
御
勘
定
所
介
被
仰
付
同
六

子
七
月
御
椀
方
被
仰
付
同
十
二
七
月
御
年
寄
方
書
役
被
仰
付

同
十
三
年
三
月
御
徒
士
格
御
加
増
被
下
明
和
二
戌
三
月
親
依

願
罷
登
御
用
部
屋
書
役
同（
マ
マ
）

十
年
山
奉
行
役
被
仰
付
同（
マ
マ
）六
五
月

池
田
元
役
被
仰
付
安
永
元
十
一
月
御
勘
定
方
被
仰
付
翌
巳
三

月
再
御
用
部
屋
頭
取
同
様
同
四
未
三
月
御
徒
士
目
附
御
加
増

等
被
下
同
六

（
六
十
七
）

五
月
御
勘
定
組
頭
同
七
江
戸
勤
番
罷
下
同
十
二
月
御
中
小
姓

格
御
加
増
等
被
下
天
明
三
年
再
勤
番
罷
下
御
加
増
被
下
同

八
九
月
御
勝
手
御
調
被
仰
付
江
戸
表
ヘ
罷
下
リ
同（
マ
マ
）
十
年
十
二
月

於
同
所
御
勘
定
頭
取
御
中
小
姓
上
席
御
加
増
御
役
料
等
被
下

寛
政
五
年
御
給
人
格
御
加
増
同
六
十
月
元
〆
介
兼
相
勤
候
様

同
七
年
十
二
月
御
勘
定
頭
拾
人
扶
持
御
直
シ
同
九
巳
三
月
見
習
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被
召
出
天
和
二
戌
年
迄
六
十
三
ケ
年
相
勤
同
年
八
月
御
天
守
番

御
免
隠
居
被
仰
付
御
扶
持
方
弐
人
扶
持
被
下
元
禄
十
年
丑
八

月
九
十
二
歳
ニ
而
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
十
郎

本
広
院
様
御
代
万
治
元
戌
年
於
新
宮
被
召
出
其
後
御
役
替
等

被
仰
付
元
禄
七
戌
八
月
御
代
官
役
被
仰
付
御
加
増
被
下
同
八

卯

（
六
十
九
）

年
迄
御
代
官
役
三
十
ヶ
年
相
勤
同
年
奉
願
御
役
御
免
金
九
両
弐

人
扶
持
其
侭
被
下
隠
居
被
仰
付
享
保
十
五
戌
八
月
八
十
七
歳
ニ

而
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
左
衛
門

享
保
二
酉
二
月
江
戸
御
使
徒
士
ニ
被
召
出
相
勤
罷
在
候
処
同
九

辰
年
親
金
十
郎
隠
居
被
仰
付
候
ニ
付
同
年
四
月
新
宮
勤
御
天
守

番
被
仰
付
延
享
元
子
十
一
月
五
十
四
歳
ニ
而
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
十
郎

延
享
元
子
十
二
月
御
扶
持
方
弐
人
扶
持
被
下
翌
年
丑
正
月
親

太
左
衛
門
跡
目
被
下
置
候
旨
被
仰
出
新
宮
ニ
而
御
年
寄
衆
茶
取

ニ
被
召
出
金
四
両
弐
人
扶
持
被
下
置
寛
延
二
巳
年
三
月
御
勘
定

（
六
十
八
）

銀
拾
枚
御
役
料
被
下
延
享
三
九
月
於
江
戸
表
新
知
百
石
ニ
御
直

シ
新
宮
元
〆
役
御
役
料
五
人
扶
持
被
下
宝
暦
九
三
月
三
拾
石
御

増
都
合
百
三
拾
石
ニ
被
成
下
宝
暦
十
三
未
年
三
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
四
郎
記
里

実
若
山
御
家
中
独
礼
格
高
瀬
久
右
衛
門
忰
ニ
而
宝
暦
十
二
年
養

子
ニ
罷
越
翌
八
月
家
督
七
拾
石
ニ
被
仰
付
御
給
人
御
番
被
仰
付

　
　
（
此
間
一
行
計　

空
白　
　
　

　
　
）
寛
政
五
年
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
次

杉
浦
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
太
左
衛
門

参
州
西
端
村
住
人
杉
浦
（「
太
」脱
カ
）
左
衛
門
与
申
者
忰
ニ
而
松
平
左
馬
允
様

御
家
ニ
相
勤
罷
在
候
全
龍
院
様
遠
州
浜
松
御
拝
領
之
砌
被
召
出

御
国
替
之
節
浜
松
ゟ
御
供
仕
新
宮
ヘ
罷
越
相
勤
本
広
院
様
御

代
承
応
元
辰
年
隠
居
被
仰
付
御
扶
持
方
弐
人
扶
持
被
下
万
治

三
年
子
正
月
八
十
歳
ニ
而
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
兵
衛
信
直

親
太
左
衛
門
一
所
ニ
浜
松
ゟ
御
供
仕
罷
越
元
和
七
酉
年
於
新
宮
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小
姓
被
仰
付
天
明
五
申
五
月
御
右
供
御
近
習
格
被
仰
付
同
七

年
未
十
二
月
新
宮
勤
被
仰
付
家
督
八
人
扶
持
被
下
御
広（「
間
」脱
）三番

被
仰
付
寛
政
三
年
亥
十
月
病
死
仕
候

右
同
人
大
病
ニ
相
成
候
砌
大
西
軍
蔵
忰
徳
松
甥
之
続
ニ
付
養
子

ニ
奉
願
候
処
願
之
通
被
仰
付
幼
年
ニ
付
三
人
扶
持
被
下
同
五
年

丑
十
二
月
病
死
仕
候
其
節
金
十
郎
老
母
御
憐
愍
奉
願
候
処
金

十
郎
勤
間
茂
無
之
其
上
徳
松
儀
幼
年
ニ
而
病
死
仕
候
得
共
数
代

無
難
ニ
相
勤
候
旧
家
之
儀
ニ
付
御
憐
愍
老
母
ヘ
壱
人
扶
持
被
下

候
間
進
而
相
応
之
者
願
出
候
ハ
ヽ
名
跡
可
被
仰
付
旨
被
仰
出
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
三
郎

実
伊
藤
与
市
弟
ニ
而
寛
政
二
戌
三
月
江
戸
御
用
部
屋
書
役
御
徒

士
順
席
ニ
被
召
出
相
勤
罷
在
候
処
同
六
年
寅
四
月
思
召
有
之
新

宮
ヘ
御
差
登
セ
格
式
御
宛
行
其
侭
ニ
而
御
天
守
番
被
仰
付
其
砌

金
十
郎
老
母
奉
願
名
跡
相
続
被
仰
付
老
母
ヘ
被
下
有
之
候
御

扶
助
被
召
上
候

小
瀬
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
瀬
彦
右
衛
門

浅
野
右
近
太
夫
殿
ニ
而
山
林
奉
行
相
勤
罷
在
御
国
替
之
節
相
残

方
被
仰
付
宝
暦
元
未
十
月
御
用
部
屋
書
役
被
仰
付
同
十
年
辰

十
月
元
〆
附
取
立
方
被
仰
付
金
弐
分
御
加
増
被
下
御
役
料
等

被
下
同
十
三
未
十
月
御
徒
士
格
御
納
戸
役
被
仰
付
金
弐
歩
御

増
明
和
四
年
亥
正
月
御
代
官
役
被
仰
付
御
役
料
米
弐
石
被
下

同
六
丑
十
一
月
御
供
小
姓
格
金
壱
両
御
増
被
下
同
八
卯
五
月

御
勘
定
組
頭
被
仰
付
翌
辰
年
江
戸
勤
番
於
同
所
御
中
小
姓
格

金
壱
両
御
増
安
永
二
巳
十
二
月
御
代
官
役
介
被
仰
付
同
三
午

正
月
御
役
料
米
弐
石
被
下
同
七
月
再
御
代
官
役
被
仰
付
金
弐

歩
御
増
同
六
酉
五
月
本
御
中
小
姓
詰
御
役
所
吟
味
役
被
仰
付

金
弐
歩
御
増
是
迄
之
御
代
官
御
役
料
其
侭
被
下
金
八
両
高
ニ
被

仰
付
安
永
八
亥
正
月
江
戸
表
ヘ
引
越
被
仰
付
罷
下
候
処
御
給

人
格
御
勘
定
組
頭
役
被
仰
付
金
拾
両
三
人
扶
持
ニ
被
成
下
同
年

十
一
月
新
宮
勤
被
仰
付
罷
登
リ
天
明
元
酉
十
二
月
上
ケ
知
御
代

官
役
被
仰
付
拾
人
扶
持
ニ
被

（
七
十
）

成
下
同
六
午
閏
十
月
御
勘
定
頭
取
役
被
仰
付
御
役
料
銀
拾
枚

被
下
同
七
年
未
八
月
病
死
仕
候

一
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
十
郎

安
永
七
戌
二
月
江
戸
表
御
供
小
姓
被
召
出
同
九
子
七
月
御
中



－ 196 －

候
ニ
付
養
介
共
養
育
仕
罷
在
候
享
保
八
卯
年
九
月
御
船
方
被
仰

付
元
文
五
年
二
月
御
徒
士
格
御
天
守
番
被
仰
付
数
十
年
相
勤

候
ニ
付
寛
延
三
午
三
月
御
給
扶
持
其
侭
被
下
為
御
休
被
下
宝
暦

六
子
年
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

享
保
四
年
江
戸
御
足
軽
ニ
被
召
出
候
処
早
瀬
国
次
病
死
仕
候
ニ

付
同
人
養
介
養
育
為
仕
度
旨
親
茂
八
奉
願
同
十
三
年
新
宮
勤

被

（
七
十
二
）

仰
付
元
文
二
年
御
普
請
方
小
奉
行
被
仰
付
延
享
元
年
帆
別
元

役
薪
支
配
被
仰
付
候
処
病
気
ニ
付
奉
願
同
三
年
十
月
隠
居
被
仰

付
壱
人
扶
持
被
下
安
永
九
子
年
病
死
仕
候

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
右
衛
門
時
次

延
享
四
卯
五
月
御
年
寄
衆
茶
取
ニ
被
召
出
宝
暦
五
年
二
月
御
勘

定
方
見
習
同
十
三
年
取
立
方
被
仰
付
明
和
三
戌
十
月
御
徒
士

格
組
頭
役
被
仰
付
同
八
卯
年
江
戸
勤
番
同
年
於
同
所
御
供
小

姓
格
同
六
年
五
月
御
中
小
姓
上
座
御
勘
定
頭
取
役
御
加
増
御

役
料
等
被
下
同
九
子
二
月
御
給
人
席
御
加
増
御
役
料
銀
拾
枚
ニ

御
増
天
明
五
巳
十
二
月
御
勘
定
頭
拾
人
扶
持
ニ
御
直
シ
寛
政
元

リ
候
処
全
龍
院
様
御
国
入
之
砌
右
之
趣
意
を
以
被
召
山
奉
行
相

（
七
十
一
）

　
　
勤
申
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
左
衛
門

全
龍
院
様
御
代
親
同
様
被
召
出
慶
安
二
年
御
中
間
頭
御
賄
役

被
仰
付
相
勤
申
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
吉

被
召
出
寛
文
九
年
御
中
間
頭
御
賄
役
被
仰
付
正
徳
四
年
午
六

月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
瀬
安
兵
衛

早
瀬
源
吉
由
緒
有
之
者
ニ
付
養
介
ニ
罷
成
候
之
処
源
吉
奉
願
苗

字
小
瀬
与
改
新
宮
御
組
入
被
召
出
元
禄
十
五
年
午
九
月
御
普
請

方
小
奉
行
被
仰
付
同
十
六
年
未
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
八

元
禄
八
年
江
戸
御
足
軽
ニ
被
召
出
同
十
五
十
二
月
新
宮
勤
被
仰

付
宝
永
七
四
月
御
普
請
方
小
奉
行
被
仰
付
早
瀬
源
吉
養
介
共

引
受
養
育
仕
候
処
正
徳
元
十
一
月
源
吉
二
男
国
次
儀
江
戸
御

坊
主
ニ
被
召
出
享
保
四
年
新
宮
勤
被
仰
付
御
用
部
屋
相
勤
同
七

年
六
月
病
死
仕
右
国
次
江
戸
表
ヘ
被
召
出
候
後
源
吉
病
死
仕
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格
延
享
三
年
御
供
小
姓
格
御
加
増
被
下
同
年
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
作
貫
長

享
保
十
六
年
江
戸
御
坊
主
被
召
出
於
同
所
御
役
所
書
役
被
仰

付
同
十
八
年
紙
木
綿
類
預
リ
加
役
被
仰
付
元
文
元
年
平
御
勘
定

人
被
仰
付
同
二
巳
年
御
用
部
屋
書
役
同
五
年
御
右
筆
方
御
徒

士
格
延
享
二
年
御
供
小
姓
格
御
加
扶
持
同
四
年
新
宮
勤
被
仰

付
御
勘
定
方
介
寛
延
二
年
御
納
戸
役
宝
暦
元
未
年
江
戸
御
祐

筆
御
中
小
姓
格
同
七
年
新
宮
勤
翌
正
月
罷
登
御
勘
定
組
頭
明

和
三
年
御
中
小
姓
順
席
御
加
増
同
六
年
御
勘
定
頭
取
御
給
人

格
拾
人
扶
持
御
役
料
被
下
安
永
二
年
御
勘
定
頭
五
人
扶
持
御

増
同
六
酉
年
元
〆
役
御
役
料
銀
拾
枚
其
侭
被
下
天
明
三
卯
年

新
知
八
拾
石
御
直
御
役
料
五
人
扶
持
被
下
同
五
年
依
願
御
役

御
免
御
番
被
仰
付
同
六
四
月
隠
居
弐
拾
石
被
下
名
甫
睡
与
改
天

明
八
申
年
十
一
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
作
貫
還
後
十
兵
衛

実
島
野
古
井
末
子
親
養
子
ニ
罷
成
天
明
四
辰
十
一
月
江
戸
御
中

小
姓
被
召
出
同
六
午
四
月
御
登
セ
家
督
六
拾
石
被
下
御
番
被
仰

付
寛
政
元
酉
四
月
武
具
奉
行
同
六
十
二
月
御
横
目
役
同
九
巳

十
二
月
町
郡
奉
行
文
化
二
巳
四
月
元
〆
役
同
四
三
月
町
郡
奉

三
月
元
〆
見
習
弐
人
扶
持
御
増
御
役
料
三
人
扶
持
被
下
同
四

子
十
一
月
本
役
御
役
料
五
人
扶
持
ニ
御
直
同
六
十
一
月
頭
役
順

席
新
知
八
拾
石
被
下
同
九
巳
三
月
依
願
隠
居
弐
拾
石
被
下
同

巳
五
月
病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
十
郎
尚
次

天
明
四
辰
正
月
江
戸
御
小
姓
被
召
出
同
六
午
年
御
中
小
姓
被

仰
付
御
役
料
被
下
寛
政
元
十
二
月
御
近
習
御
加
増
被
下
同
九

年
五
月
家
督
六
拾
石
新
宮
御
番
被
仰
付
文
化
六
巳
二
月
上
ケ
知

御
代
官
御
役
料
金
五
両
被
下
同
十
年
酉
十
月
病
死
仕
候

一　
九
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
太
郎

川
上
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
六
太
夫

元
禄
十
三
辰
年
江
戸
御
足
軽
ニ
被
召
出
同
十
四
年
御
普
請
方
小

奉
行
被
仰
付
宝
永
六
丑
年
新
宮
勤
同
七
年
池
田
御
炭
方
浜
役

正

（
七
十
三
）

徳
五
未
年
大
御
目
附
役
附
享
保
十
年
御
船
方
肝
煎
同
十
四
年

池
田
元
役
元
文
四
年
御
代
官
御
役
料
被
下
同
五
申
年
御
徒
士
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月
御
勘
定
所
被
仰
付
寛
保
元
四
月
同
所
肝
煎
被
仰
付
同
年　
　

江
戸
勤
番
同
二
正
月
於
同
所
御
徒
士
格
延
享
二
年
再
勤
番
翌

正
月
於
同
所
御
供
小
姓
格
寛
延
三
年
江
戸
勤
番
之
内
御
中
小

姓
格
宝
暦
九
年
正
月
御
加
増
同
十
三
年
十
月
上
ケ
知
御
代
官

御
給
人
格
拾
人
扶
持
ニ
被
成
下
御
役
料
金
五
両
被
下
明
和
二
酉

十
二
月
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
弥
惣
常
直

初
山
田
理
兵
衛
明
和
三
年
二
月
五
両
弐
人
扶
持
ニ
被
召
出
同
五

月
七
両
弐
人
扶
持
御
広
間
三
番
御
中
小
姓
順
席
同
六
九
月
御

勘
定
組
頭
安
永
四
閏
十
二
月
病
気
ニ
付
御
役
御
免
翌
五
月
御
広

間
三
番
天
明
三
七
月
御
勘
定
組
頭
介
翌
九
月
本
役
御
加
増
同

八
三
月
病
気

（
七
十
五
）

ニ
付
御
役
御
免
御
広
間
三
番
寛
政
五
年
十
二
月
本
苗
望
月
与
改

同
六
九
月
不
調
法
之
儀
ニ
付
御
徒
士
格
御
天
守
番
被
仰
付

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
八
後
甚
之
右
衛
門

中
村
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
善
八
猶
重

行
帰
役
文
化
五
辰
十
一
月
大
御
目
附
元
〆
兼
役
被
仰
付

山
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
理
兵
衛
政
広

（
七
十
四
）

本
国
備
後
祖
父
望
月
右
衛
門
太
夫
同
国
野
島
城
主
之
由
ニ
而
二

男
弥
惣
上
杉
家
ニ
仕
関
ケ
原
後
浪
人
慶
長
十
三
年
加
藤
家
ニ
仕

水
間
孫
左
衛
門
与
変
名
弓
足
軽
預
リ
寛
永
二
年
加
藤
家
奥
州
会

津
ヘ
国
替
之
節
暇
乞
候
処
奉
公
無
構
浪
人
仕
慶
安
元
年
御
国

若
山
ニ
居
住
寛
文
十
一
七
月
病
死
仕
其
子
理
兵
衛
ニ
而
明
暦
二

申
年
御
家
ヘ
被
召
出
江
戸
表
ヘ
下
リ
其
節
山
田
与
改
万
治
二
年

御
徒
士
目
附
ケ
御
代
官
被
仰
付
新
宮
ヘ
為
御
登
元
禄
元
年
御
役

御
免
御
天
守
番
被
仰
付
同
九
年
子
十
二
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
之
右
衛
門
政
（
マ
マ
）

元
禄
六
九
月
江
戸
御
供
小
姓
被
召
出
候
処
親
病
死
ニ
付
同
十
年

新
宮
勤
寛
永
六
六
月
御
納
戸
役
被
仰
付
正
徳
二
六
月
御
代
官

同
五
七
月
御
納
戸
帰
役
享
保
十
巳
七
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
兵
衛
政
究

享
保
十
巳
十
月
被
召
出
幼
年
ニ
付
御
会
所
勤
被
仰
付
同
十
四
十
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（
七
十
六
）

御
勘
定
頭
被
仰
付
同
五
巳
十
二
月
元
〆
役
被
仰
付
同
八
申
三

月
於
江
戸
表
病
死
仕
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
右
衛
門
候
隆

天
明
五
正
月
江
戸　
　
　
　
　
（
空
白
）　
　
　
　

 　

同
八
年
九

月
跡
目
八
人
扶
持
御
広
間
三
番
御
中
小
姓
順
席
寛
政
八
辰

十
一
月
御
給
人
被
仰
付

福
田
氏

一　
元
祖　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
逸
八
遠
脩

福
田
宇
左
衛
門
孫
市
之
右
衛
門
実
子
ニ
而
享
保
十
八
丑
年
拾
人

扶
持
ニ
被
召
出
若
山
御
広
間
御
番
被
仰
付
宝
暦
三
酉
年
弐
人
扶

持
被
召
上
新
宮
御
番
被
仰
付
明
和
九
辰
年
依
願
隠
居
弐
人
扶

持
被
下
名
耳
介
与
改
安
永
三
午
年
十
二
月
病
死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
兵
衛
遠
澄

初
宗
三
郎
実
若
山
御
直
参
鵜
殿
村
村
田
次
郎
右
衛
門
二
男
養

子
ニ
罷
成
明
和
二
丑
年
江
戸
御
中
小
姓
被
召
出
明
和
九
年
親
依

願
隠
居
被
仰
付
家
督
拾
石
弐
人
扶
持
新
宮
御
番
被
仰
付
安
永

七
戌
年
御
中
小
姓
三
番
天
明
四
辰
年
元
席
御
給
人
寛
政
元
年

元
祖（
文
）三
年
午
二
月
被
召
出
御
代
官
役
迄
相
勤
享
保
十
七
年
病

死
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
右
衛
門
重
候

享
保
十
一
年
午
二
月
江
戸
御
年
寄
方
書
役
被
召
出
其
後
平
御

勘
定
方
被
仰
付
同
十
七
年
新
宮
勤
平
御
勘
定
方
同
十
八
年
同

所
肝
煎
役
見
習
御
役
料
被
下
其
後
段
々
格
式
等
被
下
御
中
小

姓
迄
ニ
被
仰
付
宝
暦
八
年
十
月
御
勘
定
頭
取
御
役
料
被
下
御
中

小
姓
上
座
同
十
辰
年
被
為
召
十
月
元
〆
並
被
仰
付
拾
人
扶
持

御
役
料
銀
拾
枚
被
下
同
十
二
午
正
月
元
〆
本
役
五
人
扶
持
御

増
四
月
罷
帰
同
十
三
未
六
月
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
八
郎
候
中

初
幸
次
宝
暦
四
年
江
戸
御
使
徒
士
ニ
被
召
出
七
月
着
仕
候
処
平

御
勘
定
方
被
仰
付
同
五
年
御
年
寄
方
書
役
被
仰
付
御
供
小
姓

席
御
加
増
其
後
御
供
方
被
仰
付
夫
ゟ
表
御
徒
士
目
附
被
仰
付

其
後
理
性
院
様
御
徒
士
目
附
御
中
小
姓
格
其
後
御
左
供
宝
暦

十
三
年
御
近
習
御
右
供
被
仰
付
同
年
十
月
新
宮
ヘ
為
御
登
拾

石
三
人
扶
持
御
番
被
仰
付
明
和
三
年
上
ケ
知
御
代
官
拾
人
扶
持

ニ
御
直
御
役
料
被
下
同
六
丑
七
月
御
免
御
番
被
仰
付
天
明
三
卯

三
月
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内
色
川
百
石
給
之
元
和
五
年
夏
国
替
ニ
付
浪
人
同
年
藤
堂
和
泉

守
殿
添
簡
を
以
全
龍
院
様
御
与
力
明
知
百
五
拾
石
ニ
被
召
抱
色

川
領
地
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
郎
盛
倍

家
督
相
続
中
里
村
領
地
仕
候
寛
文
二
年
寅
五
月
隠
居
同
三
卯

正
月
八
日
六
十
三
歳
ニ
而
病
死
仕
候

一　
三
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
郎
盛
正

初
九
兵
衛
寛
文
二
寅
五
月
家
督
被
仰
付
候
処
延
宝
八
申
閏
八

月
十
七
日
四
十
二
歳
ニ
而
病
死
仕
候
兼
々
不
行
跡
ニ
付
跡
御
潰

被
成
候

一　
四
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
三
郎

一
生
浪
人
仕
元
禄
二
巳
六
月
九
日
二
十
四
才
ニ
而
病
死
仕
候

一　
五
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
蔵

（
七
十
八
）

旧
苗
清
水
与
改
享
保
六
丑
年
五
月
六
日
病
死
仕
候

一　
六
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
右
衛
門
盛
房

初
清
水
源
十
郎
享
保
初
年
比
江
戸
表
ヘ
被
召
出
追
而
本
苗
色
川

与
改
新
宮
ニ
而
小
奉
行
迄
相
勤
宝
暦
五
十
二
月
隠
居
同
十
二
年

午
十
一
月
廿
二
日
病
死
仕
候

拾
人
扶
持
ニ
御
直
同
年
三
月
武
具
奉
行
被
仰
付
同
六
年
右
御
役

御
免
同
年
九
月
三
人
扶
持
被
召
上
御
中
小
姓
格
御
天
守
番
被

仰
付
文
化
三
寅
七
月
御
広
間
三
番
御
中
小
姓
順
席
被
仰
付

飯
田
氏

一　
（
空
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

飯
田
武
蔵
後　
　
　

半
右
衛
門

（
七
十
七
）

同
苗
久
右
衛
門
恒
繁
二
男
天
明
二
丑
（
マ
マ
）

月
江
戸
御
中
小
姓
被
召

出
同
三
卯
七
月
御
近
習
同
八
申
七
月
格
禄
其
侭
御
広
間
三
番

被
仰
付
寛
政
三
年
亥
七
月
御
給
人
同
五
年
丑
八
月
新
宮
勤
御

番
入
被
仰
付

色
川
氏

一　
元
祖
色
川
三
九
郎
ハ
平
維
盛
二
男
清
水
権
太
郎
盛
広
後
胤
色
川

入
道
浄
珍
子
ニ
而
色
川
数
代
之
地
頭
熊
野
七
人
士
之
其
壱
人
也

豊
臣
秀
吉
公
ゟ
本
領
安
堵
七
百
石
給
文
禄
年
中
藤
堂
佐
渡
守

殿
ヘ
附
属
而
朝
鮮
ヘ
渡
海
慶
長
五
年
関
ヶ
原
一
戦
之
時
堀
内
安

房
守
氏
吉
討
手
ニ
手
を
失
ひ
領
地
被
召
放
浪
人
同
六
年
浅
野
左

京
太
夫
幸
長
家
老
浅
野
孫
左
衛
門
高
勝
領
地
八
千
三
百
石
之
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一　

池
谷
忠
左
衛
門
初
忠
三
郎
元
和
比
百
石
寛
永
二
五
拾
石
御
増

同
三

（
七
十
九
）

年
五
拾
石
御
増
承
応
三
年
百
石
御
増
都
合
三
百
石
寛
文
五
巳

二
月
御
暇
出
候

一　
井
出
杢
左
衛
門
初
三
七
郎
元
和
比
百
石
寛
永
七
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

石
垣
鋼
右
衛
門
元
和
比
五
拾
石
被
下
社
中
ゟ
出
候
拾
人
衆
之

内
也

一　

井
出
七
郎
右
衛
門
初
長
太
夫
寛
永
比
百
弐
拾
石
同
三
年
三
拾

石
明
暦
元
年
未
九
月
九
日
死
其
子
七
郎
右
衛
門
明
暦
二
年
弐

百
石
延
宝
四
十
一
月
四
日
ニ
死
ス
其
子
伴
六
幼
年
之
比
御
扶
持

方
元
禄
七
八
月
五
拾
石
三
右
衛
門
正
利
与
改
宝
永
二
四
月
死
ス

其
子
亀
五
郎
若
山
表
方
縁
家
江
引
取
候

一　
石
川
小
左
衛
門
寛
永
元
年
百
五
拾
石
同
十
一
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

井
上
才
兵
衛
正
信
初
山
三
郎
寛
永
六
年
七
拾
石
同
七
年
三
拾

石
御
増
承
応
三
年
五
拾
石
御
増
延
宝
五
年
五
拾
石
御
増
天
和

三
年
五
拾
石
御
増
都
合
三
百
石
貞
享
元
子
七
月
十
九
日
死
真

受
院
日
願
与
号
ス
其
子
文
六
後
才
兵
衛
正
晴
家
督
三
百
石
元
禄

四
年
知
行
被
召
放
忰
長
十
郎
御
構
無
之

一　
七
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
楚
平
邦
脩

宝
暦
五
年
十
二
月
被
召
出
文
化
二
丑
正
月
隠
居
同
五
辰
八
月

十
三
日
病
死
仕
候

一　
八
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
惣
七
盛
脩

文
化
二
丑
年
正
月
被
召
出

本
広
院
様
御
家
督
元
和
九
年
ゟ
知
徳
院
様
御
逝
去
宝
永
四
年

迄
八
十
五
年
之
間
及
断
絶
候
御
与
力
並
江
戸
若
山
新
宮
御
家

中
姓
名
書
附

　
　
　
　
い
の
部

一　

伊
辺
内
蔵
之
助
正
信
初
主
馬
之
助
元
和
比
三
百
石
寛
永
二
年

五
拾
石
御
増
同
十
七
年
百
石
御
増
都
合
四
百
五
拾
石
寛
文
五

巳
九
月
死
其
子
武
兵
衛
拾
人
扶
持
被
下
元
禄
十
四
年
巳
十
月

死
ス
断
絶

一　

井
出
三
右
衛
門
元
和
比
弐
百
石
寛
永
二
七
拾
石
御
増
同

十
四
三
拾
石
御
増
都
合
三
百
石
慶
安
三
寅
九
月
廿
七
日
死
其

子
三
治
慶
安
四
年
百
五
拾
石
三
右
衛
門
与
改
万
治
二
年
比
御
暇

出
候
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十
三
年
御
徒
士
頭
宝
永
元
正
月
四
日
死
親
ハ
本
宮

一　

井
上
清
太
夫
初
丹
七
丹
右
衛
門
甚
右
衛
門
二
男
寛
永
元
秋
五

拾
石
同
七
年
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
ろ
な
し

　
　
　
　
は
の
部

一　
原
田
源
左
衛
門
元
和
比
百
五
拾
石
寛
永
五
辰
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

原
伊
左
衛
門
寛
永
二
年
百
五
拾
石
同
八
年
迄
同
勘
之
丞
寛
永

九
年
七
拾
石
正
保
三
年
迄
見
ヘ
候

一　

林
儀
左
衛
門
寛
永
十
四
年
之
比
御
与
力
弐
百
石
被
召
抱
正
保

元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
原
佐
次
兵
衛
寛
永
廿
未
年
弐
百
石
被
下
明
暦
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

原
半
左
衛
門
正
保
元
之
比
小
笠
原
長
左
衛
門
殿
御
肝
煎
を
以

御
与
力
百
五
拾
石
御
増
同
二
年
迄
見
ヘ
候

一　

早
川
作
右
衛
門
初
九
郎
左
衛
門
承
応
元
年
百
石
寛
文
九
年
十

月
二
日
死
ス
同
十
年
正
月
助
之
右
衛
門
家
督
百
石
被
下
後
九

左
衛
門
宝
永
二
年
迄
見
ヘ
候

一　

服
部
六
郎
右
衛
門
佐
忠
明
暦
三
年
百
石
延
宝
元
丑
七
月
廿
九

日
切

（
八
十
一
）

一　

今
泉
平
兵
衛
寛
永
年
中
弐
百
五
拾
石
御
与
力
御
抱
被
成
候
二

代
目
平
兵
衛
木
ノ
本
奉
行
御
雇
同
十
一
亥
年
子
細
有
之
被
成

御
潰
候
翌
年
大
坂
ニ
而
病
死
本
文
子
細
ハ
百
姓
を
苦
し
め
し
故

也
と
云
々

一　

庵
原
源
左
衛
門
寛
永
九
年
弐
百
石
ニ
而
御
与
力
ニ
御
抱
寛
永
年

中
病
死
梅
顔
好
春
与
号
ス

一　
井
口
清
右
衛
門
寛
永
十
三
年
百
石
同
十
七
年
迄
見
ヘ
候

一　
石
垣
作
右
衛
門
正
保
二
年
百
五
拾
石
同
三
年
迄
見
ヘ
候

一　

石
川
五
左
衛
門
寛
文
元
年
百
石
御
普
請
奉
行
迄
相
勤
同
十
二

年
六
月
死
ス
親
平
太
夫
備
中
山
崎
甲
斐
守
殿
ニ
而
弐
百
五
拾
石

普
請
奉

（
八
十
）

行
相
勤
二
代
平
太
夫
其
子
平
太
郎
八
歳
成
候
時
五
左
衛
門
養

子
致
シ
死
後
罷
越
又
本
国
ヘ
帰
候

一　

井
上
弥
五
八
盛
政
初
又
之
丞
御
切
米
被
召
出
天
和
元
年
五
拾　
　

石
ニ
御
直
貞
享
二
八
月
十
四
日
死
ス

一　
飯
尾
重
蔵
貞
享
二
年
五
拾
石
元
禄
三
年
依
願
御
暇
被
下
候

一　
井
上
古
兵
衛
元
禄
二
正
月
百
石
同
九
年
迄
見
ヘ
候

一　

井
上
直
助
元
禄
七
年
五
拾
石
同
十
二
正
月
五
拾
石
御
増
同



－ 203 －

一　
北
條
茂
右
衛
門
寛
永
十
六
年
百
五
拾
石
寛
文
元
七
月
死
ス

　
　
　
　
へ
な
し

　
　
　
　
と
の
部

一　

戸
田
兵
左
衛
門
元
和
比
弐
百
石
寛
永
十
三
子
三
月
死
ス
即
庵

浄
久
与
号
ス
其
子
新
十
郎
主
膳
共

御
扶
持
方
被
下
寛
文
五
年
百
石

被
下
弥
市
兵
衛
秀
盛
と
云
貞
享
二
丑
年
御
改
易
被
仰
付
候

（
八
十
二
）

一　

豊
田
佐
左
衛
門
元
和
比
弐
百
石
寛
永
元
年
百
石
御
増
都
合

三
百
石
同
二
丑
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
戸
松
甚
右
衛
門
元
和
九
迄
五
拾
石
ニ
相
見
ヘ
候

一　
富
田
平
左
衛
門
寛
永
七
年
百
石
同
十
一
年
迄
見
ヘ
候

一　

富
永
清
太
夫
承
応
元
年
百
石
万
治
元
年
五
拾
石
御
増
寛
文

十
一
年
九
月
十
一
日
義
娘
壱
人
有
之

一　

豊
田
粂
右
衛
門
御
近
習
目
附
御
扶
持
方
ゟ
元
禄
十
六
七
月
五

拾
石
ニ
御
直
宝
永
元
迄
見
ヘ
候

一　
富
田
半（
マ
マ
）大
延
宝
元
五
月
十
二
日
百
石
貞
享
二
年
比
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
ち
り
ぬ
る
な
し

　
　
　
　
を
の
部

一　

小
浦
喜
右
衛
門
初
才
兵
衛
御
与
力
遠
州
越
知
行
不
知
寛
永
年

腹
被
仰
付
候
秋
白
良
南
与
号

一　
伴
小
三
次
天
和
三
年
亥
十
月
御
中
小
姓
ニ
御
抱
元
禄
七
年
五
拾

石
同
十
二
正
月
五
拾
石
御
増
寛
永
四
年
之
比
乱
心
新
宮
ヘ
被

遣
候

一　

服
部
幸
左
衛
門
貞
享
三
年
五
拾
石
被
下
元
禄
三
午
年
九
月
御

暇
被
下
候

一　

橋
本
定
之
進
同
苗
市
郎
左
衛
門
二
男
元
禄
二
年
五
拾
石
同
五

年
五
拾
石
御
増
都
合
百
石
同
八
年
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
に
の
部

一　
西
八
太
夫
寛
永
元
年
五
拾
石
正
保
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

西
尾
治
郎
左
衛
門
初
新
太
郎
寛
永
元
年
百
石
同
三
年
三
拾
石

御
増
都
合
百
三
拾
石
同
十
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
西
忠
左
衛
門
元
和
之
比
五
拾
石
被
下

一　

西
方
太
郎
左
衛
門
寛
永
十
五
年
御
与
力
弐
百
五
拾
石
御
抱
正

保
元
年
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
ほ
の
部

一　
堀
五
郎
右
衛
門
元
和
九
年
迄
弐
百
五
拾
石
相
見
ヘ
候

一　

堀
弥
五
左
衛
門
元
和
比
弐
百
石
寛
永
三
十
一
月
死
ス
其
子
善

吉
弥
五
左
衛
門
と
改
寛
永
四
年
百
石
同
十
七
年
（「
迄
」脱
カ
）
相
見
ヘ
候
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一　

奥
川
源
右
衛
門
初
孫
兵
衛
又
源
六
共
云
寛
永
八
年
百
石
被
下

万
治
二
年
比
迄
相
見
ヘ
候

一　
折
野
三
郎
右
衛
門
寛
永
十
一
戌
ニ
百
石
同
十
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
大
森
伊
右
衛
門
寛
永
十
四
年
百
三
拾
石
正
保
二
年
迄
見
ヘ
候

一　
小
栗
伝
兵
衛
初
万
助
寛
永
十
七
年
百
石
正
保
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
太
田
正
佐
寛
永
廿
年
三
百
石
正
保
元
年
迄
見
ヘ
候

一　

小
川
左
太
夫
初
九
十
郎
慶
安
元
弐
百
石
承
応
二
年
迄
相
見
ヘ

候
是
ハ
二
代
目
彦
左
衛
門
若
名
ニ
而
無
之
哉

一　
小
川
権
左
衛
門
承
応
元
年
百
石
同
二
年
迄
見
ヘ
候

一　

太
田
武
助
初
新
左
衛
門
明
暦
二
年
弐
百
石
寛
文
五
年
比
依
願

御
暇
被
下
候

一　
太
田
作
平
寛
文
三
年
百
石
同
九
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

大
久
保
七
右
衛
門
寛
文
十
二
年
百
石
延
宝
二
年
春
五
拾
石
同

八
正
月
五
拾
石
都
合
弐
百
石
元
禄
十
一
年
春
眼
病
依
願
御
暇

被
下
其
子
三
郎
右
衛
門
弐
百
石
被
下
宝
永
三
年
五
拾
石
御
増

同
四
正
月
御
暇
出
候

一　
折
井
喜
右
衛
門
貞
享
三
年
百
石
被
下

一　

太
田
次
左
衛
門
利
政
元
禄
二
年
正
月
新
知
五
拾
石
同
十
二
冬

五
拾
石
御
増
都
合
百
石
安
永
元
申
十
一
月
大
御
目
附
役
元
〆

中
断
絶
子
細
不
知

一　

小
川
彦
左
衛
門
初
左
太
夫
元
和
比
弐
百
五
拾
石
寛
永
二
年

百
五
拾
石
御
増
都
合
四
百
石
寛
文
二
年
十
月
十
六
日
死
ス
一

山
当
心
と
云
其
子
彦
左
衛
門
通
茂
家
督
四
百
石
被
下
寛
文
八
申

七
月
十
九
日
死
ス
当
成
道
得
与
号
ス
家
断
絶

一　

小
幡
助
兵
衛
元
和
比
百
五
拾
石
寛
永
二
年
百
石
御
増
都
合
弐

百
五
拾
石
同
七
年
迄
見
ヘ
候

一　

太
田
清
右
衛
門
元
和
比
百
石
寛
永
十
一
年
迄
相
見
ヘ
候
同
苗

清
六
同
十
二
年
五
拾
石
被
下
正
保
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

岡
五
郎
左
衛
門
初
作
十
郎
元
和
比
百
石
寛
永
十
三
子
年
迄
相

見
ヘ
候　
（　
空　
　
白　
）　

万
治
三
五
月
廿
六
日
死
ス
恵
岳
浄
智

と
号
ス
加
藤
武
手
之
助
妹
婿
也

（
八
十
三
）

一　
奥
村
金
之
丞
寛
永
元
百
五
拾
石
被
下
同
十
四
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

小
浦
十
郎
左
衛
門
初
次
郎
兵
衛
寛
永
二
年
百
五
拾
石
同
五
年

迄
相
見
ヘ
候

一　
岡
島
助
之
丞
寛
永
三
年
百
石
同
八
年
迄
見
ヘ
候

一　

奥
田
右
馬
之
助
初
又
兵
衛
寛
永
六
年
百
石
慶
安
元
年
迄
相
見

ヘ
候
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一　
加
藤
武
手
之
助
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
六
巳
十
二
月
廿
七
日
死

ス
其
子
武
手
之
助
家
督
無
相
違
被
下
万
治
三
年
子
五
月
八
日

死
ス
其
子
武
手
之
助
宣
嘉
寛
文
元
年
百
石
延
宝
四
辰
六
月
二

日
病
死
其
子
伝
六
若
山
勤
断
絶
ス
子
細
不
知
候

一　
加
藤
新
右
衛
門
寛
永
十
七
年
百
石
万
治
元
年
迄
見
ヘ
候

一　
金
子
小
兵
衛
寛
文
三
八
月
百
石
同
十
二
月
迄
見
ヘ
候

一　
河
野
伴
内
延
宝
七
年
百
石
天
和
三
年
迄
見
ヘ
候

（
八
十
五
）

一　
片
山
浅
右
衛
門
政
英
天
和
三
七
月
五
拾
石
元
禄
三
迄
相
見
ヘ
候

一　
柑
子
甚
内
正
明
元
禄
七
年
五
拾
石
同
十
一
年
迄
見
ヘ
候

　
　
　
　
よ
の
部

一　
吉
野
新
五
左
衛
門
初
七
兵
衛
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
二
年
五
拾

石
御
増
慶
安
二
年
比
迄
見
ヘ
候

　
　
　
　
た
の
部

一　
竹
村
庄
左
衛
門
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
鯛
瀬
小
右
衛
門
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
元
年
迄
相
見
ヘ
其
子
弥

五
左
衛
門
初
助
五
郎
寛
永
二
年
七
拾
石
同
十
八
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
竹
内
安
右
衛
門
初
金
内
寛
永
二
年
百
石
慶
安
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

竹
内
七
兵
衛
寛
永
五
年
七
拾
石
同
十
一
年
五
拾
石
都
合
百
弐

兼
帯
被
召
放

（
八
十
四
）

　
　
追
放
被
仰
付
候

一　
落
合
弥
市
右
衛
門
元
禄
六
七
月
百
石
同
十
三
年
迄
見
ヘ
候

　
　
　
　
わ
の
部

一　
渡
部
平
太
夫
元
和
ニ
三
百
石
寛
永
二
年
百
石
御
増
都
合
四
百
石

同
四
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
鰐
辺
鮫
之
助
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
二
五
拾
石
御
増
都
合
弐
百

石
同
十
五
年
迄
見
ヘ
候
其
子
勘
之
助
同
十
六
五
拾
石
被
下
正

保
三
比
迄
相
見
ヘ
候

一　

和
田
八
郎
右
衛
門
寛
永
十
七
年
百
石
被
下
正
保
二
年
之
比
迄

相
見
ヘ
候

　
　
　
　
か
の
部

一　
片
岡
惣
兵
衛
常
信
生
国
遠
江
元
和
ニ
二
百
五
拾
石
寛
永
二
年
五

拾
石
御
増
都
合
三
百
石
正
保
四
年
四
月
死
ス
清
光
院
殿
休
心
与

号
其
子
喜
兵
衛
初
九
郎
兵
衛
正
保
四
年
三
百
石
被
下
寛
文
元

年
迄
相
見
ヘ
候

一　
川
合
又
左
衛
門
高
広
初
長
右
衛
門
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
六
弐

拾
石
御
増
都
合
百
七
拾
石
正
保
三
年
迄
相
見
ヘ
候
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一　
堤
左
門
元
和
ニ
百
石
寛
永
十
一
年
与
右
衛
門
改
百
石
貞
享
三
五

月
御
改
易
被
仰
付
候

一　
堤
金
兵
衛
延
宝
比
御
中
小
姓
被
召
抱
天
和
元
年
百
石
御
直
シ
貞

享
二
年
百
石
御
増
同
四
年
秋
□（
判
読
不
可
）

□
□
弐
百
石
被
下
元
禄
五
年

迄
見
ヘ
候
樋
之
丞
共
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
ね
な
し

　
　
　
　
な
の
部

一　
夏
目
弥
十
郎
慶
長
十
二
年
弐
百
石
御
与
力
ニ
御
附
被
成
寛
永
二

年
十
月
病
死
其
子
弥
十
郎
元
和
寛
永
之
比
立
退
断
絶

一　

長
田
又
兵
衛
元
和
之
比
弐
百
石
寛
永
十
二
年
迄
其
子
又
兵
衛

初
忠
左
衛
門
同
十
二
年
百
石
正
保
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

中
山
継
左
衛
門
初
五
兵
衛
元
和
之
比
百
五
拾
石
寛
永
六
年
弐

拾
石
御
増
同
十
七
年
三
拾
石
御
増
寛
永
二
八
月
廿
六
日
死
ス

法
性
院
宗
籍
与
号

一　
長
田
牛
之
助
元
和
ニ
百
石
寛
永
十
八
年
迄
見
ヘ
候

一　
長
田
十
左
衛
門
元
和
年
中
五
拾
石

一　
長
田
弥
次
右
衛
門
元
和
ニ
五
拾
石
万
治
三
年
迄
見
ヘ
候
御
代
官

役
相
勤

一　

永
倉
金
七
初
惣
左
衛
門
寛
永
五
年
百
石
同
十
一
年
五
拾
石
御

拾
石
同
十
五
年
迄
見
ヘ
候

一　

高
橋
次
郎
右
衛
門
初
伝
右
衛
門
寛
永
六
巳
年
七
拾
石
同
十
二

年
迄
相
見
ヘ
候

一　
高
木
次
兵
衛
寛
永
八
年
七
拾
石
正
保
四
迄
見
ヘ
候

一　

太
地
兵
右
衛
門
生
成
初
重
左
衛
門
寛
永
十
酉
年
七
拾
石
同

十
一
年
三
拾
石
同
十
四
年
百
石
承
応
二
年
五
拾
石
寛
文
三
年

八
月
百
石
都
合
三
百
五
拾
石
同
七
未
二
月
死
ス
其
子
六
右
衛

門
初
小
八
郎
寛
文
八
年
二
百
五
拾
石
延
宝
七
年
之
比
御
暇
出
候

一　
建
部
重
太
夫
寛
永
十
三
年
百
石
正
保
二
迄
見
ヘ
候

一　
太
地
八
郎
右
衛
門
正
保
三
年
百
石
明
暦
三
年
迄
見
ヘ
候

一　
竹
原
次
郎
太
夫
万
治
二
年
弐
百
五
拾
石
寛
文
元
年
迄
見
ヘ
候

一　

太
地
半
太
夫
成
明
寛
文
七
年
百
石
元
禄
十
四
年
巳
二
月
死
ス

同
六
郎
太
夫
同
年
春
百
石
宝
永
二
年
十
月
病
死

（
八
十
六
）

一　

竹
村
権
太
夫
豊
雅
初
源
八
軍
船
申
立
拾
五
人
扶
持
御
抱
新
宮

ヘ
為
御
登
元
禄
十
五
正
月
百
石
ニ
御
直
シ
宝
永
二
戌
三
月
御
暇

出
候

　
　
　
　
れ
そ
な
し

　
　
　
　
つ
の
部
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左
衛
門
初
牧
原
彦
内
寛
文
五
年
百
石
同
八
年
五
拾
石
御
増
延

宝
元
年
五
拾
石
御
増
都
合
弐
百
石
同
三
卯
十
月
病
死
其
子
幼

少
ニ
付
拾
人
扶
持
被
下
弥
三
郎
与
云
貞
享
二
年
御
天
守
番
被
仰

付
元
禄
七
年
八
月
五
拾
石
御
直
同
十
三
辰
五
月
之
比
不
届
之

品
ニ
付
御
暇
出
ル

一　

永
田
孫
右
衛
門
寛
文
三
年
百
石
貞
享
元
年
十
月
死
ス
其
子
久

太
夫
包
次
寛
文
九
年
五
拾
石
貞
享
二
年
五
拾
石
御
増
元
禄
三

年
五
月
病
死
其
子
久
太
夫
初
久
弥
元
禄
四
年
五
拾
石
被
下
同

十
四
年
巳
六
月
御
暇
出
候

（
八
十
八
）

一　
中
沢
伝
兵
衛
寛
文
六
二
月
百
石
被（「
下
」脱
）延宝
八
年
五
月
死
ス

　
　
　
　
ら
な
し

　
　
　
　
む
の
部

一　

村
上
四
郎
兵
衛
元
和
年
中
百
五
拾
石
被
下
正
保
二
年
迄
相
見

ヘ
候

一　

村
瀬
清
左
衛
門
利
中
延
宝
五
年
百
石
元
和
元
年
之
比
八
月
廿

一
日
御
暇
出
候

　
　
　
　
う
の
部

一　
宇
井
次
郎
左
衛
門
元
和
ニ
五
拾
石
被
下
社
中
ゟ
出
候

増
承
応
二
年
迄
同
惣
左
衛
門
承
応
三
年
百
五
拾
石
明
暦
三
年

迄
相
見
ヘ

（
八
十
七
）

　
　
候

一　

長
瀬
宇
右
衛
門
寛
永
六
年
百
石
同
八
年
百
石
御
増
同
十
年
迄

相
見
ヘ
候

一　

永
井
大
学
此
政
生
国
備
中
寛
永
十
年
三
百
石
被
下
寛
政
（
マ
マ
）

十
二

年
六
月
病
死

一　

長
瀬
太
左
衛
門
良
純
承
応
三
年
二
百
石
延
宝
五
年
十
月
五
拾

石
御
増
都
合
弐
百
五
拾
石
天
和
三
年
亥
二
月
御
暇
出
候

一　
長
田
喜
右
衛
門
寛
永
十
三
年
五
拾
石
正
保
三
年
迄
見
ヘ
候

一　

仲
新
之
丞
尾
鷲
住
人
寛
永
十
四
年
弐
百
五
拾
石
同
十
六
年
迄

相
見
ヘ
候

一　
成
川
左
兵
衛
寛
永
十
七
年
百
石
ニ
御
直
慶
安
三
年
迄
其
子
新
右

衛
門
初
武
左
衛
門
慶
安
四
年
百
石
寛
文
六
年
五
拾
石
御
増
同

十
二
年
正
月
御
暇
出
候

一　
夏
目
弥
兵
衛
寛
永
十
八
年
比
御
与
力
百
石
ニ
御
抱
正
保
三
年
十

月
病
死
断
絶
ス

一　

中
川
与
五
左
衛
門
明
暦
元
年
弐
百
石
寛
文
五
年
迄
養
子
弥
五
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（
頭
注
）「
弐
百
五
拾
石
カ
弐
拾
」

二
年
五
拾
石
御
増
都
合
弐
百
石
被
下
正
保
二
年
迄
相
見
ヘ
候

其
子
勘
左
衛
門
直
政
寛
永
三
年
百
石
被
下
正
保
三
年
御
暇
出

美
濃
国
ニ
而
死
ス

一　
黒
田
郷
右
衛
門
初
作
右
衛
門
又
助
左
衛
門
元
和
ニ
五
拾
石
寛
永

二
年
弐
拾
石
御
増
慶
安
元
年
五
拾
石
御
増
承
応
二
年
三
拾
石

御
増
都
合
百
五
拾
石
万
治
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
桑
名
権
之
丞
寛
永
二
年
百
五
拾
石
同
六
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

黒
岩
五
六
右
衛
門
宗
勝
美
濃
国
産
万
治
二
年
百
五
拾
石
御
徒

士
頭
寛
文
八
年
申
三
月
町
郡
奉
行
被
仰
付
延
宝
元
七
月
六
日

服
部
六
郎
右
衛
門
為
ニ
横
死
法
岩
乗
空
与
号
ス

一　

黒
田
新
左
衛
門
吉
勝
松
平
五
郎
右
衛
門
様
依
願
御
抱
延
宝
六

年
春
百
石
貞
享
元
依
願
御
暇
出
候

　
　
　
　
や
の
部

一　
山
田
久
太
夫
元
和
ニ
五
拾
石
寛
永
二
年
弐
拾
石
都
合
七
拾
石
同

五
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
山
本
市
太
夫
元
和
ニ
弐
百
石
同
市
助
元
和
ニ
百
石
寛
永
元
年
迄

相
見
ヘ
候

一　

山
本
善
右
衛
門
初
太
兵
衛
寛
永
二
年
百
五
拾
石
万
治
二
年
五

一　

浦
粂
之
丞
寛　
（
マ
マ
）
　

文
十
四
年
弐
百
石
承　
（
マ
マ
）
　

応
六
年
辰
十
一
月
十
八
日

病
死
跡
絶
ル

一　
宇
美
角
太
夫
寛
文
四
年
百
五
拾
石
同
六
年
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
ゐ
な
し

　
　
　
　
の
ヽ
部

一　
野
村
彦
右
衛
門
延
貞
下
総
国
小
金
下
原
産
初
者
九
郎
兵
衛
寛
永

元
年
百
弐
拾
石
万
治
元
年
三
拾
石
都
合
百
五
拾
石
寛
文
七
年

十
月
廿
六
日
死
ス
円
通
院
巨
閑
与
号
二
代
彦
右
衛
門
延
好
寛
文

七
年
百
五
拾
石
被
下
延
宝
六
十
月
廿
二
日
病
死
聞
了
院
宗
閑
与

号
跡
絶
候

一　
野
村
藤
兵
衛
寛
永
十
一
年
百
石
承
応
二
年
迄
相
見
ヘ
跡
絶
候

　
　
　
　
お
な
し

　
　
　
　
く
の
部

一　
久
米
彦
十
郎
慶
長
十
二
年
弐
百
石
御
与
力
ニ
御
附
被
成
其
子
七

之
助
寛
永
八
九
年
之
内
死
ス
母
江
拾
人
扶
持
被
下
慶
安
三
十
月

十
九
日
死
ス
椿
相
妙
寿
与
云

一　
熊
谷
次
郎
兵
衛
直
吉
浅
野
左
近
太
夫
ゟ
相
越
候
元
和
ニ
二
百
石

寛
永

（
八
十
九
）
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八
年
三
月
御
暇
出
元
禄
八
亥
三
月
死
ス

一　
松
田
武
太
夫
寛
永
八
年
百
石
慶
安
五
辰
二
月
病
死
跡
絶
ル

一　
牧
野
仁
左
衛
門
万
治
元
年
百
五
拾
石
寛
文
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

牧
野
市
蔵
吉
之
万
治
二
年
弐
百
石
元
禄
十
一
年
秋
隠
居
五
拾

石
被
下
未
慶
与
改
其
子
平
蔵
初
平
五
郎
元
禄
十
二
年
百
五
拾
石

宝
永
三
年
冬
依
願
御
願
（
マ
マ
）被
下
候

　
　
　
　
け
な
し

　
　
　
　
ふ
の
部

一　
深
津
作
兵
衛
初
久
作
元
和
ニ
百
石
寛
永
十
八
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
筆
村
四
郎
兵
衛
寛
永
元
年
百
五
拾
石
同
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

深
津
五
郎
左
衛
門
寛
永
五
年
弐
百
五
拾
石
御
与
力
御
抱
正
保

元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
福
有
又
兵
衛
寛
永
五
年
百
石
被
下
奥
田
与
改
□
（
判
読
不
可
）

一　
藤
林
四
郎
三
郎
寛
永
十
一
年
百
石
同
十
三
年
迄
相
見
ヘ
候

（
九
十
一
）

一　

深
津
治
部
右
衛
門
万
治
元
五
拾
石
同
二
年
百
五
拾
石
御
増
都

合
弐
百
石
寛
文
元
年
迄
見
ヘ
候

一　
蕗
野
助
九
郎
延
宝
八
年
百
石
天
和
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

福
田
角
左
衛
門
弐
拾
人
扶
持
元
禄
九
年
九
月
百
五
拾
石
御
徒

拾
石
都
合
弐
百
石
延
宝
六
十
一
月
病
死
学
仙
院
浄
有
与
号
其
子

利
右
衛
門
延
宝
七
二
月
百
五
拾
石
元
禄
六
年
迄
其
子
新
之
右

衛
門
隆
清
元
禄
七
年
百
石
被
下
同
十
一
年
四
月
立
退
申
候

一　
山
本
五
左
衛
門
寛
永
二
年
百
五
拾
石
同
五
年
迄
見
ヘ
候

一　
山
田
六
左
衛
門
寛
永
八
年
百
石
同
十
一
年
迄
見
ヘ
候

一　
山
本
勘
兵
衛
寛
永
十
六
年
弐
百
石
同
十
七
年
迄
見
ヘ
候

（
九
十
）

一　
山
川
与
三
右
衛
門
承
応
三
年
百
石
明
暦
三
四
月
死
ス

一　
休
勘
平
寛
永
七
午
年
百
五
拾
石
御
与
力
ニ
御
抱
寛
永
年
中
跡
絶

ル

一　
八
木
又
右
衛
門
寛
永
十
九
年
之
比
弐
百
五
拾
石
御
与
力
ニ
御
抱

正
保
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
山
本
与
三
郎
寛
文
元
年
若
山
表
方
山
本
藤
四
郎
殿
肝
煎
ニ
而
御

抱
延
宝
三
四
月
病
死
跡
絶
ル

一　

安
田
貞
之
助
初
文
右
衛
門
万
治
元
年
百
石
寛
文
二
年
迄
相
見

ヘ
候

　
　
　
　
ま
の
部

一　
牧
野
勘
右
衛
門
初
長
五
郎
元
和
ニ
百
石
寛
永
二
年
五
拾
石
御
増

明
暦
三
酉
十
月
死
其
子
勘
右
衛
門
忠
次
百
五
拾
石
被
下
寛
文
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あ
の
部

一　
浅
井
伝
左
衛
門
忠
右
衛
門
共
寛
永
年
中
百
五
拾
石
御
与
力
ニ
御

抱
正

（
九
十
二
）

　
　
保
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

芦
谷
三
郎
右
衛
門
寛
永
年
中
御
与
力
弐
百
石
正
保
元
年
迄
相

見
ヘ
候

一　

有
吉（
カ
）八
兵
衛
寛
永
三
年
百
五
拾
石
四
年
五
拾
石
御
増
同
十
二

年
五
拾
石
都
合
弐
百
五
拾
石
同
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
青
山
之
左
衛
門
寛
永
六
年
百
五
拾
石
慶
安
三
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
安
藤
太
郎
太
夫
後
道
半
寛
永
十
六
年
三
百
石
翌
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
愛
宕
弥
右
衛
門
正
保
四
年
百
石
承
応
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

秋
山
勘
兵
衛
武
済
承
応
三
年
百
石
万
治
元
五
拾
石
御
増
同
年

迄
相
見
ヘ
候

一　
赤
堀
助
之
丞
万
治
元
年
百
石
被
下
候

　
　
さ
の
部

一　
佐
藤
弥
三
右
衛
門
元
和
ニ
弐
百
五
拾
石
寛
永
三
年
寅
六
月
死
ス

同
源
太
左
衛
門
寛
永
四
年
百
三
拾
石
同
年
六
月
死
ス

一　
酒
井
甚
右
衛
門
寛
永
七
年
百
五
拾
石
同
十
六
年
迄
相
見
ヘ
候

士
頭
同
十
一
年
夏
病
気
依
願
父
子
共
御
暇
被
下
候

　
　
　
　
こ
の
部

一　
児
玉
惣
右
衛
門
寛
永
六
年
百
石
同
十
一
年
迄
見
ヘ
候

一　
小
牧
勘
兵
衛
寛
永
八
年
弐
百
石
同
十
五
年
迄
見
ヘ
候

一　

近
藤
勘
兵
衛
寛
文
三
年
拾
五
人
扶
持
被
下
同
六
年
春
百
石
同

十
二
年
子
三
月
本
国
三
州
江
依
願
御
暇
被
下
候

一　
小
林
新
五
兵
衛
寛
文
十
年
五
拾
石
同
十
二
年
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
江
の
部

一　

榎
本
儀
左
衛
門
元
和
年
中
五
拾
石
被
下
社
中
ゟ
出
候
拾
人
之

内
也

一　
榎
本
理
太
夫
元
和
ニ
五
拾
石
被
下
社
中
出
拾
人
之
内
也

　
　
　
　
て
の
部

一　
照
井
庄
右
衛
門
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
二
年
百
五
拾
石
御
増
同

五
年
迄
見
ヘ
候
同
小
兵
衛
同
十
七
年
百
石
慶
安
元
年
五
拾
石

御
増
都
合
百
五
拾
石
同
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
寺
田
源
蔵
初
長
四
郎
源
之
丞
元
和
ニ
百
石
寛
永
二
年
五
拾
石
都

合
百
五
拾
石
同
十
年
迄
見
ヘ
候

一　

寺
崎
勘
兵
衛
初
理
兵
衛
寛
永
四
年
百
五
拾
石
同
十
二
年
迄
相

見
ヘ
候
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一　
水
野
十
兵
衛
承
応
元
年
百
石
万
治
元
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

三
宅
専
右
衛
門
万
治
二
年
百
五
拾
石
寛
文
三
八
月
五
拾
石
御

増
都
合
弐
百
石
元
禄
元
三
月
隠
居
其
子
此
右
衛
門
百
石
被
下

元
禄
十
五
年
依
願
御
扶
持
ニ
相
成
候

一　

宮
川
四
郎
左
衛
門
盛
政
初
四
郎
兵
衛
万
治
二
年
百
石
寛
文
三

年
五
拾
石
貞
享
四
年
隠
居
元
禄
九
子
七
月
廿
三
日
病
死
願
実

院
愚
閑
与
号
其
子
四
郎
兵
衛
盛
春
貞
享
四
年
正
月
百
五
拾
石
元

禄
十
年
丑
七
月
十
九
日
乱
心
死

一　
三
宅
庄
兵
衛
初
元
右
衛
門
寛
文
二
年
百
石
同
九
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

水
谷
勘
七
正
猶
貞
享
元
年
百
石
同
三
年
五
拾
石
御
増
御
供
小

姓
頭
元
禄
元
三
月
者
頭
同
五
年
申
五
月
死
ス

　
　
　
　
し
の
部

一　

清
水
瀬
兵
衛
元
和
二
百
石
寛
永
二
年
五
拾
石
御
増
同
十
二
年

迄
其
子
瀬
兵
衛
初
八
郎
兵
衛
寛
永
三
年
百
五
拾
石
承
応
元
年

五
拾
石
同
二
年
迄
三
代
瀬
兵
衛
初
庄
之
助
弐
百
石
寛
文
二
年

十
月
御
暇
出
候

（
九
十
四
）

一　
新
嵜
七
郎
太
夫
寛
永
六
年
百
石
同
九
年
迄
見
ヘ
候

一　
清
水
重
三
郎
寛
永
六
年
七
拾
石
同
九
年
迄
見
ヘ
候

一　

酒
井
与
市
右
衛
門
忠
勝
延
宝
三
年
十
月
百
石
元
禄
元
年
迄
相

見
ヘ
候

一　

佐
藤
直
右
衛
門
貞
享
二
年
百
石
元
禄
六
年
七
月
五
拾
石
御
増

都
合
百
五
拾
石
元
禄
十
四
年
巳
夏
御
暇
出
候

　
　
　
　
き
の
部

一　
木
俣
安
右
衛
門
元
和
ニ
弐
百
石
寛
永
ニ
五
拾
石
御
増
同
九
年
迄

相
見
ヘ
候

一　
岸
渡
源
右
衛
門
元
和
ニ
百
五
拾
石
同
九
年
迄
見
ヘ
候

一　
木
俣
六
兵
衛
慶
安
元
年
百
石
明
暦
三
迄
見
ヘ
候

（
九
十
三
）

　
　
　
　
ゆ
の
部

一　
由
比
八
左
衛
門
元
和
ニ
弐
百
石
寛
永
五
迄
其
子
長
十
郎
八
左
衛

門
与
改
寛
永
六
年
百
石
正
保
三
迄
見
ヘ
候

一　
湯
口
清
右
衛
門
寛
永
十
二
年
百
石
被
下
候

　
　
　
　
め
な
し

　
　
　
　
み
の
部

一　
三
田
六
兵
衛
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
十
五
迄
見
ヘ
候

一　
三
春
慶
左
衛
門
寛
永
八
年
百
廿
石
同
十
一
年
迄
見
ヘ
候

一　
三
尾
外
寿
正
直
寛
永
十
九
年
現
米
百
廿
石
被
遣
御
客
分
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も
の
部

一　
森
山
舎
人
之
助
寛
永
十
二
年
三
百
石
正
保
三
迄
見
ヘ
候

一　

森
源
太
左
衛
門
万
治
二
年
弐
百
石
延
宝
六
迄
見
ヘ
候
同
長
四

郎
同

（
九
十
五
）

七
年
百
石
貞
享
元
迄
相
見
ヘ
候

一　
守
田
彦
之
右
衛
門
万
治
三
年
百
五
拾
石
寛
文
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
百
々
瀬
与
九
郎
宝
永
元
年
五
拾
石
同
二
年
迄
見
ヘ
候

　
　
　
　
せ
の
部

一　

勢
田
金
右
衛
門
寛
永
元
年
弐
百
三
拾
石
同
十
一
年
七
拾
石
御

増
都
合
三
百
石
御
年
寄
役
相
勤
承
応
二
年
六
月
死
其
子
長
八

郎
金
右
衛
門
与
改
同
年
三
百
石
延
宝
四
年
七
月
御
暇
出
候

一　
瀬
田
三
郎
左
衛
門
寛
永
三
年
百
石
同
四
年
迄
見
ヘ
候

一　

善
方
伝
右
衛
門
弥
次
右
衛
門
共
寛
永
十
四
年
弐
百
石
明
暦
二

年
迄
相
見
ヘ
候

　
　
　
　
す
の
部

一　
鈴
木
七
右
衛
門
慶
長
十
二
年
御
与
力
ニ
御
附
被
成
四
百
石
元
和

五
年
遠
州
ゟ
殿
様
御
供
相
勤
表
方
ニ
相
成
候
全
龍
院
様
ヘ
御
附

御
与
力
拾
弐
人
之
内
也

一　

庄
司
兵
左
衛
門
初
兵
作
寛
永
十
四
年
弐
百
石
五
拾
石
万
治
元

年
迄
見
ヘ
候

一　
庄
司
次
郎
左
衛
門
寛
永
十
四
年
百
石
正
保
四
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

渋
田
茂
兵
衛
初
四
郎
右
衛
門
承
応
三
年
百
石
郡
奉
行
相
勤
寛

文
九
年
八
月
死
ス

一　
白
井
力
之
助
万
治
二
年
百
石
寛
文
二
六
月
御
暇
出
候

　
　
　
　
ゑ
な
し

　
　
　
　
ひ
の
部

一　
広
瀬
半
左
衛
門
初
清
三
郎
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
二
年
五
拾
石

御
増
都
合
弐
百
石
同
十
八
年
巳
十
一
月
死
其
子
半
七
同
年
七

人
扶
持
後
拾
人
扶
持
寛
文
三
年
百
石
元
禄
二
巳
二
月
七
人
扶

持
ニ
成
同
六
年
正
月
死
ス
其
子
半
次
郎
御
扶
持
方
被
下
喜
藤
太

と
改
歟
元
禄
十
六
年
五
拾
石
宝
永
二
酉
十
一
月
五
拾
石
御
増

一　
平
沢
茂
左
衛
門
元
和
ニ
百
石
寛
永
元
年
迄
見
ヘ
候

一　
平
松
市
郎
右
衛
門
寛
永
二
年
百
石
正
保
三
迄
見
ヘ
候

一　

平
田
小
右
衛
門
寛
永
六
年
七
拾
石
同
十
一
年
三
拾
石
御
増
都

合
百
石
正
保
四
年
迄
相
見
ヘ
候

一　

久
徳
八
兵
衛
承
応
元
年
百
石
万
治
三
年
之
比
鈴
木
権
右
衛
門

を
切
殺
自
害
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一　

杉
浦
仁
左
衛
門
初
平
太
夫
朗
房
寛
文
九
年
百
石
同
十
一
年
五

拾
石
御
増
延
宝
三
年
十
月
十
六
日
御
暇
出
候

右
御
与
力
並
三
所
御
家
中
合
弐
百
家
也

　
　
　
書
附
写

一　

私
祖
父
松
平
兵
左
衛
門
者
大
御
所
様
能
御
覚
被
為
遊
候
者
ニ
而

御
座
候
由
桜
井
之
御
家
ニ
罷
在
三
州
一
揆
之
節
石
原
十
助
与
申

者
之
鉄
炮
ニ
中
リ
討
死
仕
候
右
十
助
者
大
御
所
様
ニ
奉
仕
罷
在
候

処
其
節
之
一
揆
ニ
相
興
シ
右
之
仕
合
之
由
伝
承
仕
候

一　
は
く
ろ
ニ
而
中
西
与
五
之
助
与
申
者
与
相
討
ニ
高
名
仕
候
儀
桜
井

之
御
家
ニ
何
れ
も
不
存
者
無
御
座
候
由

一　

長
篠
ニ
而
神
谷
半
蔵
与
申
者
手
負
申
処
能
の
け
申
候
其
場
世
話

致
の
け
申
儀
難
成
所
ニ
而
御
座
候
由

　
　
　
右
之
段
伝
承
候
ニ
付
書
附
差
上
申
候

　
　
　
　
子
三
月　
　
　
　
　
　
戸
田
弥
市
兵
衛

（
九
十
七
）

（
頭
注
）「
寄
ノ
字
原
文
不
明
ナ
リ
」

一　

祖
父
山
本
伝
左
衛
門
者
渡
辺
勘
兵
衛
殿
ニ
而
足
軽
を
預
罷
在
大

一　
杉
浦
清
右
衛
門
元
和
ニ
知
行
不
知
寛
永
元
八
月
廿
三
日
死
道
翁

秋
閑
与
号
御
与
力
也

一　
鈴
木
藤
兵
衛
元
和
ニ
五
拾
石
被
下
社
中
出
拾
人
之
内
也

一　
鈴
木
六
太
夫
元
和
ニ
五
拾
石
被
下
社
中
出
拾
人
之
内
也

一　
杉
山
甚
兵
衛
元
和
ニ
百
五
拾
石
寛
永
廿
迄
相
見
ヘ
候

一　
杉
野
九
左
衛
門
寛
永
八
年
百
石
正
保
三
正
月
八
日
死

一　
杉
浦
仁
左
衛
門
寛
永
年
中
七
拾
石
被
下

一　

鈴
木
重
右
衛
門
寛
永
十
四
年
弐
百
石
被
下
寛
文
七
年
迄
相
見

ヘ
候

一　

鈴
木
彦
兵
衛
初
重
三
郎
寛
永
十
七
年
百
石
承
応
元
年
迄
相
見

ヘ
候

一　

杉
浦
平
太
夫
朗
茂
初
金
三
郎
承
応
元
年
百
石
万
治
元
年
五
拾

石
御

（
九
十
六
）

　
　
増
都
合
百
五
拾
石

一　
鈴
木
重
太
夫
明
暦
二
年
百
石
寛
文
二
年
迄
相
見
ヘ
候

一　
鈴
木
権
右
衛
門
万
治
元
年
百
石
同
三
年
久
徳
八
兵
衛
ニ
被
討
候

一　

菅
沼
三
右
衛
門
寛
文
三
八
月
百
石
同
四
年
五
拾
石
御
増
延
宝

三
年
二
月
依
願
御
暇
被
下
候
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以
上

　
　
　
　
　
　
子
三
月　
　
　
　
　
　
夏
目
弥
右
衛
門

一　
曾
祖
父
井
上
甚
右
衛
門
桜
井
家
ニ
罷
在
候
内
大
御
所
様
天
正
五

年
於
三
州
長
篠
御
対
陣
之
砌
甲
州
勢
鳶
巣
山
ニ
罷
在
候
間
従
大

（
九
十
八
）

御
所
様
酒
井
左
衛
門
尉
殿
為
組
頭
被
遣
之
節
桜
井
家
随
之
於

鳶
巣
山
合
戦
之
節
行
年
十
九
歳
ニ
し
て
甲
首
壱
ツ
高
名
仕
候
由

一　

大
御
所
様
天
正
十
二
年
長
久
手
小
牧
御
一
戦
之
節
森
庄
蔵
家

老
猪
野
次
兵
衛
与
申
者
討
取
則
刀
小
手
等
分
捕
仕
奉
備
上
覧
候

処
合
戦
勝
負
無
之
以
前
従
桜
井
手
早
速
敵
之
首
到
来
之
事
御

吉
例
之
旨
預
御
感
之
上
意
ニ
候
由
右
分
捕
之
刀
小
手
ヲ
今
所
持

仕
罷
在
候
右
之
場
所
永
井
右
近
太
夫
殿
池
田
入
道
を
討
取
被

申
候
場
与
一
所
之
者
に
承
伝
候
以
上

　
　
　
　
　
子
三
月　
　
　
　
　
　
井
上
甚
右
衛
門

一　
初
代　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
五
郎
兵
衛
忠
氏

　
　
生
国
信
州
ニ
而
清
康
様
江
奉
仕
候

一　
二
代　
　
　
　
　
　
　
　
同
九
郎
右
衛
門
吉
久

坂
御
陣
ニ
供
仕
寅
極
月
十
三
日
仕
寄
竹
抱
付
ケ
申
節
鉄
炮
疵
ニ
而

卯
正
月
果
申
候

一　
父
善
右
衛
門
儀
者
右
伝
左
衛
門
跡
式
相
続
致
シ
夏
御
陣
之
御
供

仕
五
月
六
日
朝
矢
尾
前
之
合
戦
鑓
を
合
高
名
仕
候

一　
同
日
迎
討
之
高
名
仕
一
日
之
内
両
度
之
働
仕
候
以
上

　
　
　
　
　
　
子
三
月　
　
　
　
　
　
山
本
利
右
衛
門

一　
祖
父
夏
目
次
郎
左
衛
門
元
亀
三
年
遠
州
味
方
ヶ
原
御
一
戦
之
砌

大
御
所
様
被
為
及
御
難
儀
之
節
蒙
厚
免
御
□
（「
謀
」ヵ
）を
犯
シ
麾
下
之
侍

弐
拾
五
騎
引
率
し
て
敵
中
ヘ
乗
込
ミ
十
文
字
を
以
敵
弐
人
突
落

シ
終
ニ
討
死
仕
候
由

一　

父
弥
右
衛
門
大
御
所
様
天
正
十
二
年
長
久
手
小
牧
御
一
戦
之

節
於
岩
崎
口
母
衣
武
者
討
取
高
名
仕
奉
備
上
覧
候
其
後
敵
敗

軍
仕
候
者
追
討
之
節
亦
首
弐
ツ
討
取
申
候
由
其
夜
小
牧
江
御
帰

陣
被
成
明
夜
小
牧
於
御
城
御
吟
味
之
上
ニ
而
弥
右
衛
門
高
名
一

番
ニ
罷
成
候
由
此
儀
渡
辺
六
郎
左
衛
門
榊
原
八
兵
衛
吉
崎
仁
左

衛
門
小
野
弥
平
渡
辺
新
左
衛
門
右
之
衆
中
被
存
候
其
後
岡
崎

於
御
城
御
前
ヘ
被
召
出
鳥
居
小
七
郎
与
申
仁
跡
野
羽
之
郷
ニ
而

五
拾
貫
之
処
為
御
褒
美
被
下
置
候
其
後
中
絶
仕
候
由
承
伝
候
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原
書
ハ
文
化
十
一
年
比
ニ
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ユ

　
　
昭
和
七
年
二
月
二
日　
　
　
黙
庵
中
根
七
郎
（
印
）

　
　
生
国
三
州
家
督
相
続
広
忠
様
江
奉
仕
参
州
磯
辺
城
主
永
禄
十
一

年
辰
三
月
十
一
日
七
十
一
才
ニ
而
病
死
仕
候

一　
吉
久
長
男　
　
　
　
　
　
同
弥
右
衛
門
吉
重

　
　
三
州
幡
豆
郡
六
栗
城
主
広
忠
様
権
現
様
ヘ
仕
父
ニ
先
達
永
禄
八

丑
年
病
死
弟
次
郎
左
衛
門
広
次
父
之
家
相
続

一　
吉
重　
　
　
　
　
　
　
　
同
弥
右
衛
門
定
次
叔
父
広
次
二
男
と
成
ル

一　
三
代
目　
　
　
　
　
　
　
同
次
郎
左
衛
門
広
次

　
　

生
国
三
州
永
禄
七
年
家
督
三
州
六
栗
城
主
三
州
上
和
田
城
攻

時
一
番
乗
御
一
字
頂
戴
仕
広
次
与
改
権
現
様
御
代
三
遠
御
郡
代

酒
（
マ
マ
）

雅
楽
本
作
治
左
衛
門
同
前
加
判
元
亀
三
年
申
十
二
月
於
遠

州
味
方
ヶ
原
討
死
首
者
輪
形
月
善
兵
衛
取
候
由

（
九
十
九
）

右
者
書
附
之
写
也

此
原
本
ハ
旧
新
宮
藩
士
ノ
写
本
ナ
リ
往
年
一
本
ヲ
復
（
複
）写
シ
水

野
男
爵
ノ
御
覧
ニ
入
レ
タ
ル
ニ
留
置
ル
依
テ
又
昭
和
六
年

十
二
月
三
十
日
ヨ
リ
写
シ
始
メ
翌
年
二
月
二
日
終
ル
即
本
書

ナ
ク
原
本
ハ
蠧
魚
ノ
蝕
甚
シ
ク
保
存
ニ
堪
ヘ
難
キ
ヲ
以
テ
謄

写
シ
タ
ル
ナ
リ


